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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　壱河きづく







　目次





着火

延えん焼しよう

飛び火

炎えん上じよう

業ごう火か

紅ぐ蓮れん





　らいなあのおと

　初期イラストラフ集








	
		[image: ]

	













着火











　　ベッドで見上げる

　　裸ら身しんのシルエット

　　手を伸のばしても

　　とどかない気がして

　　振ふり返る瞳ひとみの嘲ちよう笑しように

　　不安と嫉しつ妬とが

　　僕ぼくを翻ほん弄ろうする




　　温ぬくもりと快かい楽らくしか

　　信じずに

　　搔かき抱いだく白い手

　　すべてを

　　奪うばいつくそうと

　　胸むねを這はう血の唇くちびる




　　君はまるで蜘く蛛ものように

　　罠わなを張はり

　　忍しのび寄より

　　僕を食い尽つくす

　　絡からみ付くthread of fate

　　この身焦こがすvenom of fire









　人気アイドル〝プラティウム〟の新曲『スパイダー』が終わってＣＭに入ると、小学六年生の野の村むら涼すず香かは居い間まのＴＶを消した。

　塾じゆくから戻もどると、両親はまだ帰っていなかった。

　いつものように残業なのだろう。

（……塾に行かせてれば、罪つみの意い識しきを感じずに子こ供どもを放ほったらかしにしておけるものね）

　涼香は冷静に思う。

　父にとっても母にとっても、近ちか頃ごろ扱あつかいが難むずかしくなってきた自分と向き合うよりは、仕事にのめり込こんでいる方がよっぽど楽なのだ。

　レンジで温あたためた食事を摂とり、コンビニで買ったスナック菓が子しを食べながらＴＶを見ていたが、金曜の夜は面おも白しろい番組はあまりやっていない。

（くだらないバラエティーばっかり）

　涼香は雑ざつ誌しを読むことにして、部屋に戻りかける。

　その時。

　涼香は壁かべに触ふれた指先に、通つう常じようでは考えられないような熱を感じ取った。

　壁の向こうは隣となり、５０４号室だ。

（火事!?）

　そう気がついた涼香は同時に、隣で飼かわれている猫ねこのことを思い出す。

（ココ！　そうだ、ココを助けなきゃ！）

　隣が旅行に出た時に預あずかって以来、雑種のココはすっかり涼香に懐なついてしまっていた。

　涼香にとっては、両親よりも自分をさらけ出して話ができる友達なのだ。

　涼香は自分の部屋を飛び出し、隣の部屋の扉とびらの前に立つ。

　かすかに漂ただよってくる、建材の燃もえる刺し激げき臭しゆう。

「ココ！」

　鍵かぎはかかっていないが、ノブは火傷やけどするほど熱くなっている。

　涼香は必死に痛いたみを堪こらえ、自分の手がジュウという音を立てるのを聞きながらドアを開けた。

「今、助けてあげるから！」

　次の瞬しゆん間かん。

　ドウッ！

　轟ごう音おんとともに、ドアから噴ふん出しゆつした紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんが涼香を包み込んだ。

　密みつ閉ぺいされた空間での火か災さいで酸さん素そ不足になっていた場所に、急きゆう激げきに酸素が流れ込むことによって起こる爆発的な燃ねん焼しよう。

　いわゆる、バックドラフト現げん象しようだ。

　涼香は爆風に飛ばされて、高さ一・二メートルの手すりを越こえた。

　六年生にしては小さな身体からだが、夜空に炎ほのおの軌き跡せきを描えがいて空中に放り出される。

　五階から落下した涼香は、駐ちゆう車しや場じようの小型車のフロントグラスとルーフを大たい破はさせた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「は～い、今日はここまで～！」

　レッスン・スタジオに響ひびき渡わたる声で、ショッキング・ピンクのレオタードを身につけた中年男は宣せん言げんした。

「ふう」

「終わった～」

「ったく」

「やれやれ」

　三時間以上も振ふり付けの練習をさせられていた四人の少年は、リノリウムの床ゆかに座すわり込む。

「だらしないわね～、あたしの半分も歳としいってないくせに」

　事じ務む所しよの社長でもある中年男は、人気アイドル・グループ、ソーズ＆ソーサリーの四人を見下ろしながら、冷えたウーロン茶を喉のどに流し込んだ。

「これから春コンの全国ツアーまで、時間がないのよ。これくらいで悲鳴上げてどうすんの？」

「あんたが歳の割わりに元気過すぎんだよ。そのうち、ポックリ逝いくぞ」

　そう反はん論ろんしたのは、ボーカル兼けんリードギター担たん当とうの大だい地ち一いつ心しん。

　茶色の髪かみをツンツンに立てた、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー一番の毒どく舌ぜつ家かである。

「ひどいっ！　あたしはみんなのことだけを考えて、こうやって頑がん張ばっているのにぃ！」

　社長はハンカチを嚙かみ締しめて身をよじる。

「……社長、それ、ヴィジュアル的にやめて」

　と、レッスン・スタジオに入ってきたのは女郎花おみなえし茜あかね。

　スリーサイズから全国模も試しまで、すべてが平へい均きん値ちという超ちよう凡ぼん人じんである茜は、高校一年にしてＳ＆Ｓの付き人だ。

「はい、みんな、これ」

　月給九十五円という明らかに労働基き準じゆん法ほう違い反はんの賃ちん金ぎんで働かされている茜は、四人にタオルとスポーツドリンクを配って歩く。

「サンキュ」

　最初に茜の手からタオルを受け取ったのは一いつ心しん。

「……何で１リットル入り買ってくんだよ？　俺おれ、５００ミリ缶かんだって言ったろ？」

　一心は茜の持ってきたペットボトルを見て顔をしかめる。

「いいじゃない、それしかなかったんだから。大は小を兼かねるって言うでしょ？」

「ショップ店員に見み栄え張はって、ひと回り小さいサイズのスカート買ってくる女の台詞せりふじゃないよな？」

「うぐぐぐっ！」

　一心と茜はクラスメート。

　茜は一心が関係した事じ件けんに巻まき込まれたのがきっかけでＳ＆Ｓの付き人になり、以来、なし崩くずし的にその関係が続いているのだ。

　最近では一心の兄、巽たつみ玲れいの家に居候いそうろうしていることもあり、一日の大半を一心と共に過すごしている。

　もっとも、それが茜にとって幸福なのかそうでないのか、茜自身にもよく分かっていないのだが。

「またやってるんですか、先せん輩ぱいたち？」

　二人を呆あきれた顔で見つめる可愛かわいらしい顔をした少年は、ドラムス担当の中学三年生、水みず谷たに宏こう太た。

　主しゆ婦ふ層そうやＯＬからの絶ぜつ大だいな支し持じがある宏太は、もともとＣＭの子役出身で、茜と一心にとっては同じ学園に通う後輩である。

「……そういう痴ち話わゲンカと誤ご解かいされる言い方はやめろ」

　一心はグキッと宏太の首をひねった。

「痛いたい、痛いですよぉ、先輩～！」

　涙なみだ目めになる宏太。

「実じつ際さい、痴話ゲンカだろう？」

　高級ブランドのチタン・フレームをかけながらそう笑ったのは、キーボードを担当する一番年長の風かざ峰みね士し郎ろうである。

　士郎はＳ＆Ｓのリーダーでありながら、巨きよ大だいコンツェルン風峰グループ会長の御おん曹ぞう司し。

　日に数億円の株かぶを動かして莫ばく大だいな利り益えきを上げる、いわゆるデイ・トレーダーでもあるのだ。

「俺もそんな愛のある生活が欲ほしいよ」

　という割には、日ひ頃ごろ、美女とのアバンチュールを楽しんでいる士郎だ。

「バ、バカ言うな！　俺はこいつが付き人として失しつ格かくだって話をしてるだけだ！」

　こと女じよ性せいに関しては士郎にかなり遅おくれをとっている一心は、ムキになって反論する。

「……アホばかりだな」

　仲間のやり取りを横目で見て、仕上げのストレッチをマイペースで続ける黒髪の少年は、Ｓ＆Ｓでも人気ナンバーワンの火ひ之の杜もり亨とおる。

　ベースとメイン・ボーカルの担当である。

　茜が付き人を始めた当初、亨はかなりとっつきにくい感じだった。

　実はこの亨、強度の女性恐きよう怖ふ症しようなのだ。

　それでも茜の存そん在ざいには慣なれてきたのか、前よりもかなり自然に話せるようになってきていたのだが……。

「トオルくんも、はい」

「ん、俺、このあと少し居残って練習続けるから」

　茜がアイソトニックのスポーツドリンクを渡わたすと、亨はそれを鏡の前に置いた。

　言葉遣づかいは優やさしいのだが、ここ数週間ほど、亨はちょっとピリピリした感じである。

「何となく、しっくりしないところがあるからな。納なつ得とくするまでやってみたいんだよ」

「でも」

　茜は、すでに帰り支じ度たくをするためロッカーに向かっている一心たちの方をチラリと見る。

　スタジオの後あと片かたづけをするのは茜の仕事だが、表には茜たちを送るはずのマネージャーの車がもう待っている。

「大だい丈じよう夫ぶ、掃そう除じとか、俺がやっとくから」

　亨は言った。

「わ、悪いよ」

「みんな～！　明日は『Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー世界征せい服ふく！』のリハの他ほかに、『ミステリー・プロファイル』の収しゆう録ろくがあるんですからね～！　忘わすれんじゃないわよ～！」

　社長の黄色い声が飛ぶ。

「特にアカネちゃん！　間ま違ちがえて旧きゆう社しや屋おくの方に行かないように！」

「わ、分かってますよ！　……たぶん」

　Ｓ＆Ｓがレギュラーを持つＴＶ局のひとつが、昨年から新社屋へと移い転てんしている。

　茜はまだ取り壊こわしの始まっていない旧社屋の方に行ってしまうというポカを、すでに二度もやらかしているのだ。

「ほれ、イッシンたちを待たせんなって」

　亨は笑って、茜の背せ中なかを押おした。




「……これでいいのかよ？」

　二時間後。

　照明が落とされ、誰だれもいなくなったレッスン・スタジオで、亨は鏡を前に立っていた。
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「本当に俺はこのままでいいのか？」

　冷え切った汗あせを拭ふくこともなく、亨は暗くら闇やみに浮うかび上がる自分の顔に向かって尋たずねる。

　窓まどの外では、少し前から落ち始めた雨が本ほん降ぶりになろうとしていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　大学の法医学教室に回された野村涼香の遺い体たいの司法解かい剖ぼうが終わったのは、雨足が激はげしくなった深夜のことだった。

「どうしてあなたが来ているの？」

　大地一心の母であり、東京都監かん察さつ医い務む院いんの非ひ常じよう勤きん監察医でもある大地かおるは、解剖室前の廊ろう下かのベンチに座る結ゆう城き警けい視しを見て、首を傾かしげた。

　結城政まさ宗むねは、捜そう査さ一課特とく殊しゆ犯はん捜査係の管理官。

　だが、焼しよう死し事じ件けんは特殊犯捜査係ではなく、火か災さい犯捜査係の担たん当とうのはずだ。

「そりゃあ、かおるさんに逢あえるからですよ」

　遺体を見るのが苦手な結城は、蒼あお白じろい顔で精せい一いつ杯ぱい笑ってみせる。

「君ね、その冗じよう談だん、聞き飽あきた」

　結城よりひと回り以上年上でありながら、二十代の頃の美しさがまったく衰おとろえていないかおるは、白い指でトンと結城の胸むねを突つく。

「冗談じゃ……ないんですけどねえ。アハハハハハハ……」

　頭を搔かいて虚うつろに笑う結城。

「……で、どうです？」

「詳くわしい結果が出るには、まだしばらくかかるけど」

　前置きしてからかおるは言った。

「頭ず蓋がい骨こつ、及および脊せき椎ついその他ほかに、落下による骨こつ折せつが見られるわね。でも、直ちよく接せつの死し因いんは爆ばく発はつの際さいの腹ふく部ぶ大動脈損そん傷しようと、表皮の八十五パーセントを覆おおう二度、ないし三度の熱傷によるショック死よ」

「近所の人の話だと、猫ねこを助けようとして巻まき込こまれたようで。皮肉なもんでその猫は外にいて助かってるんですよ。……この子、苦しみましたかね？」

「ほとんど意い識しきはなかったと思うわ。苦しんだとしても、ほんの一いつ瞬しゆん」

　かおるは結城の隣となりに座すわり、やりきれないといった表ひよう情じようの若わかいキャリアの顔を見つめる。

「……それで？　どうしてあなたがでてきたのか、本当の理由を教えて欲ほしいんだけど？」

「部外秘ひなんですけど」

　そう言いながらも、結城はあっさりと一枚まいの写真を見せた。

「現げん場ば近くの壁かべに書かれていたものです。過か去こ、四件の放火現場でこれと同じ文字が発見されています」

　写真には、コンクリートの壁に赤いペンキで書かれた〝ＰＹＲＯパイロ〟という文字が写っていた。

「上ではこれを犯人からのメッセージと考えているんですよ。もしかすると、テロの可か能のう性せいがあるんじゃないかとね」

「パイロ……ギリシア語で、炎ほのお、か」

　かおるはさらに激しくなってゆく窓の外の雨を見つめた。
















延えん焼しよう










　犯はん罪ざい

　それは人間の本ほん性しようを赤せき裸ら々らに暴あばく、ひとつの現象

　加害者も被ひ害がい者しやも目もく撃げき者しやも

　そしてＴＶの前のあなたも

　隠かくされた自分の本当の姿すがたを知り、慄おののくことになる……




　革かわ表紙の本に囲まれた、薄うす暗ぐらい書しよ斎さい。

　そこに、厳おごそかな男性の声のナレーションが響ひびく。

　月明かりに浮うき上がる、デスクを前にして座る少年のシルエット。

　少年は椅い子すを回転させてこちらを振ふり返り、スポット・ライトがその姿を照らし出す。

　十九世紀後半風の、まるでシャーロック・ホームズのような衣い装しようをごく自然に着こなした、日本人離ばなれした体たい格かく。

　中性的な風ふう貌ぼうは完かん璧ぺきなまでに美しく、その表情はどこか淋さびしげだ。

　強い意い志しを感じさせる怜れい悧りな瞳ひとみ。

　ライトの光がそれに反はん射しやしてキラリと光ると、見学者席から悲鳴とため息が上がる。

「今夜もこの推すい理りの館やかたにようこそ」

　微笑ほほえんだ少年、村むら雨さめ響ひびきは、指をパチリと鳴らした。

　ＡＤの合図で八十八人の見学者が拍はく手しゆするなか、Ａスタジオに組まれた書斎のセット全体が、まるで夜が明けるようにゆっくりと光に満たされてゆく。

「か、かっこいい演えん出しゆつ！」

　撮さつ影えい現場を見学者席の後ろで見つめる茜あかねは、思わずつぶやいていた。

「Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーもこういう番組作ればいいのになあ……」

　茜が今日、ここＡスタジオにいるのは、もちろん、推理番組『ミステリー・プロファイル』にＳ＆Ｓがゲストとして出演するからである。

　普ふ段だんならもうひとり、マネージャーが同行しているはずなのだが、今日は三十数度目のお見合いとやらで欠けつ勤きん。

　茜だけでトラブルを捌さばかなくてはならないので、すごく不安だ。

（あたしひとりの時に限かぎって、シローさんは作さく詞しに詰つまってて愚ぐ痴ちっぽいし、トオルくんはずっと黙だまったままだし、大だい地ちくんは……これはいつも通り、と。コータはどうでもいいや）

「この番組の目的は、警けい察さつの努力の甲か斐いもなく未み解かい決けつとなっている事じ件けんを発はつ掘くつし、独どく自じに推理を展てん開かいして真実を暴くこと」

　茜がそんなことを考えている間に、司会進行役の村雨響はゆっくりと立ち上がり、セットの前方に歩み出た。

　実はこの響も、茜のクラスメート。

　そして、Ｓ＆Ｓと人気を二分するアイドル・デュオ、プラティウムのリーダーでもあるのだ。

「皆みなさんのナビゲーター・ディテクティヴは、この僕ぼく、村雨響。僕の優ゆう秀しゆうなパートナーとなってくれるのが……」

　スポット・ライトがセットの上手に向けられると、照らし出されたドアが軋きしむ効こう果か音おんとともに開いた。

　響より身長の低い、生意気そうで、まだ幼おさなさの残る少年が入ってくる。

　プラティウムにおける響のパートナー、霧きり生お純じゆんだ。

「純！」

　響がその名を呼よぶと同時に、またも拍手と歓かん声せい。

　こちらはまさに執しつ事じといったスタイルだが、響ほどは似に合あっていない。

（……あたし、コイツ嫌きらい）

　茜は心の中で、純に向かってベエッと舌したを出す。

　初対面で自分をブス呼ばわりした純の名前を、茜は執しゆう念ねん深く〝機会があったら復ふく讐しゆうしてやりたい人間〟リストの第一位に刻きざんでいるのだ。

「先生、本日の陪ばい審しん員いんの皆様がお着きになりました」

　純は澄すました顔で一礼して、ゲストをセットに招まねき入れる。

　登場したのはＳ＆Ｓ。

　風かざ峰みね士し郎ろう、水みず谷たに宏こう太た、火ひ之の杜もり亨とおる、大地一いつ心しんの順にメンバーがブースに並ならぶと、拍手がさらに大きくなった。

「………」

　それが面おも白しろくないのか、カメラに写っていないところで顔を背そむける純。

　だが、Ｓ＆Ｓに続いて、もう一組のゲスト、新人お笑いコンビの〝パティスリー〟が登場すると、観客の熱ねつ狂きようもトーンダウンする。

（ん～、そこそこＴＶにも出てるけど、人気はいまいちかな？）

　へらへら笑いながら入ってきた二人組を見て、茜は思う。

　背せの高い方がカッキーこと柿かき沢ざわで、やや小こ柄がらな目の細い方が谷たに。

　なぜ柿沢の方だけが愛あい称しようなのかは、茜も知らない。

「さて、今日取り上げる最初のケースは……」

　響が振り返って右手を上げると、デスクの天板が起き上がり、大型のモニターになる。

　モニターに映うつる〝ケース１〟の文字。

「長ちよう距きよ離りバス・マシンガン乱らん射しや事件。事件が起きたのは１９９８年、アメリカはヴァージニア州リッチモンド……」

　響は再さい現げんＶＴＲを流しながら、事件の概がい要ようを説明する。

　どうやら長距離夜行バスの内部で何者かがマシンガンを撃うち、十数名が死し傷しようした事件らしい。

　激はげしい雨の降ふる中、長距離バスに乗り込む乗客たちのアップ。

　ナレーションによって、運転手と死し亡ぼうした乗客の簡かん単たんなプロフィールが紹しよう介かいされる。

　不安を煽あおるＢＧＭとともにバスは走り出し、雨の中を進む。

　疲つかれた顔の乗客たち。

　やがて、銃じゆう声せいが鳴り響ひびき、悲鳴が上がった。

　飛び散った血が、ヒビの入った窓まどを真しん紅くに染そめる。

　バスは蛇だ行こうして消火栓せんにぶつかって止まると、後部ドアから誰だれかのシルエットが飛び出して、水溜たまりの中にマシンガン、いや、通つう常じようの拳けん銃じゆうの銃じゆう弾だんを使うことができるサブ・マシンガンを捨すてて闇やみの中に消えた。

「……これが、捜そう査さが暗あん礁しように乗り上げている、長距離バス大量殺人事件の全ぜん容ようだ」

　十分ほどのＶＴＲが終わったところで、響はゲストに向かって告げた。

　番組は質しつ疑ぎ応おう答とうに移うつり、最初に士郎が質問する。

「……生き残った三人の被ひ害がい者しやの証しよう言げんは？」

「背はい後ごから撃たれたこともあって、銃撃者の顔は見ていない。正せい確かくに言えば、覚えていないらしい」

　響は答えた。

「折からの雨でバスから逃とう走そうした時の犯はん人にんの姿すがたも目撃されていない、と。……使用されたマシンガンは現場で発見されているんですよね？　入手経けい路ろはどうなってるんです？」

　と、宏太。

「事件の数日前に、市内の質屋から盗ぬすまれたものだった」

「計画的な犯行、ということか？」

　今度は亨が質問する。

「特定の乗客を狙ねらった？」

「さすが、トオルくん、鋭するどいね」

　響は笑え顔がおでうなずく。

「よし、わかった！」

　突とつ然ぜん、パティスリーの柿沢が立ち上がった。

「被害者はバスの乗客だ！」

「被害者分かってどうすんだよ、いまさら！」

　すかさず突つっ込む、相方の谷。

　だが。

「………」

「……あら、受けま……せんか？」

　カッキーは見学者席を見み渡わたした。

　シーン。

　ほとんどがプラティウムかＳソーズ＆＆Ｓソーサリーのファンであろうと思われる客席は、冷たい沈ちん黙もくに支し配はいされている。

「いや、ものがマシンガンだけに、ギャグもバババババッと飛ばそうとしたんですが？」

　さらにボケる柿沢。

　いっそう、スタジオ内の空気が冷たくなった。

「ふ、不ふ発はつ弾だん」

　谷がガックリとうなだれる。

　ＡＤが必死になって見学者席に笑ってくれと合図するが、みんなぎこちなく顔を引きつらせるのが精せい一いつ杯ぱいだ。

（な、なんつ～雰ふん囲い気きの読めない連中！　こりゃ売れんわ）

　さすがの茜も呆あきれ果てる。

（たぶん、放送だとこの場面、カットだろうなあ）

「……どうやら質問も出で尽つくしたようだね。ここで僕のもう一人のパートナー、迷めい宮きゆうの妖よう精せいに登場してもらおうか」

　響は二、三歩下がりながら、ゲスト席の向かい側の壁かべの方を振ふり返った。

　壁にかけられた肖しよう像ぞう画がは、茜が気づかないうちに液えき晶しようモニターに変わっている。

　そして、その画面上には、白いドレスを身につけた、茜と同い年か、やや年下に見える少女のバスト・ショットが出現していた。

「私は皆みなさんを真実へと導みちびく、迷宮の妖精」

　少女はゲスト席を見渡すようにかすかに頭を動かすと、神しん秘ぴ的な、澄すみ切った声で話し始めた。

「物的証しよう拠こと証言と厳げん密みつな推すい論ろんが、私にとっての剣けんと盾たて。今夜も事じ件けんの闇に潜ひそむ真しん犯はん人にんの姿を、皆さんの前に示しめしてみせましょう」

　ストレートの黒くろ髪かみに大きな瞳ひとみ。

　鋭えい角かく的なあごのラインと艶つやのある唇くちびる、そして、あくまでも細く白い首。

　茜などよりはよっぽど落ち着いた感じの少女は、口元に知的な笑みをたたえている。

（へえ、あれが栗くる栖す琴こと子こちゃん？）

　まるで本物の妖精のようなその姿に、茜は思わずため息を漏もらす。

　モニターの中の少女、事件の最終的な謎なぞ解ときを展てん開かいする役を演えんじる栗栖琴子は、この『ミステリー・プロファイル』がＴＶ初登場の新人。

　だが、その卓たく越えつした推理力とアイドル顔負けの容よう姿しに人気が沸ふつ騰とう。

　さらにスタジオには登場せず、いつも自じ宅たくから自分の推理を中ちゆう継けいさせることと、決してその経歴を明かさないことが神秘性せいに拍はく車しやをかけ、番組開始直後から取材依い頼らいが殺さつ到とうしているのだ。

（この番組の推理って、本当に琴子ちゃんがやってるって話だけど。……ひょっとして、玲れいさんみたいな天才なのかな？）

　茜はふと、一心の兄、巽たつみ玲のことを考える。

　これまでに何度も難なん事件の解かい決けつに貢こう献けんし、ネットの亡ぼう霊れいとも呼よばれている玲。

　今、何な故ぜか茜は、玲とその義ぎ理りの妹、ニコルが住む屍し桜ざくら屋や敷しきに厄やつ介かいになっている。

「さあ琴子くん、今の陪ばい審しん員いんの皆さんの質しつ疑ぎ応おう答とうから、推理を展開してくれるかな？」

「真実は見えたわ」

　響に促うながされ、モニターの中の琴子は答えた。

「生き残った被ひ害がい者しやのうち、最後部の座ざ席せきに座すわっていた男がいたでしょう？　彼がこの事件の真犯人よ。友人とバスの後部座席に乗り込こんだ犯人は、バスが走り出してしばらくして、サイレンサー付きのサブ・マシンガンをバッグから出し、まず友人の腹ふく部ぶに銃じゆう口こうを押おしつけて引き金を引いた。この友人の服に付着した硝しよう煙えんの反はん応のうが、至し近きん距きよ離りからの発はつ射しやを裏うら付づけているわ。続けて、犯人は他の乗客や運転手が気づく前に、ひとりひとり、背せ中なかから射殺していった」

　琴子は、自分の謎解きがゲストにもたらした効こう果かを確かく認にんするかのように、ここでいったん言葉を切る。

「そして、最後に自分の肩かたにも銃じゆう弾だんを撃うち込むと、ドアを開けてサブ・マシンガンを放ほうり出し、再ふたたび椅い子すに座った。つまり、犯人はバスから逃とう走そうなんてしなかった。ずっと被害者と一いつ緒しよに血の海の中で、警けい察さつと救急が来るのを待っていたの」

「動機は？」

　亨が尋たずねた。

「隣となりの席に座っていた友人。その友人を殺すことが犯人の本当の目的だった。他の犠ぎ牲せい者しやは真相を隠かくすために巻まき込まれただけ。おそらく、二人の間には何らかのトラブルがあったのね」

「木の葉を隠すなら森の中、死体を隠すのなら死体の中、か」

　士郎がうなずく。

「そう。以上が私の導みちびき出した結論」

　モニターの琴子は誇ほこらしげに胸むねを張はる。

「蓋がい然ぜん性せいはかなり高いはずよ」

（いや～。ホントに玲さんの女の子ヴァージョンだよ。口調まで似にてるかも）

　素す直なおに感心する茜。

　しかし。

（そう言えば……）

　茜は、ゲスト席の端はしにいる一心の姿すがたに目をやった。

　普ふ段だんなら、編へん集しゆう泣なかせの毒どく舌ぜつを吐はいて番組を混こん乱らんに陥おとしいれる大地一心が、今日はなぜか収録開始から黙だまったままだ。

（不気味。こういう時の大地くんって、絶ぜつ対たいに何かやりそう……）

　一心が余よ計けいな発言をして番組の進行を妨さまたげれば、ペコペコと頭を下げて回るのは自分の仕事である。

　急に胃が痛いたくなってきた茜は、マネージャーから貰もらった厄やく除よけのお守りをポーチから出して握にぎり締しめた。

「では、これから評ひよう決けつに移うつるとしよう」

　司会役の響が進行を続ける。

「琴子くんの導き出した結論は、十分な説得力を持つだろうか？　いつものように評決が全員合意に達すれば、番組としてこの結果を現げん地ちの警察当局に連れん絡らく、しかるべき処しよ置ちを取るように要よう請せいする」

　これが『ミステリー・プロファイル』が高視し聴ちよう率りつをあげている理由のひとつ。

　番組放送開始以来二か月、実じつ際さいに『ミステリー・プロファイル』は、七つの事件において犯人逮たい捕ほにつながる情じよう報ほうを提てい供きようしているのだ。

（どうか！　どうか、このまま大地くんが揉もめ事を起こしませんように～っ！）

　茜は祈いのる。

「さあ、またも我われ々われは、犯人逮捕に至いたるか細い糸の端を見つけることができるのか？」

　セットの照明が落とされ、フラッシュの閃せん光こうが奔はしると同時に、雷らい鳴めいのサウンド・エフェクトが入った。

　ゲストはここで、琴子が導き出した結論に賛さん成せいするか否いなか、目の前のスイッチを押して票を入れることになる。

　もっとも、今まで誰だれも、琴子の推理に異いを唱えたゲストはいない。

　普通は満場一いつ致ちで、次の事じ件けんのプロファイルに移るのだ。

　しかし……。

「陪審員諸しよ君くん、結けつ論ろんを！」

　響の言葉と同時に、照明がつき、ゲストの前のランプが灯ともされた。

　賛成票、六。

　反対票、一。

　もちろん、反対にランプをつけたのは……。

（ああっ！　やっぱり～！）

　茜は頭を抱かかえ込んだ。

　お守り、効果なし。

「……イッシンくんだけが反対のようだね？　理由は？」

　響が穏おだやかな目で一心を見た。

「俺おれは現場を見てもいないし、捜そう査さ資し料りようにも自分で目を通した訳わけじゃない」

　一心は肩かたをすくめた。

「お前が……いや、番組が用意した一方的な証しよう拠こだけで、犯はん人にんを決めつける気にはなれない。それだけのことだ」

「僕ぼくらが恣し意い的に証拠を操そう作さし、事実を捻ねじ曲げているかも知れない、と？」

　響が微笑ほほえむと、モニターの中の琴子がこわばった表情で一心をにらみつける。

「そこまで言ってない。ただ……」

　一心はちょっとためらってから続けた。

「事じ件けんと何の関係もない人間が、面おも白しろがって犯人を当てる。こういうのは好きじゃない」

「そうかな？　君やＳソーズ＆＆Ｓソーサリーのメンバーだって、これまでにいくつかの事件に関かかわってきているけど？」

「好こう奇き心しんでやってるんじゃないし、その事件で視聴率を稼かせごうとはしてない」

「………」

　学校でも仕事場でも、一心と響は仲がいいように茜の目に映うつっていた。

　だが今、その二人の間に緊きん張ちようした空気が漂っている。

　固かた唾ずを吞のんで見守るスタッフや見学者。

　一方、Ｓ＆Ｓの面々はこうしたハプニングに慣なれているので、またかという表情だ。

（うう～、どうするのよ、こんなに番組の空気を重くして！　この後、あちこち頭を下げて回るのはあたしなんだからね～！）

　茜は目眩めまいを覚えてその場に座すわり込むと、チラリと純の方を見た。

（……忘わすれてた。こういう展てん開かいになると、黙だまってないヤツがもう一いつ匹ぴきいたよ！）

「いいかげんにしろよな！」

　茜の予想通り。

　服ふく装そうに似に合あわない口調で沈ちん黙もくを破やぶったのは、純だった。

「ゲストだと思って黙ってりゃ、琴子の推すい理りに難なん癖くせつけやがって！　他ほかに犯人がいると思うなら、お前が推理してみろって！」

「お前は黙ってろ、ガキ」

　一心は野の良ら猫ねこでも追い払はらうかのように、しっしと手を振ふる。

「基き本ほん的にお前、この番組に必要ないだろが？」

「んだと！」

　もともとこの二人は犬けん猿えんの仲。

　ＴＶ局で顔を合わせるたびに喧けん嘩かになるのだ。

　もっともこの世界、顔を合わせても無視し合って、十年以上口もきいていないというタレント同士も珍めずらしくない。

（それと比くらべると、ずいぶん仲がいいのかも……なんて考えてる場合じゃないんだけど！）

　カメラが回ったままなので、茜はセットの脇わきでオロオロするしかない。

　優ゆう雅がな知的バラエティーの雰ふん囲い気きがブチ壊こわし。

　番組の進行なんて、あったものではない。

「んな七五三みたいな格かつ好こうで、よく恥はずかしくないよな！」

「お、俺だって着たくて着てるんじゃない！　それにな、そのだっせえツンツン茶ちや髪ぱつに言われたくねえよ！」

「これは俺のポリシーだ！　それよりお前、千ち歳とせ飴あめ、買ってやろうか？」

「てめえ！」

「おやおや坊ぼうや、迷まい子ごになったの～？　ママはどこかな～？」

「ブ、ブチ殺す！」

　見学者大だい爆ばく笑しよう。

（うう、パティスリーよりもずっとウケてる）

　ウケない芸人パティスリーの二人は、一心たちのやり取りをしっかりとネタ帳にメモしている。

「そのへんにしておけ、イッシン」

「純もいい加か減げんにするんだ」

　ようやく士郎と響が、純と一心の間に割わって入った。

「イッシンさん……」

　モニターの中の琴子が、冷ややかな瞳ひとみを向けて一心に声をかける。

「あなたはつまり、この番組の趣しゆ旨し自体が気に入らないのね？」

「まあ、そういうことだな」

　一心はうなずいた。

「今回はダチの響の頼たのみだから出ただけでね」

　実じつ際さい、今回の出しゆつ演えん依頼は事じ務む所しよを通す前に、学校で直ちよく接せつ、響から一心が頼まれたものだった。

（そう思ってるんなら、大人しくしてりゃいいじゃない！　なんでほんのちょっとの我が慢まんができないかな～？）

　茜は思わず突つっ込みたくなる。

「そう……」

　琴子は人差し指を唇くちびるに持ってゆき、ちょっと考え込むような仕草をする。

「……あなたの言うことにも一理あるわ。この番組がエンターテイメントだということは否ひ定ていできない。けれど、私も面白半分で推理をしているんじゃない。事件の真相を求めるのは、真実こそが、傷きずついた関係者の心を癒いやす唯ゆい一いつの方法だと信じているからよ」

「まあ、それもいいさ。つまり、俺とあんたは考え方が違ちがう。それだけのことだ」

「そう言われて引き下がれると思うの？　あなたは私たちを侮ぶ辱じよくしたのよ」

「そんな気はなかった。その点は謝あやまる」

「納なつ得とくできないわね。あなたは私たちよりも、自分の方が崇すう高こうな理念で動いているって思っているんでしょう？　それを証しよう明めいしてみせて欲ほしいものだわ」

「まあ、琴子くんも落ち着いて」

　響がモニターの少女を宥なだめてから、一心の方を見た。

「どうだろう、イッシンくん？　僕もＳソーズ＆＆Ｓソーサリーとの間に遺い恨こんを残したくはない。ここはゲームで決着をつけるというのは？」

「ゲーム？」

　一心は聞き返す。

「そう」

　響は窓まど際ぎわの木もく製せいのキャビネットから適てき当とうにファイルを選んで、机つくえの上に置いた。

「今、ここにアトランダムに取り出した事じ件けんのファイルがある。この事件を君たちの方が早く解かい決けつしたら、僕らはこの『ミステリー・プロファイル』を降こう板ばんする」

「！」

　見学者席が騒そう然ぜんとなり、スタッフも顔を見合わせる。

「……馬ば鹿からしい」

　一心は頭を振った。

「そこまで大ごとにする必要はないだろうが」

「賢けん明めいな意見だわ」

　琴子は唇の前で手を組んだ。

「負けると分かっているゲームに、手を出すことはないもの」

「恥はじをかくのが恐こわいんだろうぜ」

「何とでも言え」

　琴子と純が投げつける嘲あざけりの言葉を、さらりと受け流す一心。

（そうそう、それでいいんだってば）

　茜はホッとため息をつく。

　しかし。

「まあ、それもいいさ」

　純はマイクを切ってから身を屈かがめて、そっと一心の耳にささやいた。

「お前、義ぎ理りの妹がいるんだって？」

「……何が言いたいんだ？」

　一心もマイクを切る。

「可哀かわい想そうに、学校に行けないんだってな？　引きこもりか？　髪かみや目の色が違うから、いじめられんのが恐いのかもな？　それとも、そいつ、頭がおかしいのか？」

「！」

　バンッ！

　椅い子すを蹴けって立ち上がった一心は、純の胸むな倉ぐらをつかんだ。

「……本番中に殴なぐる気かよ？」

　ニヤリと笑う純。

「いいだろう」

　一心は純を突き放した。

「お前の下らない挑ちよう発はつに乗ってやる！」

（え～、なんで!?　なんなのよ、この急きゆう展てん開かいは!?）

　さっきの二人の会話が耳にとどいていなかった茜は、訳わけが分からず卒そつ倒とうしかける。

「いい勝負になると思うよ。こっちには琴子くんがいるし、噂うわさによると、君には優すぐれたブレーンがいるらしいじゃないか？」

　響はウインクした。

「そう、ネットの亡ぼう霊れいと呼よばれている、あの人がね」

　ハッと顔色を変える、士郎たちＳ＆Ｓメンバー。

　玲と一心のつながりは、一部関係者しか知らない秘ひ密みつなのだ。

「……あいつは……関係ないだろ」

　兄である玲のことを突とつ然ぜん持ち出された一心は、響の意図が分からずに眉まゆをひそめる。

「そうかい？　でも、彼の力を借りても構かまわないよ。こちらには琴子くんがいるからね」

「ひとつ、いいかしら？」

　モニターの中の琴子が割って入った。

「このゲーム、私たちが負ければこの番組は打ち切る、そういうルールよね？　じゃあ、あなたたちが負けたら、どうするつもりなの？」

「知るか。そっちが考えろよ」

「そいつを貰もらう、っていうのはどうかな？」

　純が亨を指さした。

「こっちは番組ひとつを賭かけてるんだ。そのくらいしてもらわないと、釣つり合わないだろ？」

「ふざける……」

「それでいいぜ」

　純の提てい案あんを一いつ蹴しゆうしようとした一心を遮さえぎって、亨が答えた。

「！」

　みんなの視し線せんが、一いつ斉せいに亨に集中する。

「……俺は構わない」

　亨は腕うでを組んだまま、響を見た。

「もし負けたら、Ｓ＆Ｓを抜ぬけてもいい」

「待てよ！」

　亨の肩かたをつかむ一心。

「お前、自分が何を言ってるのか、分かってんのか？」

「少なくとも、お前よりはな」

　亨はその手を払はらいのけた。

「……どうしてこの連中は、リーダー抜きにして話を進行させるかな？」

　士郎が頭を振ふる。

　宏太はといえば、当とう惑わくの表ひよう情じようで一心と亨の顔を見み比くらべることしかできない。

「トオル本人がいいって言ってるんだ。これで決まりだな」

　と、純。

「そうだね。さて、この件けんは事じ務む所しよ同士で煮に詰つめてもらうとして、次の事件に移うつろう」

　響は満足げな表情で番組の進行を再さい開かいした。

　番組は、亨と一心が黙だまって顔を背そむけ合ったまま、その後は何事もなく進行し、収しゆう録ろくを終えた。
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「これ、編へん集しゆうが大変だな～」

　見学者席から人の姿すがたが消えると、ディレクターはクリップ・ボードに挟はさんでいた鉛えん筆ぴつで頭を搔かいた。

「申し訳ありません！　申し訳ありません！　っとに、うちの連中ときたら……」

　ペコペコ頭を下げているのはもちろん茜である。

　と、そこに。

「いいねえ、こういうハプニングを待ってたんだ」

「船ふな尾おＰプロデユーサー……」

　ニヤニヤ笑って副調整室から下りてきたのは、スーツ姿のややお腹なかの出た中年。

　この番組のプロデューサー、船尾莞かん爾じである。

「いやあ、アカネちゃん、だったっけ？」

　船尾は茜のお尻しりに手を伸のばす。

「ひいっ！」

　思わず飛び上がる茜。

「そろそろ『ミステリー・プロファイル』もテコ入れが必要かなって考えてたんだけどさ、こっちの思惑通り、緊きん迫ぱく感のある展開になってきたねえ。これでこそ、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーを呼んだかいがあるってもんっしょ？」

「船尾さんは平気なんですか、Ｓ＆Ｓがバラバラになっても？」

「それはこっちの問題じゃないからねえ。まあ、付き人の仕事がなくなったら、いつでもボクに言ってよ」

　船尾はもう一度、茜のお尻を揉もんだ。

「や、やめてください！」

「……いろいろと世話するからさ」

　船尾は、汗あせで湿しめった手で茜の肩をポンポンと叩たたくと、副調整室へと戻もどってゆく。

「しっかし、あのパティスリーっていうの、使えねえよなあ。二度とボクは自分の番組に出さないよ～」

　その背せ中なかに思わず蹴けりを入れたくなるのを、茜は辛かろうじて我が慢まんする。

「と、ともかくマネージャーさんと社長に連れん絡らく！」

　茜は携けい帯たいをポーチから取り出しながら、控ひかえ室へと向かった。




「あんな挑ちよう発はつで良かった？」

　控え室に戻った純は、響に尋たずねた。

「上々だろう。途と中ちゆうまでは意外とイッシンも冷静で、失敗かなと思ったけれど、妹のことを持ち出した途と端たんにキレた」

「……あいつって、仲間や身内を大切にするんだよな」

　純はテーブルに顔を伏ふせて考え込こむ。

「俺おれ……家族もいないし、友だちは響だけだから、そういうのよく分かんねえけど」

「それがイッシンの弱点だよ」

　響はウインクし、携帯を取り出した。

「僕ぼくだ。今日は見事だったね」

『どういたしまして。響さんも適てき当とうに選んだ振りをして、連続放火事件のファイルを選んだ手て際ぎわ、さすがだったわ』

　電話の相手は琴子である。

「アレは種明かしをすると簡かん単たん。キャビネットの中だけど、最初の事件のファイル以外は、みんな例の放火事件のファイルのコピーだったんだ」

『呆あきれた』

「そう言えば、君はこの事件が怨えん恨こんによる連続放火の可か能のう性せいが強いってことを言わなかったね？　〝ＰＹＲＯ〟の文字が現げん場ば近くに残されていたことも？」

『敵てきに塩を送る愚ぐ行こうはしないわ。それに、あなたも言わなかったし。まあ、どうせすぐにパイロのことは突つき止めるでしょうけど。……気に入らない？』

「いや、君のそういうところ、好きだよ」

　響は携帯を切った。

「けどなんでトオルなのさ？」

　電話が終わるのを待っていた純が尋ねる。

「火之杜亨は音楽的にも人気的にも、Ｓ＆Ｓの要かなめだよ。彼が抜ぬければ、Ｓ＆Ｓは崩ほう壊かいしたも同じさ」

「でも、その後トオルと三人でやっていくのか？　俺、嫌いやだよ」

「Ｓ＆Ｓさえ潰つぶせれば、あとは必要ないからね。適当なところで切り捨すてるさ」

　響は酷こく薄はくそうな笑えみを浮うかべながら、純の頰ほおを撫なでた。

「僕のパートナーは純、君だけだよ」
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「俺は今日から学校の寮りように泊とまる」

　控え室で荷物をまとめた亨は宣せん言げんした。

「お前、本当にＳ＆Ｓを抜ける気かよ？」

　控え室を出てゆこうとする亨の前に、一心が立ちふさがった。

「抜けるかどうかは、お前らとプラティウム、どっちが先に犯はん人にんを見つけるかで決まることだろうが？　それにな、こんな馬ば鹿かな賭かけに乗ったのは、イッシン、お前だ」

　亨は一心の身体からだを横に押おしてドアに手をかける。

「探たん偵ていゲームはお前たちだけでやれよ。俺はどちらにも味方しない」

　啞あ然ぜんとする茜と一心たちを残し、扉とびらは閉しめられた。
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「ああ、くそ！　あんの馬鹿野や郎ろう！」

　阿あ佐さヶが谷やの閑かん静せいな住じゆう宅たく地ちに位置する洋館。

　屍し桜ざくら屋や敷しきと呼よばれるその古い屋敷に戻ってきた一心は、居い間まのソファーの上にギターケースを投げ出した。

「なに考えてんだよ！」

「それはこっちの台詞せりふだわ！」

　烈れつ火かのごとく怒おこったのは、ニコル・エマーソン・タツミ。

　一心と玲の父親の再さい婚こん相手の娘むすめ、つまり義ぎ理りの妹に当たる少女だ。

「ドント・プット・きたないユア・ダーティ・ギターをギター・オン・ソフアーにザ・ソファーおかないで！　そのソファーはビクトリア朝の貴き重ちようなアンティークなんですからね！」

「そこらへんのパイプ椅い子すでも、お前の存そん在ざいよりゃ貴重だろうがな！」

「こ、このあつかましい居候いそうろう！　出て行って！」

「ほう、ここはお前の建てた家か？　それともお前が金出して買ったのか？」

「……やれやれ、荒あれてるな」

　巽玲は読みかけのヘラルド・トリビューン紙を伏ふせた。

「まあ、いつものことか」

「こ、これはですね……」

　あとで一心の口から事情を聞いていた茜が説明する。

「……ワタシが侮ぶ辱じよくされたから……イッシンが怒った？」

　話を聞いたニコルは、どう反はん応のうしていいのか分からないといった顔をした。

「成り行きだ！　成り行き！」

　一心はテーブルに足を投げ出してソファーに座すわる。

「普ふ段だんならな、一いつ緒しよに笑ってるところだっての！」

「……そうよね。そんなことに決まってるわ」

　ニコルはツンと横を向く。

「にしても、トオルの野郎！　ああ、鬱うつ陶とうしい！」

「イッシン、これはあくまでも推すい測そくに過すぎないが」

　と、前置きしてから玲は言った。

「トオルくんはずいぶん前から考えていたんじゃないかな、このままＳソーズ＆＆Ｓソーサリーにとどまっている方がいいのか？」

「なんでだよ！」

「そもそもトオルくんの目標はイッシン、君にダンスで勝つことだろう？　同じグループにいてそれは難むずかしいんじゃないか？」

「……あ」

「これ以上君と一緒にいて、ダンスで世界を目指すという自分の目標を失うことが、恐こわかったのかも知れない」

「にしたって……どうしてプラティウムなんかに!?」

「そこまでは分からないよ。僕はトオルくんじゃないからね」

　玲は頭を横に振ふる。

「トオルくんを取り戻もどしたければ、君たちが勝てばいい。それだけのことだろう？」

「あのな、別に俺はあいつなんか！」

「……無理しちゃって」

　こっそりとつぶやく茜。

「ア～カ～ネ～、お前、ずいぶん偉えらそうな口きくようになったよなあ～」

　さすが音楽が仕事だけのことはあって耳は良かった。

　一心は茜のこめかみに、グリグリとこぶしを当てる。

「いたたたた！　大地くん、痛いたいってば！　暴ぼう力りよく反対！」

「早くこの二人、追い出したい……」

　ニコルは深いため息をつくと、腕うで組ぐみをした。

「でも、それにしても問題だわ」

「どうしたんだい、ニコル？」

　その顔を見る玲。

「あのね、問題はゲームに勝つ、勝たないじゃないの、レイ。ＴＶでこの愚おろか者たちが、レイのことを話した点よ」

「そうか、それはつまり……」

「イエス。あなたは常つねに合法的に動いてきたワケじゃないでしょう？　ＴＶに名前が出てしまえば、今後の活動に支し障しようをきたすことは確かく実じつだわ」

「それは考えていなかったな」

　玲はアゴに手を当ててうなずいた。

「甘あまい！　レイは自分のことに関してはガードが甘すぎるのよ！」

「ニコちゃん、もしかして玲さんがＴＶに出て人気者になると、独どく占せんできないから嫌いやなんじゃ……」

　余よ計けいなことをボソリとつぶやく茜。

「あら、失礼」

　ギュッ！

　ニコルは茜の足を、踵かかとで思い切り踏ふんづけた。

「ふぎゃああああああっ！」

「……ったく、こいつらは」

　一心はこめかみを押さえて、玲に尋たずねる。

「今、何か事じ件けん抱かかえてるか？」

「残念だけど、いくつか」

「だろうと思った。……こっちはやっぱ、俺たちで解かい決けつする」

「いや、一番大きいのが解決したら、協力するよ」

「気にすんなって」

　一心は欠伸あくびをすると、立ち上がった。

「おい、できればその関係を認みとめたくない、義ぎ理りの妹らしき生き物よ、俺の部屋、用意できてるか？」

「だから、この家にアナタの部屋なんかないの！　寝ねたければ勝手に庭に穴あなでも掘ほって寝れば？　兄らしいことなんてたったの一度もしたことのない、義理のお兄サマ！」

「……いつか、フリー・マーケットで二十円で売りに出してやる」

「アナタなら、世にも珍めずらしい生き物の見本として、動物園で引き取ってもらえるわ」

　二人はプイと顔を背そむけた。
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「だから！　何度同じパターンの問題を間ま違ちがえりゃ気が済すむんだよ！　使う公式が違うだろうが！　ここはこいつを先に持ってきてまとめてだなあ……」

　翌よく日じつの放課後。

　茜は学校に居い残のこって、数学の特訓を受けていた。

　教えているのは、隣となりに座すわった一心。

　友人の矢や代しろ夏なつ紀きと菊きく地ち美み紗さがそれを心配そうに、かつ面おも白しろそうに見守っている。

「……じゃあ、トオルさん、プラティウムに入ってしまうかも知れないんですねえ」

　昨日の話を聞いた美紗が、不安そうに胸むねに手を当てた。

「入んねえよ！　俺たちが勝てばいいだけのことだ！」

　美紗にはいつも優やさしい一心だが、今日は不ふ機き嫌げん丸出しである。

「……ほれ、ここも間違ってる！　あと十問追加！　一時間後には仕事が入ってるんだからな、死んでも急げ！」

「んな、無む茶ちやな～！」

　すでに茜は泣きが入っている。

「でも、なんで間違うかなあ、こんな簡かん単たんな問題？」

　夏紀が頰ほお杖づえを突つきながら首を傾かしげた。

　夏紀は一心の幼おさななじみであり、同じ事じ務む所しよに所しよ属ぞくするアイドル。

　長身でスタイル抜ばつ群ぐん。

　こうした自然な仕草も、茜がドキッとするほど可愛かわいらしい。

　それでいて、まったく男に媚こびることがないから、女の子のファンが多いのだ。

「くぉいつが途と方ほうもないアホだからに決まってるだろ！」

　一心は茜の後頭部を、ペチンと平手で叩たたく。

「……大地くん、八つ当たりっぽい」

　茜は涙なみだを溜ためて恨うらめしげに一心を見上げた。

「てめ～、どの口がそういう偉えらそうなことをほざくか？」

　一心は茜の頰を、左右にギュ～ッと引っ張ぱった。

「次の考こう査さで、全科目赤点ラインをクリアすれば、進級オッケー！　校長と生活指し導どうの牧まき岡おかに掛かけ合って、この条じよう件けんを引き出してきたのは、誰だれだと思ってるんだ？」

「だいひふんふぇふ～！　ふぁんふぁひひぇまひゅ～！」

　全国的には全科目平へい均きんの茜だが、進学校であるこの学校ではほとんど最低レベルである。

　さらに、付き人の仕事による出席日数不足もあり、進級は風前の灯ともしび状じよう態たいだった。

　それが何とか、落第せずに済みそうなのは、やはり一心が頑がん張ばってくれたからだ。

　とは言っても、今の茜にとって全科目で赤点を免まぬかれるのは至し難なんの業わざなのだが。

「大変そうですねえ～」

　美紗は心底茜に同どう情じようして言う。

「現げん国こくや英語でよければ、私も見て差し上げますよ？」

「美紗～、この二人は放っておいていいの」

　夏紀が手のひらをヒラヒラと振ふった。

「アカネはイッシンに見てもらいたいんだから、余よ計けいなお節せつ介かいよ」

「あ、あ、あ、あのねっ！」

　思わず椅い子すから立ち上がる茜。

「ええい、座って問題を解とけ！」

「うう……」

「不ふ憫びんなのか、そうでないのか……」

　美紗はサッパリ分からないというような表情になる。

　と、そこに。

「間に合いそうかい、アカネちゃん？」
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　響がいつもの優しげな笑え顔がおでやってきて、声をかけた。

「お前な！　どういうつもりだ？」

　一心は不ふ愉ゆ快かいそうな視し線せんを響に向ける。

「こんなことになって、本当に済まないと思ってる」

　響は頭を下げた。

「軽いゲームのつもりで言い出したことだったんだ。けれど、琴子くんと純の暴ぼう走そうを止められなかったのは僕ぼくの責せき任にんだよ」

「べ、別にお前を責せめてるわけじゃないさ」

　先に謝あやまられてしまっては、一心も怒いかりのぶつけようがない。

「……アカネ、仕事に行くぞ！」

　一心は立ち上がった。

「え～、勉強は？」

「無む駄だだから、もう止め」

「そ、そんな～！」

「……留りゆう年ねん、決定ですか？」

　美紗はため息をついた。

「ねえ、帰るんなら、僕も一いつ緒しよに」

　響が席に戻もどり、カバンを取ってくる。

「村雨くん、今日の予定は？」

　この後、お台場でドラマの収しゆう録ろくがある夏紀が、響に尋たずねた。

「僕もお台場で仕事だよ。『Ｊヒット・ポップ』のミュージック・クリップ撮どり。で、その後はボイス・トレーニング」

「じゃあ、方向同じだね」

　夏紀は嬉うれしそうに、響と肩かたを並ならべた。

　一心はそれを見て、ちょっと複ふく雑ざつな表ひよう情じようになる。

　だが、そんな一心を見て、さらに複雑な表情になったのは茜だ。

（……大地くん、やっぱり夏紀のこと、好きなのかな？　二人が一緒にいるところを見てるのって、なんだか嫌いやだよ。でも、もっと嫌なのは、そんなことを考えてる、自分なんだけど）

　茜は一心に渡わたされたプリントを丁てい寧ねいに折りたたんで、カバンに入れた。




「なんだ、ありゃ？」

　帰り支じ度たくをして校こう舎しやを出た一心は、校門のところに集まっている人の群むれを見てつぶやいた。

　全部で三、四十人ほど。

　ＴＶカメラを従したがえているところを見ると、どうやら芸げい能のうリポーターや記者のようである。

「げっ、あいつ！」

　その中のひとり、ハードボイルド映えい画がばりの中折れ帽ぼうを被かぶり、安物のトレンチ・コートを羽は織おった中年に、茜は見覚えがあった。

「あ、あれ、確たしか、法のり月づきなんとか！」

「知ってんのか？」

「しばらく前に、あたしを大地くんの……、その、恋こい人びとと勘かん違ちがいして、追い掛かけ回した芸能記者」

「最低の勘違いだな」

「……そう来るかい」

「でも、今回の目的はなんでしょう？　芸能界の方が三人もおられると、一体どなたにお話があるのか、分かりませんねえ～」

　美紗が首を傾かしげる。

「そうだな。別に俺おれとは限かぎらないよな」

　一心は、夏紀と響の方を振り返る。

「私は関係ないわよ。言っておくけど、誰かさんと違ちがって品行方正ですから」

「僕も覚えがないなあ」

　二人は疑うたがいの目を一心に向けた。

「どうせ、問題を起こすのは俺だよ！」

　一心は面おも白しろくなさそうな顔をすると、茜に言った。

「ほれ、お前、偵てい察さつに行ってこい！」

「え、あた、あたしぃ？」

　茜は自分を指さした。

「当然。付き人だろ？」

「それはそうなんだけれども！」

「ゴチャゴチャ言わずに行け！」

　一心は茜の背せ中なかを押おした。

「ったく、もう……」

　茜は仕方なく、リポーターたちの前に出た。

「はいはい、一体なんです？」

「君、確かイッシンくんの付き人だよね？」

「昨日の『ミステリー・プロファイル』のことなんだけど？」

「イッシンくんは響くんが言った通り、ネットの亡ぼう霊れいの知り合いなんですか？」

「親しん戚せきって噂うわさも流れているけど？」

　たちまち、十数本のマイクが茜に向けられる。

　そんな中。

「アカネちゃ～ん、覚えてる？　私、法月ってもんですけど？」

　法月源げん一いち郎ろうが、リポーターたちの間から一歩身を乗り出した。

「な、なんでしょう？」

　警けい戒かいする茜。

「大地一心くんとネットの亡霊の関係について、お話、聞かせてくれないかなあ？　事じ務む所しよの方に問い合わせても、ノー・コメントだったんで、直ちよく接せつ本人に聞きたくてやってきたんですがねえ？」

「マスコミの方には、学校には来ないでいただくことになっているはずですよ？」

「まあ、そういう約束ですが」

　法月は鼻の頭を搔かく。

「そうも言ってられなくてねえ。何しろ、ことがあのネットの亡霊に関かかわることだ。ほら、スナッフ・フィルム事じ件けんや、ドーム球場核かく汚お染せん未み遂すい事件、ドラマ模も倣ほう事件や、連続少女誘ゆう拐かい事件の解かい決けつに関わったといわれる、彼だけど？　……知ってるでしょ？」

「そ、そ、そ、そ、そ、そ、そんな話は聞いたことありません！」

　著いちじるしく動どう揺ようする茜。

「今度の連続放火事件の解決にも、彼が乗り出すんじゃないの？」

「ちょっと待て！」

　突とつ然ぜん、一心が身を乗り出してきて法月の肩かたをつかんだ。

「今、あんた、連続放火って言ったな？」

「やあ、イッシンくん」

　法月は帽子を脱ぬいで挨あい拶さつする。

　あくまでも慇いん懃ぎんな物もの腰ごしだ。

「その話、詳くわしく聞こうか？」

　一心は声をひそめた。

「……さてねえ」

　法月の目が抜ぬけ目なく光る。

「私、情じよう報ほうには、見返りってヤツが必要じゃないかと思うんですよ」

「……分かった」

　一心は法月を連れて教室に戻もどった。
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　その頃ころ……。

　亨が通う横浜の私し立りつ港こう星せい高校の男子寮りようにも、マスコミ関係者が多数集まっていた。

「まるでさあ、オークに囲まれたヘルムズ・ディープの砦とりでだねえ」

　寮長が、窓まどから玄げん関かんを見下ろして肩をすくめる。

「……これ、指輪物語ネタだけど？」

「悪いな、ここに逃にげ込こんで」

　ベッドの上に座すわった亨は、頭かぶりを振ふった。

　士郎も同じ高校の生徒だが、学年が違ちがう。

　それに今日は、事務所の合宿所で作さく詞しに専せん念ねんしているはずだ。

「火之杜、君は寮生だよ。寮長として、僕は君を守るさ」

「……立りつ派ぱな言葉の割わりに、なんか、嬉うれしそうだな？」

「まさか？　まあ、ここを出るときは言ってくれ。取って置きの秘ひ密みつの抜け道、教えるからさ」

　寮長は投げキスをすると、自室に戻っていった。
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　また、同どう時じ刻こく。

「……それで？」

　予想されていたことだが、見合い翌よく日じつのマネージャーの機き嫌げんはムチャクチャ悪かった。

　リーダーである士郎は、その不機嫌な上に二日酔よいのマネージャーに事務所で絡からまれていた。

「このあたしが、収しゆう入にゆうと学歴を鼻にかけたクソ生意気な公務員の見合い相手に蹴けり食らわしてる間に、とんでもないことしてくれたもんよね？」

　昨さく晩ばん、事務所に泊とまり込んでソファーで寝ねたマネージャーは、しわくちゃになった振ふり袖そで姿すがたで士郎をにらみつける。

「まったく、さすがのあたしもどう手を打ったらいいか、見当もつかないわよ！」

「まあ、悩なやんでも仕方ないさ」

　士郎は涼すずしい顔でやり過すごす。

「今度は駄だ目めでも、そのうちきっとマネージャーのことを理解してくれる男が現あらわれるから。……あまり理解されても困こまるけど」

「だ、誰だれが見合いの話をしとるかあああああっ！　トオルのことよ！　トオルの！」

　マネージャーは士郎の胸むな倉ぐらをつかんで振り回した。

　まわりの女子事務員たちが、見合いに失敗したストレスを発散しているのだろうと、ヒソヒソと話している。

「……トオルが悩んでいたのはうすうす、勘かんづいていたよ」

　マネージャーが息を切らすのを待って、士郎は言った。

「イッシンのことで？」

「うん。あいつにとっては、ダンスでイッシンを超こえるためのＳソーズ＆＆Ｓソーサリーだった。だけど、いつまで経たっても、二人の差は縮ちぢまらない」

「でも、人気はトオルの方があるのよ？」

「あいつにとって、人気なんか関係ないよ」

「……Ｓ＆Ｓの結成、間違いだったのかしら？」

　マネージャーは座すわり込み、顔を手で覆おおう。

「確たしかに、トオルにとっては、苦く痛つうだったかも知れないわね。でもね、あたしにとってはＳ＆Ｓは最高のグループ。あたしのすべてなのよ」

「大だい丈じよう夫ぶ」

　士郎はマネージャーの背せ中なかに回り、そっと抱だきしめた。

「ここが正念場なんだよ。これを乗り切れば……俺たちはもっと強くなる」

「そうかな？」

「うん。……マネージャー」

「何？」

「頭、臭くさい」

　ガキッ！

　アッパー・カットが、士郎のアゴに決まった。
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「で、見返りなんですけどね？」

　教室で一心や響たちに囲まれた法月は、小こ狡ずるそうな目でウインクした。

「俺たちが事じ件けんを解かい決けつしたら、あんたから独どく占せんインタビューを受ける。それでどうだ？」

「決まりだ」

　法月は手を差し出したが、一心はそれを無む視しする。

「……まあ、いいか」

　法月は行き場を失った手を引っ込め、話し始めた。

「この事件、実はしばらく前から私も追っててね」

「芸げい能のう記者さんが放火をですか？」

　と、美紗。

「これも芸能記事さ。これを見てもらえりゃ分かる」

　法月は自分の手帳のメモを一心に見せる。

「……これ、確かか？」

　メモには、現げん場ば近くに〝ＰＹＲＯ〟の文字が残された七件の事件のリストがあった。

　最初は、ゴミ収しゆう集しゆう場じようの小ぼ火や。

　次は、庭先に置いてあったバイク。

　それから、次し第だいに規き模ぼが拡かく大だい、手口も複ふく雑ざつかつ巧こう妙みようになり、この間のマンションの事件になる。

「確かも確か。私の知り合いに消しよう防ぼう庁ちようの関係者がいてね。そいつからの情じよう報ほうだ」

　煙草たばこに火をつける法月。

「連続放火だなんて話、響くんがくれたファイルにはなかったんじゃない？」

　夏紀が美しい顔をちょっとしかめる。

「それに、〝ＰＹＲＯ〟の文字のことも？」

「いや、僕ぼくも初耳だよ」

　済すまなそうに頭を振ふる響。

「で、でも、連続放火だったら……」

　茜は一心の顔を見た。

「そう。つまり」

　法月は紫し煙えんを吐はき出した。

「誰だれかが止めない限かぎり、いつまで続くか分からないってことさ」




　法月が教室を出て行ってから、一同はしばらく沈ちん黙もくを保たもっていた。

「……イッシンくん」

　その静せい寂じやくを破やぶったのは響だった。

「僕は君とゲームを競きそう立場の人間だよ？　それなのに何な故ぜ、今の情報を僕に聞かせたんだい？」

「事件のファイルを見た」

　教きよう卓たくの角に軽く腰こし掛かけた一心は、こぶしを強く握にぎり締しめる。

「……死んだのは小さな女の子。それも、関係ない隣となりの家の放火に、猫ねこを助けようとして巻まき込まれたんだ！」

　ガンッ！

　こぶしが黒板に打ちつけられ、落ちたチョークが床ゆかに当たって砕くだけた。

「……俺はこの犯はん人にんが許ゆるせない。誰が捕つかまえようが関係ないだろう？　犯人を捕まえられれば、それでいい」

「……やれやれ、こういうヤツなのよね」

　髪かみを搔かき上げた夏紀は頭を振ると、一心を指さした。

「でも、響くんには悪いけど、私、こいつに協力するわ」

「わ、私も及およばずながら！」

　美紗も一歩踏ふみ出した。

「あ、あたしは……」

「お前は俺おれの付き人だから当然だ！」

　茜は格かつ好こうよく名乗り出る前に、後頭部をパッコーンとスリッパで叩たたかれた。

「……まいったね」

　響は苦く笑しようした。

「やっぱり、イッシンくんは人気者だよ。でも、僕も真しん剣けんにこの犯人を捕とらえたい。その気持ちに変わりはないよ。お互たがいに頑がん張ばろう」
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　同日。

　午後九時四十五分。

　週しゆう刊かん誌しにコラムを持つ芸げい能のうリポーターの河かわ出では、首都高３号線を六ろつ本ぽん木ぎ方面に向けてローンの残るオペルを走らせていた。

　助手席には、キャバクラ嬢じよう。

　短いスカートから除のぞくその太ふと腿ももに、河出は運転しながら手を伸のばす。

「もう～、エッチ～！」

　身をよじるキャバクラ嬢。

　河出は芸能プロダクションの社長を紹しよう介かいするという口く説どき文もん句くで、彼女を店から誘さそい出したのだ。

「いい店知ってるんだよ。お仕事の話は、そこでしよ～よ～」

「ホントにお話だけ～？」

「それは君次第。まあ、悪いようにはしないよ」

　にやけた河出の指がスカートの奥おくに伸び、オペルが西にし麻あざ布ぶの高たか樹ぎ町ちよう入口付近に達したその時。

　ボウッ！

　運転席の足元から炎ほのおが噴ふき出し、二人の身体からだを包み込んだ。

　オペルはタイヤを軋きしませ、スピンしながら横を走る車数台に接せつ触しよくし、壁かべに激げき突とつする。

　割われたフロントグラスから火柱が上がり、タイヤやバッテリーが小さな爆ばく発はつを繰くり返した。

　道をふさいだオペルを避よけようとして、周囲で次々に起こる衝しよう突とつ事じ故こ。

　漏もれたガソリンに引火して、被ひ害がいはさらに広がる。

　横転したトラックの下した敷じきとなり、車ごと潰つぶされる親子。

　燃もえ上がった車から逃にげようとして車内から飛び出し、轢ひかれる者も現あらわれる。

　渋じゆう滞たいの影えい響きようで、最初の消防車が到とう着ちやくしたのは炎えん上じようから二十分後。

　ようやく鎮ちん火かして、遺い体たいがレスキュー隊員の手で運び出されたのは五十五分後のことだった。
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　首都高の火か災さい現げん場ばでは通行止めの上、現場検けん証しようが始まっていた。

「……電気系けい統とうからの出火じゃないな」

　消しよう防ぼう庁ちようのベテラン火災調ちよう査さ官は、運転席の焼け具合を見てつぶやく。

「やってくれるぜ」

「やっぱ、放火っスか？」

　背せ中なかで声。

　火災調査官がオペルのサイド・ウインドウから頭を引き抜ぬいて振ふり返ると、そこには警けい察さつ手帳を開いて立つ女じよ性せいの姿すがたがあった。

「ああ、時じ限げん発火装そう置ちが見つかったし、プンプン灯とう油ゆの臭においもする。十中八九、間ま違ちがいないな」

　火災調査官は、女性刑けい事じの爪つま先さきから頭までをいぶかしげな目で見た。

　モデルのような体形に、整ってはいるがどこか人を食ったような顔。

　服装も、刑事にしてはかなりラフだ。

「あんた、新人か？　警けい視し庁ちようの火災犯捜そう査さ係では見たことがない顔だが？」

「特殊犯捜査の乾いぬいっス。このへんでバイクを転がしてたら、お前、近いから現場に行ってみろってアホ上司に言われて」

　乾七なな瀬せ警けい部ぶ補ほは、後ろに停とめたハーレーを指さして答える。

「困こまるんスよね～。キャリアのクセに、一課の中にも縄なわ張ばりがあるんだってことが、全然分かってないヤツで」

「特殊犯捜査のアホ上司……結ゆう城き警視か？」

「……有名ですか？」

「まあな。……悪いが、あんたらに話すようなことは何もないぞ」

「ひとつだけ」

　七瀬は火災調査官の腕うでを取り、名めい刺しをポケットに押おし込こむ。

「発見された時限発火装置、使ってる部品のメーカーが分かったら、ここに連れん絡らくしてくれませんか？」

「そのくらいなら、いいだろう」

　火災調査官はため息をついてうなずいた。

「そろそろ火災犯捜査係の連中が来るぞ。揉もめ事になる前に消えた方がいい」

「ありがと。感かん謝しやするっス」

　七瀬はウインクするとバイクに戻もどり、パトカーとすれ違うようにして夜の街へと姿を消した。
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「ただいま～！　ど～も、遅おそくなって」

　屍し桜ざくら屋や敷しきの居い間まに入ってきた七瀬は、靴くつを脱ぬいでソファーに転がった。

「ニコちゃ～ん、ご飯、まだっスか～？」

「ゴキブリ・イッシンのみならず、どうしてあなたまで毎日毎日ウチに泊とまりに来るの？　生ゴミを溜ため込んだ独どく身しん寮りように帰りなさい！」

　七瀬の顔を見るなり、ニコルは露ろ骨こつに嫌いやな顔をする。

「あたしがここに泊まりに来る理由っていえば、玲くんラブ、しかないっしょ？　いつかあの瑞みず々みずしい身体を……」

「……この前みたいにレイの入浴を覗のぞこうとしたら、その腐くされ切った頭を硫りゆう酸さん入りのタンクに浸つけるわよ」

「ニコル」

　小さく人差し指を振って、たしなめる玲。

「言葉遣づかいに注意しなさいといったはずだよ」

「コイツを始末するなら手を貸かすぜ」

　と、半ば本気で申し出たのは一心だ。

　だが。

「これを見ても、そう言えるっスかねえ？」

　七瀬はテーブルの上のリモコンを手に取り、ＴＶをつけた。

　ちょうど、深夜の報ほう道どう番組、『ミッドナイト・リポート』が放送中である。

　一心たちとは何かと縁えんがあるキャスター、上かみ川かわ理さと子こがいつものように淡たん々たんとニュースを伝えている。

『アメリカ、イギリス、オーストラリアのＴＶ局や新聞社を、次々と買ばい収しゆうして傘さん下かに収おさめてきたクラドック・グループの会長であり、最高経けい営えい責せき任にん者しやでもあるメディア王、ケヴィン・クラドック氏が、今日、来日しました』

　ボディーガードに囲まれて成田空港のエントランスを歩く、大おお柄がらな白人の姿を映うつしたＶＴＲが流れる。

『クラドック氏は、その強ごう引いんな手法からメディア界のシーザーとも呼よばれ、その支し配はいするメディアを利用した巧たくみな世よ論ろん操そう作さにより、アメリカの対イラク戦争を支持したことで一いち躍やく、日本でも名前を知られるようになりました。今回の来日の目的は日本の新聞社、もしくはＴＶ局の買収と見られ……』

「うう、経けい済ざいニュース」

　茜は見ているだけで頭が痛いたくなってくる。

「クラドックはどうでもいいんスよ。けど……」

　七瀬はメディア王の後ろにピッタリと張り付くようにして歩く、サングラスの男を指さした。

「コイツ、見覚えないっスか？」

「ボディーガードにしては小柄だな……」

　目を細めて画面を凝ぎよう視しする一心。

　だが一いつ瞬しゆん後ご、その顔色が変わる。

「アレクセイか！」

「ホワット！」

「噓うそ！」

　ゴンッ！

　ニコルと茜が、同時に画面に張り付くようにＴＶの前に出ようとし、頭をぶつけた。

「お前ら、邪じや魔ま」

　一心が二人の首根っ子をつかんで下がらせる。

「クラドック氏にこの男のことを問い合わせたら、秘ひ書しよのジョシュア・クラウンだって答えが返ってきたっス。けど、間ま違ちがいなくアイツっしょ？」

「そうだね、間違いない。……今度は一体何を狙ねらっているんだろう？」

　玲は、ＴＶの中のアレクセイをじっと見つめた。

『続いて、事じ故このニュースです。本日、午後九時四十五分頃ごろ、首都高３号線、高樹町入口付近で事故があり……』

　次のニュースに替かわったところで、一心がＴＶを切る。

「どうやらこれで、こっちの放火事じ件けんの方に関かかわってる時間はなくなったな、玲」

「ああ、そのようだ」

「放火？」

　七瀬が反はん応のうする。

「まさか、〝ＰＹＲＯ〟の事件じゃないっスよね？」

「そのまさかだ。……って、七瀬、あんたは火災犯はん捜そう査さの担たん当とうじゃないだろ？」

「そのはずなんスけど、うちのアホ上司が首突つっ込んでるんスよ」

「そりゃお気の毒」

「……大地くん、全然気の毒そうに聞こえないけど？」

「お前は黙だまってこれやってろ」

　ゴキッ！

　一心は数学の問題集を、二十冊さつほど茜の頭の上に置いた。

「重！　く、首が折れる！」

「そんだけ詰つめ込めば、お前の脳のうミソも重くなるかもな」

「とほほほ……」

「まあ、あたし的にはアレクセイの方を優ゆう先せんしたいっスね。連続放火は警けい視しに任まかせて」

　七瀬は肩かたをすくめる。

「あんまし、頼たよりにならないんだよな、あの人」

　一心は頭を搔かく。

「どう贔屓ひいき目めに見てもね。それにしても……」

　ニコルは立ち上がり、七瀬の食事を用意するためにキッチンに向かう。

「連続放火に、メディア王とアレクセイ。嫌いやな予感がしてならないわ」

「ああ、僕ぼくもだよ」

　玲は安楽椅い子すの背せもたれに身を委ゆだねると、瞑めい想そうするように目ま蓋ぶたを閉とじた。
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　翌よく日じつの午後遅おそく。

　響ひびきと純じゆん、プラティウムの二人は、東京駅から中央線で一時間ほどのところにある小さな私し立りつの病院を訪おとずれていた。

「響、こんなとこに何の用があんだよ？」

　清せい潔けつな廊ろう下かを歩きながら、純は尋たずねた。

「何か落ち着かない感じだね。注ちゆう射しやが恐こわいのかい？」

「な！　馬ば鹿か言うなよ！　誰だれが！」

「冗じよう談だんだよ」

　響は笑って、純の肩かたに手を置く。

「ここに、会いたい人がいるんだ」

「会いたい人？」

　純がそう首を傾かしげた時、響はある個こ室しつの扉とびらをノックしていた。

「どうぞ」

　中から声。

　響に続いて純が部屋に入ると、ポツリとひとつしかないベッドには人の姿すがたはなかった。

　私物らしいものはほとんどなく、花さえ飾かざられていない真っ白な部屋。

　その部屋の、緑の庭に面した窓まどのところに、ぼんやりと外を眺ながめる、白いパジャマの少女の後ろ姿があった。

「え？」

　純は戸と惑まどう。

　パジャマの少女が、車くるま椅い子すに乗っていたからだ。

「やってくるところ、窓から見えたわ」

　少女は車椅子をクルリと回し、純たちの方を振ふり返った。

「琴こと……子こ？」

　夕焼けに赤く照らされた横顔。

　少女は栗くる栖す琴子だった。

「純は直じかに琴子くんに会うのは初めてだったね？」

「あ、うん」

「……車椅子がそんなに珍めずらしい？」

　琴子は、自分を見つめる純をにらむ。

「べ、別に！」

　慌あわてて頭を振る純。

「いいのよ、別に。そういう目で見られるの、慣なれているから」

　琴子は容よう赦しやがなかった。

「ぶしつけな質しつ問もんも大だい歓かん迎げい。歩けなくなった原げん因いんを知りたい？　それとも、どんな気持ちで窓から外を歩く普ふ通つうの女の子を眺めているのか、聞きたいのかしら？　今まで男の子と付き合ったことがあるか、でもいいわ」

「なこと、どうでもいいって」

　モニターを通してしか琴子を知らなかった純はタジタジとなり、小さくつぶやく。

「……ったく、突つっかかる女だな」

「聞こえてるわよ。とにかく、落ち着いたら？」

「琴子くん」

　響が苦く笑しようしながら脚あしを組んで、椅い子すに座すわる。

「もう勘かん弁べんしてやってくれないか？」

「そうね。これ以上時間を無む駄だにしたくないわ」

　琴子は車椅子を白いテーブルの前まで移い動どうさせた。

「……僕も最初はやられたよ」

　響は純の耳元にささやく。

「その時と比くらべれば、穏おだやかな方さ」

「この女、ＴＶじゃ猫ねこかぶってたのかよ？」
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「考えたのよ。どういうキャラクターを演えんじれば、視し聴ちよう者しやに受け入れられやすいのか、をね」

　琴子は膝ひざの上で手を組んだ。

「神しん秘ぴ性せい、清せい楚そなイメージ、嫌いや味みに感じられない程てい度どの知性。番組のカラーも考えたつもりだけど？」

「か、可愛かわいげねえ！」

「……あなたのように、私は自分をさらけ出してＴＶに出られる存そん在ざいじゃないのよ」

　自分の脚に視線を落とした琴子に、純はハッとなる。

「……お前さ、その、ずっとなのか？」

「四年目……。治る見み込こみはゼロ。でも、同どう情じようはしないでね。私、自分より知性で劣おとる存在に同情されるのは大だい嫌きらいなの」

「ぐぐぐっ！」

「それでなくても、あなたみたいな直情的な子こ供どもには軽けい蔑べつしか覚えないんだから」

「って思うんなら、なんで俺おれたちの番組に協力すんだよ!?」

「あなたの番組じゃないでしょ？　実じつ質しつ的に『ミステリー・プロファイル』は響の番組よ」

「あ～、てめ～！　イッシンみたいなこと言いやがって！」

「響は私の知性を純じゆん粋すいに信しん頼らいしてくれた。だから、協力するの」

「まあ、お前なんていなくても、俺と響で十分だろうけどな！」

　そっぽを向く純。

「そう？　せいぜい足を引っ張ぱらないでね」

　琴子もフンと鼻を鳴らす。

「二人とも、もう少し仲良くしてくれないか？」

　響は電気ポットのお湯をカップに注ぎ、紅こう茶ちやを淹いれようとしていた。

「そろそろ、もうひとりの仲間がやってくる頃ころだし」

「もうひとり？」

　と、純が訝いぶかしげな表情で響を見たその時。

　コンコン。

　誰かが扉とびらをノックした。

「入ってくれ、トオルくん」

「！」

「………」

　純と琴子は顔を見合わせた。

「面おも白しろいところに呼よび出すな……」

　部屋の中を見み渡わたした亨とおるは、響に尋たずねる。

「で、なんで俺をここに呼んだ？」

「その質問には、こう聞き返すよ。何な故ぜ、僕に呼ばれて、君は素す直なおにやって来たんだい？」

「………」

「答えはひとつ」

　響は亨にも紅茶を勧すすめながら微笑ほほえむ。

「君は知っているからさ。もうＳソーズ＆＆Ｓソーサリーにいても何のメリットもないことを。君がダンサーとしての自分の限げん界かいに挑ちよう戦せんし、その才さい能のうを真に開花させる場所は、プラティウムしかないんだ。いったんこうして袂たもとを分かった以上、メンバーとの間に絆きずなを回かい復ふくするのは容よう易いなことじゃない。そう、たとえ、プラティウムに加入しないとしても、もう君に帰る場所はないんだ」

「……それはお前が決めることじゃない」

　亨は差し出されたカップには口をつけず、周囲を観察した。

「殺風景でいいな。自分を守る壁かべを作るのに、必死って感じだ」

「そうか？　俺は……何となく女くさくて嫌いだ」

　と、純は鼻の頭にしわを寄よせる。

「トオルくん、さっきから私のこと、全然見ようとしないのね？　私が車椅子だってこと、気にしてるの？」

　自分を守る壁を作るのに必死と言われた琴子は、亨に対しても、挑戦的な態たい度どを崩くずさなかった。

「別に。……ただ、女の子をジロジロ見るのは物もの欲ほしげだろ？」

「……ふ～ん。同年代の女性にはクールだって言う評ひよう判ばん通りね」

　勘かん違ちがいした琴子は、ちょっと見直したような表情になる。

　実じつ際さいのところ、亨のこのぶっきらぼうな態度は、単なる女性恐きよう怖ふ症しようから来るものなのだが。

「でも、それでよくやっていけるわね？　Ｓ＆Ｓの付き人って、私と同い年の女の子でしょう？」

「……あいつはある意味、女の子の内に入らない」

　茜あかねが聞けば卒そつ倒とうしそうな台詞せりふを、亨は吐はいた。

「ま、どうせこいつ、Ｓ＆Ｓは抜ぬけるんだからな。アカネのことはもう関係ないさ」

「私たちがゲームに勝てば、の話でしょう？」

　と、軽蔑の視線を純に向ける琴子。

「そうそう、今日はそのための作戦会議だった」

　今頃になって、響は思い出したような振ふりをする。

「琴子くん、始めてくれないか？」

「ちょうどいい機会だから、素人しろうとにも分かるようにレクチャーするわ」

　琴子は視線で純に、部屋の隅すみにあるホワイトボードを引っ張ってくるように命じた。

「なんで俺が……」

　ブツブツ言いながらも従したがう純。

「軽く、犯はん人にんを特定するためのポイントを挙げるわね」

　琴子はホワイトボードに書き始める。

「まず、第一に被ひ害がい者しやとの関連。連続殺人などの場合、共通の知人がいるかどうかを洗あらってみること」

「……もっとも、無差別殺人や愉ゆ快かい犯的な犯行も十分あり得うるから、この人間関係だけに拘こだわるのは禁きん物もつだな」

　亨が口を挟はさんだ。

「その通りよ。……どうやら、ド素人はひとりだけのようね」

「て、てめえ～」

「抑おさえて抑えて」

「次」

　琴子は続けた。

「アリバイの有う無むの確かく認にん。当然のことだけど、アリバイがない、イコール犯人ではないから忘わすれないで。第三に、自白。これも絶ぜつ対たいの証しよう拠ことは言えない。あの時は興こう奮ふんして自分でも何を言っているのか分かりませんでした、なんて後で証言されたら、裁さい判ばんだって引っ繰くり返るから」

「二時間ドラマなら、自白さえあれば大だい団だん円えんだがな」

　亨が皮肉げに言う。

「ドラマは現げん実じつとは違ちがうもの。犯人は必ず捕つかまるし、主人公は死なない。……まあ、それはそれとして、次は物的証拠」

「たとえば、遺い留りゆう品ひん、それに指し紋もんやＤＮＡ？」

　と、響。

「拳けん銃じゆうを発はつ射しやした際の硝しよう煙えん反はん応のうや、遺体から発見される毒物の痕こん跡せきもこれよ。これは警けい察さつの科捜研や監かん察さつ医い務む院いんに任まかせればいいわね。そして最後に、犯人以外知り得ない事実。これがある意味、一番重要かも知れない」

「犯人以外……知り得ない事実？」

　純が繰り返す。

「マスコミにも報ほう道どうされず、ＴＶなんかで知ることができないこと、だろ？　遺い棄きした死体の位置とかを、死体の発見前に喋しやべれば、それが証拠となる」

　亨が説明すると、それに琴子がうなずく。

「ええ、差し当たっては容よう疑ぎ者しやを絞しぼり込んで、それから、犯人以外知り得ない事実を探さがしましょう」

「で、俺たち、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーよりどれくらいリードしてんだ？」

　単刀直入に純が尋たずねた。

「こちらは二人にまで犯人を絞り込んでいるわ。どちらも放火のターゲットになった人物と面めん識しきがあり、恨うらみを抱いだいている。アリバイもないわ」

「い、いつの間に？」

「Ｓ＆Ｓの前でファイルを抜いた時までに、ほぼ、調べはついていたの」

「だから……あのファイルを選んだのか？」

　と、亨。

「そうよ。そして、これがその二人」

　琴子は写真を見せた。

　そこに写っていたのは、亨も見たことのある顔だった。
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「法のり月づきのメモが正しければ……」

　一いつ心しんはティーカップに新しい紅こう茶ちやを注いだ。

　ここは、ＴＶ局近くのコーヒーショップのオープンテラス。

　暗くなり始めた空には、ポツリポツリと星が浮うかんでいる。

　珍めずらしいことに、一心は茜と二人っきり、向かい合う格かつ好こうでここに座すわっていた。

　時おり、通りかかった女の子たちが一心に気がつき、キャーッと騒さわぎながら携けい帯たいで写真を撮とってゆく。

　もちろん、画面からは茜が切れる角度で。

　中には、茜を見て爆ばく笑しようしていく子たちもいるが、それは茜が『Ｓ＆Ｓ　世界征せい服ふく！』の着ぐるみ職しよく人にん付き人Ａと知ってのことだろう。

　それにしても、この季節のオープンテラスはまだまだ寒い。

　茜のココアのカップの横には、くしゃくしゃのティッシュが山になっている。

「……おい、聞いてるか？」

「ほへ？」

　洟はなをかんでいた茜は、間ま抜ぬけな顔で一心を見た。

「と、なんだっけ？」

「放火のターゲットは、みんなお笑い番組に関係してるって言ってんだ！」

　一心の声に、まわりの客やウエイトレスがビクッとする。

「そんなに大声出さなくても……」

　茜は口を尖とがらせ、一心に聞こえないようにこっそりと付け足す。

「……せっかくのデートなのに」

「どっこがデートだっ！　これは作戦会議！　ゴスロリ系けい幼よう稚ち園えん児じに屍し桜ざくら屋や敷しきを追い出されたから、仕方なくここでやってんだろうが！」

　こういう時だけはやけに耳がいい一心は、茜の口に紅茶についてきたレモンをレモン絞りごと押おし込こんだ。

「ご、ごふぇんふぁは～い！　言いっへみひゃだひぇでひゅ！　ひゅめ、見ひぇまひた～っ！」

「話、続けるぞ？」

「……ぐ、どうぞ」

　茜はレモン絞りを吐はき出した。

「ま、最初は俺も被ひ害がい者しやのことしか見てなかったから分かんなかったけどな。放火犯はんが狙ねらったターゲットと被害者が一いつ致ちしない場合があるんだよ」

「そう言えば、マンションの事じ件けん、死んだの隣となりの子だったよね？」

「ああ。で、よくよく調べてみると、放火場所の近くには、ほとんど必ずＴＶ関係者の、それもバラエティー番組関係者の家があった」

「じゃあ、犯人はお笑いの人？」

「発火装そう置ちをそいつがどうやって手に入れたかって問題が残るが、たぶんな」

　一心はうなずく。

「これがひとつのＴＶ局の番組関係者なら、怨えん恨こんを抱くスタッフの犯行ってことも考えられるが、幾いくつかの局の人間が被害に遭あってる。出しゆつ演えん者しやと見るのが正せい解かいだな」

「じゃあ、その番組に出て、ひどい目に遭った芸人さんを探さがせばいいんだ」

「可か能のう性せいとしては、威い張ばり散らすロートル俳はい優ゆうや、ただのオバサンじゃんって感じの元アイドル、ブランド・ショップのパーティで馬ば鹿かさ加か減げんさらけ出してる金食い傲ごう慢まん女、頭の悪いグラビア・アイドルとか、オカマ歌手、なんていうのも……」

「……大だい地ちくん、そのうち殺されるよ？」

　茜は毒どく舌ぜつが止まらない一心を見て、深いため息をついた。
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　亨とプラティウムが病室を出た時には、空はとっくに暗くなっていた。

　琴子は窓まどから見えるオリオンをしばらく眺ながめていたが、感覚のない脚あしに触さわってため息をつくと、車くるま椅い子すをベッドに近づけた。

　と、その時。

「誰だれ？　看かん護ご師しさん？」

　琴子は扉とびらの向こうに人の気配を感じて声をかけた。

「いや」

　聞いたことのない声。

　琴子はナース・コールのボタンに手を伸のばす。

「僕ぼくの名は巽たつみ玲れい」

　琴子は手を止めた。

「……入っていいわ」

　数秒の躊ちゆう躇ちよの後、琴子は言った。

「失礼」

　部屋に入った玲は、小さな花束を琴子に渡わたす。

「花か瓶びんなんかないわ」

「ナース・センターから借りてきたよ」

　玲は小さな花瓶を取り出すと、それに花を挿さしてベッドの枕まくら元もとに置いた。

「それで？　敵てき状じよう視し察さつ？」

　琴子は玲を観察する。

　噂うわさ通りの黒い外がい套とう。

　まるで夜の化身……。

　琴子は小さく身み震ぶるいした。

「イッシンには手伝えないといったものの、少し気になって。まったく、甘あまい兄だ」

　玲は自じ嘲ちようした。

「私がここにいることは、スタッフだって数人しか知らないのよ？　どうやって調べたの？」

「君に関する情じよう報ほうがあまりにも少なかったからね。どこか隔かく離りされた環かん境きようにいるのではないかと推すい測そくしたんだ。打ち合わせのためにプロデューサーやプラティウムの響くんとは会う必要があることを考こう慮りよに入れて、響くんのスケジュールから範はん囲いを絞しぼり込んだ。あとはまあ、ＴＶスタッフが毎週、それも目立たぬように出入りする場所を探せばいいのだから、大した手間ではない」

「会ってみてガッカリ？」

「まさか。しかし、僕がこんなに簡かん単たんに入り込めたんだ。セキュリティには問題があるな」

「セキュリティ？」

「もしも、パイロが正体を見み破やぶられることを恐おそれて、君を狙った場合のことだ」

「……それを心配してここに？」

　琴子は呆あきれ果てたというような顔になる。

「ゲームの相手の身を心配してどうするの？　変わっているわね？」

「イッシンも言っていただろう？　犯はん罪ざいはゲームじゃない。面おも白しろ半分のプロファイルは死を招まねくこともある」

「ゲームじゃなくても……」

　琴子は唇くちびるを嚙かむ。

「これはビジネスなの。私はこのプロファイルというビジネスがあるから、この病室の外の世界と関かかわれるし、これからも生きていける」

「何だって？」

「今はいいわ。最近は無理しないでって言ってあるから、週に一度くらいしか面会に来ないけれど、両親もいる。けれど、あの人たちだって、いつまでも生きてはないの。いつかはひとりになるのよ。ずっと病院暮ぐらしで、昔の友達だってとっくに私のことを忘わすれてる。ひとりっきりで、この先できる仕事だって限かぎられている」

「そんなことはない」

「本当にそう断だん言げんできる？　あなたの口にしているのは、社会の建前でしょ？　私は現げん実じつにこの身体からだで、ひとりで生きていかなくちゃならないの。その孤こ独どくが……分かるものですか」

「そうだね。僕はそんなに先のことまで悩なやむ必要がないから」

「ずいぶん自信があるのね、自分の生き方に。それとも……！」

　琴子はハッと気がつく。

「まさか？」

　玲はうなずいた。

「今のままの生活を続けていれば、いつ死んでもおかしくない」

「それ、みんなは知っているの？　イッシンくんや、妹さん、それに……」

「知っているのは主治医と……あとはイッシンたちの付き人をしてくれている女郎花おみなえし君かな？　あの子、自分が知っていることを必死で隠かくそうとしているけど、顔に出るからすぐに分かる」

「……何な故ぜ、そんな大切な秘ひ密みつを私に？」

「さあ……」

　玲は本当に分からないのか、考え込む。

「たぶん、知って欲ほしかったんだろう。君も、本当は孤独じゃないことを」

「え？」

「僕には、イッシンや妹のニコル、女郎花君やＳソーズ＆＆Ｓソーサリーのみんな、僕を大切に思ってくれる人たちがいる。だから、死ぬことだって恐こわくはない。君も、今はひとりだって思うかも知れない。だけどいつか、君のことを大切に思い、支ささえてくれる人がきっと現あらわれるはずだ」

「そんな……気休め」

　琴子はこぶしを握にぎり締しめ、頭を振ふる。

「私は信じない……そんな話……私はひとりで……ひとりで生きていかなくちゃいけないの」

「いつまでも、自分で作った殻からの中にこもっていてはいけない」

「……帰って」

　琴子は扉とびらを指さした。

「あとひとつ」

　帰りかけた玲はふと、足を止めて琴子を振り返る。

「この前の『ミステリー・プロファイル』、放送前だけど、テープを借りて見せてもらったよ。最初に取り上げたマシンガン乱らん射しや事じ件けんの犯人、イッシンの言う通り、別の犯人の可か能のう性せいもあり得うる」

「……まさか？」

　整った眉まゆをひそめる琴子。

「特に気にかかるのは、君が犯人だと指し摘てきした男の隣となりにいた友人。最初にマシンガンを乱射したのは彼だ、というのはどうかな？　彼はその挙あげ句く、自分を撃うって自殺した。隣の男、君が犯人だと指摘した男は、彼を庇かばうために、自分を撃ち、マシンガンを外に捨すてた」

「バカらしい、真ま面じ目めに聞いていれば」

　琴子は鼻を鳴らした。

「二人が同性愛者で関係があった、とでもいうのならその可能性も捨てきれないけど、ただの友人よ？　それも、死んでしまった友人のために、自分が死し刑けいになる危き険けんを冒おかして罪つみを被かぶるの？　合理的じゃないわ」

「けれども、合理的じゃないのが、人と人との絆きずなというものじゃないかな？　そうした絆は、往おう々おうにして机き上じようの推すい理りでは考えられないような働きをする」

「絆、ね。……悪いけれど、私には理り解かい不可能だわ」

「君にも分かる日がきっと来るよ」

　玲はそう告げると、そっと病室の扉を閉しめた。




「巽玲、さん」

　病院の玄げん関かんを出たところで、玲を呼よび止める声がした。

　玲は黒い外がい套とうを翻ひるがえして、木の陰かげを振り返る。

「響くん、だろう？」

「分かりましたか」

　響はいつもの人ひと懐なつっこい笑え顔がおで姿すがたを現わした。

「琴子くんの部屋に向かう姿をチラリと見かけたもので。純とトオルくんを先に帰して、待っていたんですよ」

「そろそろ本音を聞けるんじゃないかな？」

　玲は自分の方に歩み寄よってくる響を、静かに見つめている。

「君は何を目もく論ろんでいる？　この前のダンス・バトルの時もそうだったが、どうして、Ｓ＆Ｓに牙きばを剝むくんだ？」

「嫌いやだなあ、僕はイッシンくんの友だちのつもりですよ？」

　響は両手を広げてみせた。

「それが仮か面めんに過すぎないことは分かっている。僕が疑ぎ問もんに思っているのは、何故、イッシンたちを、だ」

「……やれやれ、やっぱりあなたは何も分かっていないんだ」

　響は頭かぶりを振ると、いつもとは違ちがう鋭するどい目を玲に向ける。

「僕の目的は、あなたですよ、巽玲」

「……僕だって？」

「ネットの亡ぼう霊れい、天才犯はん罪ざい研究家、警けい察さつの手がとどかない犯罪を裁さばく、神の手の持ち主……。いろんな呼び方があるが、実じつ際さいのあなたは、日の当たるところに出ることさえできない無能な廃はい人じん、いい気になっている素人しろうと探たん偵ていに過ぎない」

「……君は？」

「一年と少し前、山手線のガード下トンネルで殺された女の子のこと、覚えていますか？」

「あれは」

　玲は眉をひそめる。

「悲ひ惨さんな事件だった。僕がもう少し早く……」

「そうだ！　あんたが無能なせいで、真ま希きは殺されたんだ！」

　それは、響が初めて感情を剝き出しにした瞬しゆん間かんだった。

　バンッ！

　響は玲の胸むな倉ぐらをつかみ、病院の壁かべに押おしつける。

「あいつは自分の学校の変へん態たい教きよう師しになぶり殺しにされて！　薄うす汚ぎたないガード下の、ゴミの中で死んでいったんだ！」

「君は……あの子の？」

「真希は僕の音楽を最初に理解してくれた！　僕のことを本当に分かってくれる、たったひとりの子だったんだ！　それを、お前は見殺しにした！　僕にとって一番大切なものをお前は奪うばったんだ！」

「済すまない」

「弁べん解かいぐらいしろ！　ただ、謝あやまるだけじゃなく！　何な故ぜ、真希を見殺しにしたのか、説明してみろよ！」

「……本当に済まない」

「………」

　響は手を離はなした。

「僕は、お前からすべてを奪ってやる。まず手始めは、あのイッシンだ。Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーを潰つぶし、アイツを不幸のどん底に叩たたき込こんでやる」

「……無む駄だだ。君に負けるイッシンじゃない」

「ふっ、大した自信だよ」

　息を整えた響は、いつもの仮面を取り戻もどす。

「僕を止められるものなら、止めてみるんだね。あなたがイッシンを助けようとして苦しむ姿を、僕は見たいんだ」

「イッシンは負けない、絶ぜつ対たいに」

　玲は静かに言った。

「僕が救うべきは、君の方だ」

「……ふざけるな」

　響は吐はき捨すてると、玲に背せを向けて闇やみの中に消えていった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　上うえ野のの歓かん楽らく街がいにある、ひとつの雑ざつ居きよビル。

　その三階の一室で、パイロは待っていた。

　やがて、ノックの音がし、扉とびらが開かれる。

「相変わらず、暗いわね？」

　幼おさない少女が入ってきて、室内を見み渡わたした。

「闇は好きだね。炎ほのおが美しく見える」

　パイロはクククと笑って軋きしむソファーに座すわり直すと、少女とその後ろにいるそっくりな顔をした少年に声をかける。
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「どうする？　生なま温ぬるいビールならあるが？」

「どうぞ、おかまいなく。すぐに消えるわ、いつものように」

　少女は素そっ気けなく答え、トランクを置いた。

「確かく認にんして。いつもの時じ限げん発火装そう置ちに、高温助じよ燃ねん剤ざい。それから、注文のあったトカレフ」

「お前たちを陰かげで操あやつってるのは、誰だれなんだ？」

　トランクを開き、パイロは少女が説明したアイテムと、それとは別に封ふう筒とうに入った現げん金きんを確たしかめる。

「それは僕たちの答えられる質しつ問もんじゃないよ」

　少年の方が言った。

「好こう奇き心しんは身を滅ほろぼすわ」

　と、少女。

「ああ、そうだな。……いいだろう、物ブツは揃そろってる」

「次の連れん絡らくはいつもの通りに」

「ああ」

　パイロは興きよう味みがないのか、部屋を出てゆく二人の背中を見ようともしなかった。




「あの男、気に入らないわ」

　双ふた子ごのひとり、ビアータと呼よばれることのある少女が、汚お物ぶつで汚よごれた廊ろう下かを歩きながら嫌けん悪おの表ひよう情じようを見せた。

「同感。でも、今回の計画には欠かせない駒こまだからね」

　そう答えたのは、双子の兄、ミハウだ。

「もっとも、捨て駒だけど」

「この不ふ潔けつな街も嫌きらい」

「だったら、早く戻ろう。アレクセイさん、今夜は横浜の中ちゆう華か街がいに連れてってくれるって」

「……仕事が終わったら、ニコルに会えるかしら？」

「会えるといいね」

　ミハウはしっかりと妹の手を握にぎった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「理さと子こさ～ん！」

　番組と番組の間を縫ぬって、弓ゆみ塚づか亜あ希き美みは上かみ川かわ理子がメイン・キャスターを務つとめる『ミッドナイト・リポート』のスタジオにやってきていた。

「どうしたの、本番直前に？」

　女子アナ時代の後こう輩はいを見て、理知的な顔がほころぶ理子。

　もっとも、こう見えて理子はゲーム狂きよう。

　亨とは、一いつ緒しよにアーケードを回るゲーム仲間でもあるのだ。

「今日は可愛かわいい後輩、亜希美ちゃんのお誘さそい～」

　亜希美はウインクしながら手を合わせた。

「このあと、合コンがあるんですけど……」

「パス」

「うう、話ぐらい聞いてくださいよ～。相手は若わか手てのキャリア官かん僚りようで～」

「興味なし。一番嫌いな人種」

「そんな～、理子さんがいるといないとじゃ、男どもの喰くい付きが違ちがうんですったら～」

「上川さん、十秒前です！」

「はい。……それじゃ、健けん闘とうを祈いのる」

　理子は亜希美の鼻の頭をピンと弾はじいてから、キャスター席に向かった。

「５……４……３……」

　キューを出すＡＤ。

「今夜の『ミッドナイト・リポート』は、まず、首しゆ相しようの放言癖ぐせを巡めぐる、官かん房ぼう長官のこのコメントから……」

　鋭するどい切り口で政せい治じ、経けい済ざいのトピックを解かい説せつしながら、番組は進む。

「さすが、理子先輩。なんつ～か、日本語に対する姿し勢せいがあたしとは違うって言うか」

　そこから違っていたのでは話にならないのだが、亜希美はキラキラ光る憧あこがれの目で理子の仕事を見つめる。

「それでは、その他ほかのニュースです」

　理子は原げん稿こうが映うつし出されたモニターに目を遣やった。

「……ついさきほどのことですが、今夜十時半頃ごろ、渋しぶ谷や区く恵え比び寿すの十階建てのマンションの七階から突とつ然ぜん出火し、懸けん命めいの消火活動にもかかわらず、今も燃もえ続けています。

　出火元と思われる部屋は、オオトリ・プロダクション所しよ属ぞくのタレントで、バラエティー番組でアシスタントを務める仲なか嶋じままやさん所有のもので、男女二名が救出されましたが、いずれも重体。

　警けい視し庁ちよう関連の情じよう報ほう筋すじによると、都心部で最近頻ひん発ぱつしている放火事じ件けんとの関連も視野に入れて、合同捜そう査さ本部が設せつ置ちされる見込みです」

　ここでＣＭ。

　理子がキャスター席から立ち上がると、ＡＤが差し替かえ原稿を持って駆かけ寄よってきた。

「出火事件の続報です！」

「ありがと」

　理子はざっと原稿に目を通すと、ツカツカと亜希美のところまでやってきて声をひそめた。

「……ごめん、亜希美、……この後、代わってくれないかな？」

「そ、そんな！　無理ですよ！」

　亜希美は慌あわてて手を振ふる。

「そりゃあ、『ミッドナイト・リポート』のキャスター、やってみたいですけど。勝手にやったら、ディレクターやアナウンス部の部長に怒おこられちゃいますよ」

「……そう、そうよね」

　理子は微笑ほほえみ、キャスター席に戻もどる。

「はい、ＣＭ明けます、５、４、３……」

「先ほどの出火事件の続報です」

　カメラの前で、理子は淡たん々たんと原稿を読み始めた。

「病院に運ばれた二名のうち、男だん性せいの方の死し亡ぼうが確かく認にんされました。死亡した男性は……」

「ちょっと変だったよね、さっきの理子さん」

　亜希美はつぶやき、モニターの原稿に目を遣やる。

　次の瞬しゆん間かん。

「……噓うそ！」

　亜希美の手から、クリップ・ボードが滑すべり落ちた。

　胸むねのピンマイクは切ってあるものの、思わず上げた声をスタジオのマイクが捉とらえる。

　一いつ斉せいに非ひ難なんの目で振り返るスタッフ。

　だが、そのちょっとした混こん乱らんに動じることなく、理子は原稿を読み続けた。

「スタイリストの上川達たつ彦ひこさん。上川さんと仲嶋さんは以前から交友があり、事件に巻まき込まれたものと思われています」

「……どうして……どうして……平然と読めるの？」

　亜希美は顔を手で覆おおってくずおれる。

「どしたのよ？」

　不ふ審しんに思ったディレクターが、サブから下りてきて声をかけた。

「聞いてたでしょ!?」

　亜希美は声を抑おさえながらも、ディレクターのセーターの袖そでをつかむ。

「今の出火の犠ぎ牲せい者しや！」

「え、何？」

　まだ分からないディレクターは戸と惑まどいの色を顔に浮うかべながらも、ＡＤに原稿を持って来させる。

「なになに……死亡したのは上川……って、まさか理子ちゃんの親しん戚せきか？」

「弟ですよ」

　亜希美はポロポロと涙なみだを流した。

「上川さん、自分の弟の死亡ニュースを読んでるんです！」

「……誰か、上川さんと交こう替たいする人、用意して」

　ディレクターは亜希美の肩かたを叩たたくと、サブに手振りで合図をし、理子の座すわるキャスター席に向かう。

　番組スタッフは慌あわただしく動き始めた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　翌よく朝あさ。

「だ～、遅ち刻こく遅刻！」

　茜と一心は『Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー世界征せい服ふく！』のリハがあるＴＶ局に、時間ギリギリで駆け込こんでいた。

「お前はどうして、こんな状じよう況きようの時に寝ね坊ぼうできるかな!?」

「ほら、昨日ずっと吹ふきっさらしのオープンテラスにいたから風か邪ぜ引きそうになって、それで薬を飲んだら、それが眠ねむくなるヤツで……」

「誰が理由を聞いとるか！　責せめてるんだ、責めて！」

「うう、ごめん」

　そんなやり取りをしながら、二人が受付の前を通り過すぎようとした時。

　局の正面玄げん関かんが開き、リムジンから下り立った長身の外国人が、大おお勢ぜいの記者やカメラマン、リポーターや取り巻きたちと一いつ緒しよに入ってきた。

「クラドックと……アレクセイ」

　つぶやく一心。

「へ？」

　茜はそちらを見る。

　確たしかに、背せの高い男はこの間ニュースで見た顔。

　そのそばにいる秘ひ書しよらしき男は、アレクセイだ。

　そして、その一いち団だんから少し離はなれたところに、七なな瀬せがいた。

　どうやら玲に言った通り、ピッタリとクラドックに張はりついていく気なのだろう。

「クラドックさん、この局に来たのはやっぱり買ばい収しゆうのためですか？」

　マイクを持った亜希美が、早足のクラドックと一緒に歩きながら流りゆう暢ちような英語で質しつ問もんをぶつけた。

「今のところは何も言えないな。日本のメディアには興きよう味みを持っているが、このＴＶ局は私の世界メディア・ネット構こう想そうの候こう補ほのひとつに過ぎない」

「クラドックさん、前にあなたはＴＶは最もホットなメディアだとおっしゃいましたが？」

「その通り。ＴＶはネットよりも歴史があり、ラジオよりエキサイティングで、新聞より庶しよ民みん的だ」

「それでも、買収は考えていないと？」

「ノー・コメント」

「では、今日の訪ほう問もんの目的は？」

　亜希美が食い下がる。

「日本の放送現げん場ばのシステムを知るためだよ、キュートなお嬢じようさん」

　クラドックは、これで質問は終わりというように両手を胸むねまで挙げ、エレベーターに乗り込んだ。

　偶ぐう然ぜん、クラドックと一緒に乗り込むアレクセイの目と、一心の目が合う。

　そして、一心に気がついたアレクセイがふっと笑った瞬間。

　エレベーターは閉しまった。

「十七階。最上階よ！」

　亜希美はクラドックの乗ったエレベーターが停とまった階を確かく認にんして、隣となりのエレベーターのボタンを押おす。

「勘かん弁べんしてくださいよ～、重役室や社長室のある階じゃないですか～」

　ハンディカムのスタッフが泣き言を漏もらす。

「下手すりゃクビになりますよ～」

「ビビるんじゃない！　もしかしたら、日本のＴＶがアメリカのメディアに支し配はいされるかもしれないのよ！　報ほう道どう人じんとして、これを追わずにどうするのよ！」

「上川さんの代理を仰おおせつかったもんで、張り切っちゃって……」

「悪い!?　理子さんのためにも、ここは頑がん張ばらなくっちゃ！」

　亜希美はカメラマンを引きずるようにしてエレベーターに乗り込んだ。

「……そっか、理子さん、弟が」

　一心はアレクセイのことを一いつ瞬しゆん忘わすれ、神しん妙みような顔つきになる。

「昨日だったよね？　……トオルくん、連れん絡らくしたかな？」

　茜にとって、知的な理子は憧あこがれの女じよ性せい。

　今、彼女がどうしているのか、茜も気になるところだ。

「〝ＰＹＲＯ〟の文字、近くにあったんだよね？　これで、八件けん目かな？」

「いや、その前にあった首都高の大事じ故こ。あれも、もしかしたら、パイロの犯はん行こうかも知れない。例のメッセージはなかったけど、時じ限げん発火装そう置ちに同じ部品が使われていた」

「それ、七瀬さん情じよう報ほう？」

「ああ」

　うなずく一心。

「……ねえ、理子さんとこ、かけてみようか？」

　茜は携けい帯たいを取り出そうと、ポーチを開けて中を探さぐった。

「よそうぜ。ひとりになりたいだろうし、どうせ、いろんなとっから取材の申し込みが来ててつながらないって」

「うん」

　茜もそう思い、ポーチを肩かたにかけ直す。

　と、そこに。

「なんだ、アホとブスか」

　背はい後ごから、人を小こ馬ば鹿かにしたような声が聞こえてきた。

（こ、この憎にくたらしい声は！）

　茜が振ふり返ると、そこには純の姿すがたがあった。

「どうだよ、三人になった感想は？」

「まだ三人になった訳わけじゃないわよ！」

「もう決定だろ？　昨日も俺おれたち、トオルと一いつ緒しよだったし、これからあいつと雑ざつ誌しの取材受けるんだぜ」

「で、何でお前はひとりでここにいるんだ？　……さては新社屋になってからまだ日が浅いんで、ひとりだけ迷まい子ごになったか？」

「ぐっ！」

　一心の切り返しに言葉を失う純。

　どうやら図星だったようだ。

　その時。

「イッシンく～ん！」

「イッシンさま～！」

　騒そう々ぞうしい二人が、一心を見つけて駆かけ寄よってきた。

「じゃ～ん！　パティスリーで～っす！」

（この二人……）

　茜は昨日の一心の話を思い出す。

　犯はん人にんはお笑い芸人。

　確たしか、この二人も、法月のリストの被ひ害がい者しやたちに冷れい遇ぐうされていた芸人だ。

（……でもまさか？　この二人、人が好よすぎるよ）

　茜は自分の頭に浮うかんだ疑ぎ念ねんを一いつ蹴しゆうした。

「いや～、またレギュラーの話がなくなってもうた～！」

「二回ばかし使ってもろうたんやけど、『おもろないから、もう来な！』と」

「うちのマネージャーも呆あきれて帰ってもうた」

「これでとうとうレギュラーなし！」

「このままいけば」

「飢うえ死にでんがな」

「ってことで」

「イッシン大明神さま！」

「「お願い、今度『Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー世界征せい服ふく！』に出して～！」」

　パティスリーは一心の前に土ど下げ座ざした。

「そ、そういうことは事じ務む所しよを通して、澤さわＰプロデユーサーに言ってもらわないと……」

　茜が口を挟はさむ。

「そこを、イッシンくんの口添ぞえで～！」

「商売繁はん盛じよう！」

　頭を床ゆかに擦こすりつけて、パンパンと手を打つ柿かき沢ざわ。

「神社じゃないんだから、拍かしわ手で打って拝おが……」

　と、言いかけて一心はハッと気がつく。

「……って、お前ら、今、何を言わせようとした？　ここで俺が突つっ込んでどうすんだよ!?」

「すっごいで！　ノリツッコミや！」

「あんた、大おお阪さかでも食うていけまっせ！」

「メモ、メモ……ネタ帳はっと」

「大地くん、この二人……」

「何も言うな」

　心底疲つかれ果てた様子の一心。

「こいつら、この前は標ひよう準じゆん語ごだったのに、何で今日は妙みような関西弁べんなんだ？」

　と、顔をしかめたのは純である。

「それはでんなあ、純くん！」

「大阪はお笑いの聖せい地ちだからや！」

「そう、お笑いのマッカ！」

「そりゃメッカやっつ～に！」

「ちなみに、このカッキーくんは、福島の出身」

「こっちの谷たにちゃんは、埼玉は川口の生まれ。二人は高校で運命の出会いをしたんだよ～」

「「二人とも、営えい業ぎよう以外で関西にいったことありませ～ん！」」

　パティスリーは声を揃そろえた。

「で、イッシンくんと純くんのお二人さん、珍めずらしいですねえ、こんなところで仲よく」

「もしや、放火事じ件けんの捜そう査さでダックを組むとか？」

「そりゃタッグ！　ダックはお昼でんがな」

「アヒルや！」

　つまらないギャグの応おう酬しゆうに、一心と純はうんざりとした表ひよう情じようになる。

「……犯はん人にん、〝ＰＹＲＯ〟って、メッセージを残すんだってね」

　谷が腕組みをする。

　今度は真ま面じ目めな話のようだ。

「昨日の事件もアパート前の道路に、その前は首都高の支し柱ちゆうだっけ？」

　と、柿沢。

「俺たち、本当はＳ＆Ｓとプラティウムが仲よく解かい決けつしてくれるのを祈いのってるんですよ」

「頑がん張ばってください」

「それで、俺たちをゲストで呼よんで～」

　二人は言いたいことだけ言うと、さっさとＴＶ局を出て行った。

「……レギュラーなくなる理由はなんとなく分かるが」

「やっぱ、仕事減へるのって、へこむよな」

　一心と純はちょっと同情的にパティスリーを見送る。

「あ、あたし、ともかく疲れた」

　倦けん怠たい感に捕とらわれた茜は、ともかく一心の手を引いてエレベーターに向かった。

　怒いかり心頭に発しているマネージャーの顔が頭に浮かび、時計を見るのが恐こわい。

「も、行こ。もう完全に遅ち刻こくだよ」

　エレベーターが来て、扉とびらが開く。

　一心と一いつ緒しよに乗り込こもうとする茜。

　しかし。

「……そういうことなのか？」

　一心はエレベーターの前で立ち止まり、茜の手を解ほどいた。

「アカネ、お前、先にスタジオ行って、謝あやまっといてくれ」

「あ、謝るぅ？　って、ここまで来てどうして!?」

「……俺はサボる。ちょっと用を思いついた」

　一心はそう言うと、玄げん関かんに向かって走り出した。

「……しまった、そうか！」

　同じように走り出す純。

「ああ、ちょっとぉ～っ！」

　いったんダッシュした元フォワードに、茜が追いつける訳わけがない。

　一心の姿すがたはたちまち視し界かいから消える。

「また、また今日も……謝るの～っ!?」

　茜は床ゆかに崩くずれ落ちたが、毎度のことなので誰だれも手を貸かしてはくれなかった。
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「「六ろつ本ぽん木ぎまで！」」

　一心と純の二人は同じタクシーに乗り込むと、運転手に向かって怒ど鳴なった。

「だーっ、なんで俺のタクシーに乗ってくんだよ！」

「それはこっちの台詞せりふだ、馬ば鹿かイッシン！」

　そのまま放送したら日本演えん芸げい大賞も取れそうな言い争いをしているうちに、タクシーは六本木に着く。

「お前、払はらえ！」

「あ、きったねえ！」

　一心の方が先にタクシーから飛び出すと、首都高を支ささえるコンクリートの支柱を一本一本ぐるりと回って調べながら、西にし麻あざ布ぶに向かって歩き出す。

「あとで半分払えよな！」

　追いついてきた純も、肩かたを並ならべて歩く。

　やがて。

「あった！」

「ああ！」

　二人は一本の支柱に駆かけ寄よると、目的のものを発見した。

　ちょうど、真上は炎えん上じよう事じ故このあった場所。

　一心と純は、〝ＰＹＲＯ〟の赤い文字を前にしていた。
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『やあ、我わが忠ちゆう実じつなる僕しもべよ～』

　クラドックを待ってＴＶ局のロビーにいる七瀬に電話をかけてきたのは、上司の結ゆう城きだった。

「もう一度のその呼び方したら、ブン殴なぐるっスよ。……で、どうしたんスか？」

『一課長に呼よび出された』

「そりゃまたなんで？」

『イッシンくんとネットの亡ぼう霊れい、つまり玲くんとの間につながりがあるんじゃないかって話が、上の連中の耳に入ったんだよ』

「へえ～、『ミステリー・プロファイル』、放送日がまだなのに。情じよう報ほう早いっスね」

『我が警けい視し庁ちようの情報網もう、なかなか侮あなどれないだろう？　ハハハハハハッ！』

「……それで？」

『そうそう、話を戻もどすとだね、パイロの件けんは特とく殊しゆ犯はん捜そう査さ係に任まかせるけど、イッシンくんとは接せつ触しよくするなって言われたんだ。僕ぼくが警察の情報をリークして、イッシンくんからネットの亡霊に伝わるのを恐おそれてるんだねえ』

「きっと、玲くんの助けがないと警視が無む能のうだってこと、上は知らないんでしょうねえ」

『それはあんまりだよ～』

「でも事実」

『まあいいや。けど、玲くんとの繫つなぎ、お願いね』

「それは……どうスっかねえ？」

『どしたの？』

「玲くん、あたしと一緒に今、アレクセイの方を追ってるんですよ。パイロの方まで手が回るかどうか……」

『そ、そんなあ～。……じゃあ、僕もこの事件、追うの止めようかなあ？』

「イッシンくんはそっちの事件、追ってるっスけどね」

『……イッシンくんとの繫ぎ、お願い』

「フォーシーズンズで、ミラノ料理のディナー」

『……むう、それで手を打とう』

「じゃ、一万八千円のコースに、ワイン付きということで」

『あ、ちょ……』

　ブツッ！

　七瀬は携けい帯たいを切った。
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　その頃ころ。

　亨と響は十六階の食堂で、純が来るのを待っていた。

「僕としては、次のシングルから君にボーカルを任せたいんだけど……」

　響は、亨が入った後のプラティウムの活動構こう想そうについて説明を続けていた。

　亨はそれを聞き流し、面おも白しろくなさそうに冷えたコーヒーをマドラーで搔かき回している。

「アルバムもなるべく早いうちに出したいな。何曲か作さく詞しも頼みたいし……」

「あれは……」

　亨はふと、見知った姿すがたが食堂の前を横切って行くのに気がついた。

「理子さん、こんな時に仕事に来てんのかよ……」

　そうつぶやいた亨は立ち上がり、自然とそちらの方に足を向けて歩き出していた。

「悪い」

「……やれやれ」

　響は冷たい笑えみを浮うかべると、替かえのコーヒーをウエイトレスに注文した。




「何してんだよ、こんなところで！」

　ぼんやりと歩く理子に追いついた亨は、その腕うでをつかんだ。

「何って……仕事よ」

　ゆっくりと振ふり返る理子。

　泣き続けて、一いつ睡すいもしていないのだろう。

　いつもは非ひの打ちどころのない美び貌ぼうに完かん璧ぺきなメイクを施ほどこしている理子だが、今日は目が真っ赤に充じゆう血けつし、目ま蓋ぶたもほんの少し腫はれている。

「あのな、こんなときは休んでろよな！」

「この方が、気分が楽なのよ。ジッとしてると、いろいろ考えちゃうから。それに、取材攻こう勢せいからも逃のがれられるし」

　理子は壁かべに寄よりかかり、吸すったこともない煙草たばこを取り出して百円ライターで火をつけようとする。

「けどな！」

　亨はその手から煙草を奪うばった。

「返してよ」

「駄だ目めだ」

「……なら、いい」

　理子は亨を押おしのけて、どこかに向かおうとする。

「待てったら！」

　引きとめようとする亨。

「そっちこそ、どうなの？」

　理子は振り返って、キッとにらみつけた。

「俺おれ？」

　亨は眉まゆをひそめる。

「亜希美から聞いた。Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリー、本気で抜ぬけるつもりなの？」

「……まだ、分かんねえよ」

　今度は亨の方が視線をそらす。

「そんなの、トオルくんらしくないよ」

「Ｓ＆Ｓを抜けることがか？」

「そうやって、ウジウジ考えてることがよ」

「そっちだってな、死んだ弟さんのこと、まるで自分のせいみたいに思ってるだろうが？」

「……実じつ際さい、私のせいだもの」

　理子の声は震ふるえていた。

「私がもう少し、あの子のこと見ていてあげていれば……」

「なことないだろうが？」

「ううん。弟は……もともと私を追って東京に出てきたの。私が東京で、こんな仕事をしてなければ……。たった二人きりの姉弟きようだいなのに、私、あの子がどんな女の子と付き合ってたかも知らなかったのよ！」

「なあ、そんな風に自分追い詰つめても、弟さん、きっと喜ばないぜ」

「どうしてそう言えるの!?　私のことも、弟のことも何も知らないでしょう!?」

「知ってるよ、理子さんのことなら！」

　亨は理子の細い身体からだを抱だきしめていた。

「……！」

「理子さんが、俺のことを知ってる以上に」

　思っていたよりも華きや奢しやな理子。

　亨はそっと、つややかな髪かみを撫なでる。

「な、何を……してるの？」

「……理子さんがこんな風にしてんの、見てらんないから」

「トオルくん、女の子、苦手なんでしょ？」

「たいていは」

　亨は理子の耳元に唇くちびるを寄せた。

「でも、理子さんは別だ。……前からそうだったろ？」

「お願い、やめて……」

　白い小さな手は亨の胸むねを押し返そうとする。

　だが、その手には力が入らない。

「俺が年下だから？」

「あなたは……友だちだからよ」

「それ以上の気持ちには、なれない？」

「………私をこれ以上困こまらせないで。後こう悔かいするわ、お互たがいに」

「……悪かった」

　亨は手を離はなす。

「でも、俺、理子さんの悲しみにつけ入る気持ちはなかったから」

「知ってる。……でも、私たち、もう会うのやめましょ？　私、もうこんな苦しい気持ちになるの、嫌いや……だから」

　理子は最後には涙なみだをポロポロこぼし、踵きびすを返して去っていった。




「ちっ、惜おしい。……じゃなくて！」

　この様子を、スタジオに向かう途と中ちゆうで通りかかった茜が目もく撃げきしていた。

（あの、トオルくんが、女じよ性せいを抱き締しめるなんて……！）

　茜はこちらに理子が走ってくるのを見て、とっさにベンチの下に寝ねそべって身を隠かくす。

「……行っちゃった？」

　理子の姿すがたが消えると、茜はまるで忍にん者じやのようにベンチの下から這はい出してきた。

　当然、ホコリだらけだ。

「理子さん、可哀かわいそ……」

　亨の方はといえば、まだ同じ場所に立っている。

「ト、トオルくん！」

　茜は思い切って声をかけた。

「……や、どうした？」

　何事もなかったような顔で振ふり返る亨。

「リハで来たんだけど、大地くんが逃にげちゃって……、そしたら、今、チラッとトオルくんの姿が見えたから……」

「そっか。……アイツ、元気か？」

「元気じゃないところなんて見たことないでしょ？」

「それもそうだ。アイツもたまには、罪つみ滅ほろぼしにお前をデートにでも連れてってやればいいんだがな」

「無理」

　思わず漏もれるため息。

「でも、ほんとに一度でいいから、振りだけでもいいから、あの、その……こ、恋こい人びと同士みたいなこと、してみたいな～……なんちゃって」

　言ってみてから茜は真っ赤になって照れる。

「どんなこと？」

　亨はベンチに座すわった。

「ん～、どんなって言われても」

　茜も隣となりに座る。

「この浮うわ気きもの～とか言ってどついたり、ヤキモチ焼いて夕日の屋上で泣き崩くずれたり、露ろ天てん風ぶ呂ろで接せつ近きん遭そう遇ぐうしたり、雨の中でポツンと傘かさを持って待ってたり……」

「……お前の恋れん愛あいの知ち識しき、だいぶ偏かたよってんな」

　亨は笑った。

「けど、それってお前らが普ふ段だんやってることと、たいして変わんないだろ？」

「……ウソ？」

「やれやれ気づいてないのは本人たちだけか？」

「むうっ！　それを言うなら、トオルくんだって気がついてない！」

　茜はビシッと人差し指を亨に突つきつけた。

「大地くんや他ほかの二人が、どんなにトオルくんのこと、大切に思ってるか」

「……分かってるよ」

　亨は小さく頭かぶりを振った。

「……え？」

「けどな、俺、このままＳソーズ＆＆Ｓソーサリー楽しくやってても、先が見えてこないんだ。俺が本当に目指してたものはこんなものじゃないって気が、最近ずっとしてて……。こんな気持ちでＳ＆Ｓに留とどまってても、足を引っ張ぱるだけ。みんなに迷めい惑わくだ」

　ダンスで世界を目指す。

　それが亨の究極の目標であることは、茜もよく知っている。

　だが、Ｓ＆Ｓにいる限かぎり、ボーカルもこなし、ベースの演えん奏そうも要求される。

「……じゃあ、もしかして、プラティウムとのゲームの結果に関係なく？」

　茜は亨の決心に気がついた。

「ああ、Ｓ＆Ｓはやめる」

「……そう。そっか」

　茜は背せ伸のびをして天てん井じようを見る。

「意外と驚おどろかないんだな？」

「驚いてるよ。でも、トオルくんが苦しんでるのを見るの、もっとヤダもん」

「……ありがとな」

　亨は茜の肩かたに軽く手を置いて立ち上がった。

「でも、これだけは忘わすれないで！」

　去ってゆく亨の背中に向かって、茜は言った。

「みんなと一いつ緒しよでも、叶かなえられる夢ゆめがきっとあるってこと！　少なくても、あたしの夢は、Ｓ＆Ｓの夢と同じだよ！　そ、それに、いつでも戻もどってこられるんだからね！　みんな……みんな待ってるんだから！」

「ああ」

　亨はほんの一いつ瞬しゆん、足を止めたが、振り返ろうとはしなかった。
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　同じ頃ころ。

　玲は、優ゆう秀しゆうなハッカーでありアメリカ国こく防ぼう総そう省しようの職しよく員いんであるラショーモンと連れん絡らくを取っていた。




　よお、上院議員の暗殺は防ふせげたぜ

　大だい統とう領りよう首席補ほ佐さ官が、あんたに勲くん章しようを贈おくりたいとさ




　要いらないよ




　そう言うと思った




　ところで調べて欲ほしいことがあるんだが？




　クラドックのことか？




　知っていたのか？




　ユーロ・マフィア絡がらみであんたが興きよう味みを持つと思ってな

　先に調べておいた




　だから君は好きだよ




　よせやい

　ファイルを転送するぞ




　ありがとう




　玲はファイルを開かい封ふうし、そこに記き載さいされているクラドックのプロフィールに目を通した。

　麻ま薬やくや武ぶ器きの密みつ輸ゆに、インサイダー取引、贈ぞう賄わい、脱だつ税ぜい、偽ぎ証しよう……。

　逮たい捕ほに持ち込こめるだけの証しよう拠こはないが、お世辞にも、清せい廉れん潔けつ白ぱくとは言えない経けい歴れきだ。

　だが、これを見ただけでは、アレクセイがクラドックと組む意図は分からない。

「クラドックが、この日本でどんな人物と接せつ触しよくするのか……まずはそこからだな」

　玲は七瀬に調べてもらう項こう目もくを幾いくつかメモする。

　そこに……。

「……レイ」

　ニコルが応おう接せつ室しつに入ってきて、ちょっと躊躇ためらってから声をかけた。

「お客さまよ」

「お客？」

　妹の表ひよう情じように、いつもと違ちがうものを読み取る玲。

「……居い間まへお通ししてあるわ。……アレクセイさんを」

　ニコルは告げた。




「しばらくだったね」

　アレクセイは、ニコルの淹いれたハーブ・ティーを味わっていた。

「チェスの再さい戦せん、に来たのではないね？」

　玲は向かい合うように座すわる。

「もちろん、仕事さ。だが、いつもの通り、直接この手は汚よごさない」

「分かっているさ。パリでは見事に利用されたからね」

「あの借りはこの前返したじゃないか」

「それで、今度は？」

　アレクセイは微び笑しようをたたえたまま、窓まど際ぎわにゆき、曇くもったガラスに指で〝ＰＹＲＯ〟と書いた。

「アイ・キャント・しんじビリーヴ・イットられない……」

　息を吞のむニコル。

「パイロは……あなたが操あやつっていると？」

　玲は尋たずねた。

「まあ、そういうことだ。発火装そう置ちや高温助じよ燃ねん剤ざいは我われ々われが調達したものだ」

　アレクセイはもう一度玲の前に腰こしを下ろす。

「怨えん恨こんの放火に手を貸かすことが、ユーロ・マフィアにどんな利り益えきをもたらすのか見当もつかないな」

「それはビジネス上の秘ひ密みつだよ」

「……何な故ぜ、こんな話を僕ぼくに明かす？」

「決まっているだろう？　君の力が欲しいからだ。結果的にこちらのビジネスで損そん益えきを出すことになってもね」

「僕は犯はん罪ざいに加か担たんする気はない」

「果たしてそうかな？　国内外で、君が関かかわった凶きよう悪あく事じ件けんの数は六十数件……」

「六十三件だ。少なくとも、懲ちよう役えき七年以上の刑けいが妥だ当とうと思われるものは」

「そう。だが、そのうち犯人を警けい察さつに引き渡わたしたものは？」

「………」

「私の知る限かぎり、それは三割わりにも満たない十三件に過すぎない。他のケースでは君は容よう疑ぎ者しやを死し亡ぼうさせ、自殺に追い込み、発はつ狂きようさせている」

　アレクセイは冷笑し、続けた。

「殺あやめた命の数なら、君は古今東西の連続殺人犯と比ひ較かくしても遜そん色しよくない記録を築きずいている。君は自分で思っているより、私たちに近いんだよ。そして君が正せい義ぎと信じる行こう為い、犯罪者を裁さばく行為がさらに君自身を私たちに近づけてゆく」

「僕は……」

「否ひ定ていはできないはずだ」

　耳元にささやくアレクセイ。

「村むら雨さめ響、彼の恋こい人びとをみすみす殺したことを覚えているだろう？」

「！」

「自分の信念を貫つらぬくためならどんな犠ぎ牲せいも厭いとわないのは、私も君も一いつ緒しよじゃないか？」

「そんなことはないわ！」

　ニコルが玲を守るようにアレクセイの前に立つ。

「レイはね、みんなのために、必死になって犯罪と戦っているのよ！　あなたみたいに、ミハウやビアータを利用してる悪人と一緒にしないで！」

「……失礼。君を怒おこらせるつもりはなかった。ミハウとビアータに叱しかられるよ」

　アレクセイは表情を和やわらげ、ニコルに頭を下げた。

「……君が私の横に立つ日もそう遠くない。期待している」

　扉とびらが閉しめられ、アレクセイは去った。

「僕は……」

　その扉を見つめながら、玲はつぶやく。
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「……彼とは違う。違うはずだ、何かが」

「レイ！」

　ニコルは玲にしがみつき、その膝ひざに顔を埋うずめた。

「レイはこんなに暖あたたかいんだよ。……あの人とは違うから、あんな人にはならないから！　ワタシ、知ってるんだから！」

「……ありがとう」

　玲はニコルの頭を抱だきしめた。

「そうだね。……今はしっかりしないと、イッシンたちを守れない」

　妹の温ぬくもりを必死に感じようとする玲の手が、痛いたいくらいに感じられる。

　ニコルはどうしようもなく不安になり、涙なみだで頰ほおを濡ぬらした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その日の午後。

　再ふたたび琴子の病室に集まった響と亨は、純から首都高の支し柱ちゆうに残された〝ＰＹＲＯ〟の文字についての報ほう告こくを受けていた。

「こういうの、犯人しか知んない情じよう報ほうって言うんだろ？」

「犯人しか知り得ない情報、よ。それにしてもお手て柄がらね、あなたにしては」

「……ひとこと余よ計けいだ、この女」

「私の方も捜そう査さが進しん展てんしたわ」

　琴子は前にみんなに見せた写真を取り出し、そこに写っているひとりを指さした。

「こっちの彼、現げん場ばで何回か目もく撃げきされているの」

「放火のターゲットと面めん識しきがあり、目撃証しよう言げんがあり、犯人しか知り得ぬ情報を口にした。これで十分かな？」

　響は尋たずねる。

「そうね……まだ……いいえ、これでいけると思う」

　ほんの少し躊ちゆう躇ちよしたものの、琴子は決けつ断だんした。

「明日は私もスタジオに行くわ」

「では、明日。Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーの前で犯はん人にんを暴あばく」

　響は三人を見渡してから、亨に目を留とめる。

「君には見とどけてもらうよ。分かってるね？」

「……ああ。好きにするんだな」

　亨は感情を押おし殺した表情でうなずいた。
















炎えん上じよう










「あんたは？」

　いつもの部屋で双ふた子ごを待っていたパイロは、現あらわれた人物に不ふ審しんの目を向けた。

「私のことを知りたかったんじゃないのか？　双子から聞いたが」

　ドアの隙すき間まから自分を見つめるパイロに、アレクセイは肩かたをすくめてみせる。

「……そうか、あんたがあの双子の雇やとい主って訳わけか？」

「二人は私の大切なパートナーだよ」

「入りな」

　パイロはドアを開けると、アレクセイの脇わき腹ばらにトカレフの銃じゆう口こうを突つきつけた。

「悪いな、これでも慎しん重ちような方でね。簡かん単たんには信用しないぜ」

「私も君を完全に信しん頼らいしている訳ではない。お互たがい様だ」

　躊躇ない足取りで部屋に入ったアレクセイは、持ってきていたトランクをテーブルに乗せて開く。

「これが時じ限げん発火装そう置ちと高温助じよ燃ねん剤ざい。こちらのディスクには、例の建けん造ぞう物ぶつのブルー・プリントが入っている。効こう率りつ的に出火させるのに適てきした場所を、いくつかピックアップしておいた。設せつ置ちの際さいには、双子に協力させてもいい」

「……あんた、なんで俺おれに手を貸かす？」

　時限装置を確かく認にんしながら、パイロは尋たずねる。

「君のファンのひとり、といったところかな。このまま君の名が三流として埋うもれるのは忍しのびないと感じている男だよ」

「三流か……言ってくれるな」

　と、パイロが自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた時。

　テーブルの上の携けい帯たいが振しん動どうし、メールの着信を知らせた。

「……明日の夜、仕事が入った。『ミステリー・プロファイル』だ」

「そろそろ包囲網もうが狭せばまってきた、というところかな？」

「ああ。だが、俺は逃にげ延のびてみせる」

「華はな々ばなしく決めてくれ」

「俺を誰だれだと思っている？　パイロだぜ？」

　パイロはポケットからライターを取り出し、カチリと小さな炎ほのおを灯ともした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　午後七時の屍し桜ざくら屋や敷しきには、茜あかねや七なな瀬せ、士し郎ろう、宏こう太たの他ほかに、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのことを心配する夏なつ紀きたち、それにアイドルの彩あや乃の二ふ美み花かまでもが足を運んでいた。

「十人前ですって。いつからウチは下宿屋になったの？」

　プンプンの表ひよう情じようでキッチンに向かっているのは、カレーを作っているニコル。

「ニ、ニコちゃん、手伝おうか？」

　茜がビクビクしながら申し出る。

「いいわ。三日間絶ぜつ食しよくしたコッカスパニエルでも食べられないような食事をレイに出したくないもの。……手伝ってくれるなら、美み紗さがいい」

「はい、ニコルさん」

　美紗はにこやかに立ち上がった。

「それじゃあ、私はサラダでも作りましょうか？」

「お願い。ここのメンバーで料理の腕うでに信頼を置けそうなの、あなただけだから」

「……まあ、確たしかに」

　二美花や夏紀が料理をする姿すがたは、茜にも想そう像ぞうがつかない。

　……士郎なら結けつ構こうマメにやりそうだが。

「これで犯はん人にんは絞しぼられた。……違ちがうか？」

　首都高下の支し柱ちゆうに残された〝ＰＹＲＯ〟のメッセージ。

　その報ほう告こくを終えた一いつ心しんは、玲れいに尋ねた。

「……琴こと子こさんは優すぐれた知ち性せいの持ち主だ。イッシン、君と同じ、またはそれに近い結けつ論ろんに達していることは間違いないと思うよ」

　玲は答える。

「……玲、お前、今、〝俺の結論〟って言葉を使ったな？　真相、じゃなく？」

「ああ」

　今度はうなずく玲。

「真相に極きわめて近いことには間違いないが、別の蓋がい然ぜん性せいも考えられる。それもかなりの確かく率りつで。君はひとつ、大きな見落としをしているからね」

「見落とし、ですか？」

　と、茜が尋ねようとしたその時。

　携帯が『水み戸と黄こう門もん』のテーマ曲を奏かなでた。

「……あ、マネージャーからだ」

　茜は携帯を開いて、耳に当てる。

「……お前のそれは印いん籠ろうか？」

　奇き妙みような動物を発見したかのような目で茜を見る一心。

「はい……え？　そ、そんな！　……は、はい……分かりました」

　茜は短い会話を交かわすと、ため息をついて携帯を切り、一同を振ふり返った。

「……プラティウムがパイロの正体を突き止めたみたい。明日のこの時間、Ｂスタでパイロの正体を明かすから、Ｓ＆Ｓに来るようにって」

「あいつらが先に動いたか」

　一心の顔にチラリと焦あせりの色が過よぎる。

「イッシン」

　そんな弟の心の動きを読んだ玲は、小さく咳せき込こんでから釘くぎを刺さす。

「大切なのは真相だ。焦って、無実の人間に罪つみを被かぶせることのないように」

「……ああ、そうだな」

　一心は自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「でも玲さん。俺たちの方の結論はまだだとしても、明日はＢスタに行かなくちゃならない」

　と、士郎。

「何とかしないと、本当にトオルくんを取られちゃいますよ～」

　宏太はほとんど泣き声である。

「大だい丈じよう夫ぶだって、コータくん」

　二美花がポンと頭を叩たたく。

「時間はまだあるんだし。それにＳ＆Ｓの絆きずなって、そんなに脆もろいものじゃないよ」

「ああ、もう！　こんな時に限かぎって、別の局で仕事が入ってるなんて！」

　悔くやしそうな顔の夏紀。

　二美花も夏紀も、明日は別の場所でグラビア撮さつ影えいやらドラマの収しゆう録ろくが待っているのだ。

「……ところで、アレクセイの動きは？」

　一心は七瀬を見た。

「それがな～んにも」

　七瀬は首をひねる。

「クラドックにひっついて、秘ひ書しよの真ま似ね事ごとをやってるだけっスよ」

「あいつの真意が見えてこない限り、真犯人は見えない、か」

　悔しさを隠かくしきれない一心。

「あと少しのところまで来ているのは確かなんだがな」

　士郎はチタンフレームに指を這はわせて考え込む。

「僕ぼくは、来日以来クラドックが接せつ触しよくした人物の方から、もう少し調べてみる。だが、もし間に合いそうにもなかったら……」

　玲は一心を見た。

「ああ、もう少し考えて、俺は俺なりの結論をあいつらにぶつけてみる」

（大だい地ちくんが考えてってところに、だいぶ無理がある気が……）

　茜は思ったが、それを口に出さない程てい度どには学習を積んでいる。

「……イッシン、気をつけてよ」

　一心の腕うでをそっとつかむ夏紀。

　その様子を目もく撃げきした二美花が、ほんの少し冷ややかな表ひよう情じようになる。

「……まるで、保ほ護ご者しやね」

「そりゃあ、似にたようなものよ。幼おさななじみだから」

　挑ちよう戦せん的な目で見返す夏紀。

「この芸げい能のう界かいで一いつ緒しよに過すごした時間は、こっちの方が長いんじゃない、新人さん？」

「時間は問題じゃないわ、どれだけ親しん密みつか、よ。そうでしょ、ベテランさん？」

「むっ！」

「ふん！」

　二人の間の空気の温度が、一気に八十三度ほど下がるのを茜は感じた。

「……ねえ、アカネはどう思う？　アイドルに馴なれ馴れしくする女って？」

「そうね、聞きたいわ。私も親友の口から」

　夏紀と二美花は、同時に茜を振り返る。

　話がパイロの正体探さがしから、妙な方向に流れつつあった。

「そ、そうだ！　カレー、できたかなあ!?　ニコちゃ～ん！」

　茜はバッと立ち上がると、キッチンに逃にげた。

　そして。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　翌よく日じつ……。

「アレクセイの目的はいまだ見えず、か」

　時間が来た。

　ＡＤに呼よばれて控ひかえ室を出たＳソーズ＆＆Ｓソーサリーの三人と茜は、十五階のＢスタジオに向かう。

「お前なりに結けつ論ろんは出たのか、誰がパイロなのか？」

　士郎が尋たずねた。

「一日考えて、ひとつ、気がついたことがある。間ま違ちがいない、パイロはアイツだ。けど、そいつを追い詰つめるのに必要な動機が見つからない」

「最後まで玲さんに賭かけよう」

「ああ」

「……あたし、胃が痛いたい」

　茜の神しん経けいは、二十三時間ほど前から擦すり切れかけている。

（ようやく分かったよ。うちのマネージャーがあんなに図太いのは、こんなストレスだらけの環かん境きように適てき応おうしたんだよ、きっと……）

　生物の試験の前日に詰め込んだ、〝適者生せい存ぞん〟という言葉が茜の頭に浮うかぶ。

　そして……。

「悪いけど、今日はアカネちゃん、ここまで」

　Ｂスタ前まで来たところで、茜はスタッフのひとりに行く手を遮さえぎられた。

「船ふな尾おＰプロデユーサーの命令で、緘かん口こう令れいが布しかれてるんだよ。撮影スタッフ以外は、スタジオに入れるなってさ」

「ええーっ!?　付き人も駄だ目めなの!?」

「プラティウムのマネージャーだって来てないよ。という訳わけだから、ゴメンね～」

　ガチャ。

　茜の目の前で扉とびらが閉しめられた。




「ちょっと、ひどいじゃない！　Ｓ＆Ｓの運命がかかってる時に！　どうして、どうしてあたしだけ仲間はずれなのよ！」

　追い出されたことで珍めずらしく荒あれた茜は、スタジオの扉をガンと蹴けった。

　と、そこへ。

「あれ、アカネちゃん？」

　Ｓ＆Ｓの番組を数多く受け持つ辣らつ腕わんプロデューサー、澤さわ和かず枝えが茜の姿すがたを見つけて近ちか寄よってきた。

「お、おはようございます、澤さん。あれ？」

　笑え顔がおを作って振ふり向いた茜は、澤の横に、黒ブチ眼鏡めがねの小学生らしい少年がくっついているのに気がつく。

「ああ、これ、うちの子。直なお人とっていうの。今日は月に一度の面会日」

「今日は、女郎花おみなえしさん。お噂うわさは母からかねがね」

　澤に促うながされ、直人はペコリと頭を下げた。

　茜は、澤が離り婚こんしていたことを思い出す。

「澤さんって、こんなに大きなお子さんがいたんですか？」

「またまた～、アカネちゃん嬉うれしいこと言ってくれちゃって～」

　澤は茜を肘ひじで小こ突づく。

「母さん、お世辞ですよ。あまり本気に取らないように」

「お世辞じゃないよ。澤さん、ほんとにキレイだもの」

　茜は屈かがんで視し線せんを直人の高さに合わせる。

「こ、この子、頭はいいんだけど、どうも子こ供どもらしくなくって」

「成せい績せきは確たしかにトップから落ちたことはありませんが、塾じゆくでも学校でも、無ぶ難なんに人間関係を築きずいています」

　直人は言ってのけた。

「……なんか、ニコちゃんみたいですね」

「そうそう、よく似にてる」

　と、その時、澤の携けい帯たいの着メロが鳴った。

「はい？　……なによ、そっちで何とかなんないの？　……分かった、行くわよ」

　澤は携帯を切って振り返ると、手を合わせてウインクした。

「アカネちゃん、悪い！　この子、ちょっと預あずかっててくれない？」

「へ？」

「三十分でいいから！　抜ぬけられない用事ができちゃったのよ！」

「僕、父さんのところに帰ってもいいですよ？」

　直人は澤を見上げる。

「そんなこと言わないの！　せっかくの面会日なんだから！　今夜は一いつ緒しよに食事するって約束したじゃない！」

「ですけど、母さん……」

「いいから！　すぐに戻もどってくるから、逃にげるんじゃないわよ！」

　澤はまるで悪役の捨すて台詞ぜりふのような言葉を吐はくと、小走りでエレベーターに向かった。

「……申し訳ありません、母がわがままを言って」

　直人は茜を振り返って頭を下げた。

「そ、そんなことないよ」

　と、顔の前で手を振る茜。

「今日だって、忙いそがしいなら面会日を変えれば済すむことなんです。それを無む理り矢や理り会おうとするから」

　直人はため息をつく。

「まあ、これも親おや孝こう行こうですね」

「それで、えっと……どこに行こうか？」

「どうぞ、お仕事に専せん念ねんしてください。僕はそばで見学させていただきますから」

「うん、今日は『ミステリー・プロファイル』の収しゆう録ろくなんだけど、なんだか関係者以外非ひ公開みたいなんだよね。だから、別の番組、見学させてもらおうか？　確かこの時間、天気予よ報ほうが……」

　茜は顔見知りのスタッフがいる番組を探さがして、歩き出した。

　しかし、その十五分後……。




　ドンガラグッシャ～ン！

　機材を足に引っ掛かけて倒たおし、物もの凄すごい音を立てた茜を、スタッフ一同がまたかという表ひよう情じようで振り返った。

「ご、ごめんなさ～い！」

　ここは天気予報のスタジオ。

　この間、気象予報士の資し格かくを取ったばかりの弓ゆみ塚づか亜あ希き美みが、引きつった顔で出口の方を指さした。

「アカネちゃん……退たい場じよう」

「……女郎花さん、どうも僕たちがいると御ご迷めい惑わくなようです。ここを出ましょう」

「ど、どうも～」

　茜は直人に手を引かれて、そそくさと退散した。

　これで追い出されるスタジオは、十五分間で三か所目である。

「……こんな風に追い出されること、たまにあるんですか？」

　廊ろう下かに出ると、直人は茜を見上げ、鋭するどい質しつ問もんをした。

「いやあ～、いつもはもっと……ひどいかも」

　ちょっと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった、茜は話題を変える。

「ねえ、澤さ……お母さんと別々に暮くらしていて、君、さびしくない？」

「僕が一緒にいたら、あの人、再さい婚こんもできませんからね。父さんと暮らしている方がいいんです。新しいお母さんとも、そこそこうまくやってますし」

　直人は壁かべの館内案内に目を遣やる。

「あの人が三十分といったら、一時間。あと四十五分ほどあります。十六階の食堂で待ちましょうか。珈琲コーヒーでよければ、おごりますから」

「うう、すみませ～ん」

　もちろん、月給九十五円の茜には、直人に奢おごる持ち合わせはなかった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「さて、謎なぞ解ときを始めましょうか？」

　スタッフが緊きん張ちようした面おも持もちで動き回るＢスタでは、セットに上がった一心たちに向かって、琴子がマイクを通して話しかけていた。

　ライトが当てられ、大型の集音マイクと三台のカメラが向けられているセットから少し離はなれた位置で、琴子は別のカメラで胸むねから上を撮とられている。

「今度も俺おれたちと一緒にＴＶに映うつる気はないんだな？」

　琴子が車くるま椅い子すであることについて、玲からは聞いていなかったが、一心は特別驚おどろきもしなかった。

「その件けんに関して、何かあなたに説明するつもりはないわ」

　琴子は続けた。

「まず、分かっている事実を確かく認にんしましょう。ゴミ収集所の小ぼ火やから始まった連続放火事件。その現げん場ば近くには、必ず〝ＰＹＲＯ〟の文字が残されていた。ここまではいい？」

「ああ」

　一心は同意する。

「パイロとは炎ほのおのこと。パイロマニアといえば、放火魔まを指すんだろ」

「私たちは、被ひ害がい者しや全員と何らかの関かかわりを持つ芸げい能のう人じんを調べ上げたわ。そして、浮うかび上がってきたのがこの二人よ」

　琴子はパチリと指を鳴らした。

　すると。

「ど、ど～も～」

「いやあ～、またこの番組にゲストで呼よんでもらえるなんて嬉うれしいなあ」

　ＡＤに導みちびかれ、柿かき沢ざわと谷たに、パティスリーの二人がスタジオに入ってきた。

「さあ、ステージに上がって」

　琴子は、事前に何も聞かされていない二人に指し示じする。

「は、はい？」

「こっちすか？」

　空気が重苦しいことに気がついた二人は、さっさと言われた通りに移い動どうした。

　バチン！

　スポット・ライトが、パティスリーを捉とらえる。

「さて、パティスリーのお二人」

　琴子は演えん出しゆつを意い識しきした口調で二人に話しかけた。

「あなたたちは、パイロを名乗る連続放火魔のことはご存ぞん知じ？」

「へっ？」

「何ですか、それ？　……ひょっとして、この前の収しゆう録ろくの時に話に出た事件？」

「かなあ？」

　顔を見合わせる谷と柿沢。

「あら？」

　琴子は玩具おもちやで遊んでいるような顔になる。

「知らない訳わけがないわよね。だって、パイロが狙ねらった場所、みんなあなたたちがよく知っている人の家だもの」

　琴子と視し線せんを交かわした響ひびきがモニターを操そう作さし、リストを映し出す。

　それは、一心が法のり月づきから手に入れたものとほぼ同じものだった。

「最初にゴミ収集所からの出火で塀へいを焦こがされたのは、あなたたちが前に出ていた番組のディレクターの家。確たしか、彼にはスタッフの目の前で罵ば倒とうされたようね。お前たちなんか、売れる訳がないって」

「………」

　柿沢が目を伏ふせた。

「二番目に火をつけられたバイクの持ち主は、ＡＤのひとり。露ろ骨こつにあなたたちと他の芸能人を差別したＡＤよね？　次は、声をかけたのに相手にされなかったタイム・キーパー。それから、別の局の番組だけど、先せん輩ぱい面づらをして威い張ばり散らしたお笑い芸人。そのあとも小さな嫌いやがらせのような放火が続いて、マンションの事件で狙われたのは、番組からあなたたちを下ろしたプロデューサーの部屋だった……」

「ぐ、偶ぐう然ぜんじゃないのかな？」

　強こわ張ばった笑え顔がおを作る谷。

「偶然？　パイロのターゲットになった家に住む人間すべてと接せつ点てんを持つのは、あなたたちしかいないのよ。あなたたちのマネージャーでさえ、タイム・キーパーやアシスタントの女の子に肘ひじ鉄てつを食らったことは把は握あくしていなかったのだから」

　琴子は車椅子を回し、一心の方を振ふり返る。

「……意外と驚おどろかないようね？」

「まあな。俺たちも同じ糸を手た繰ぐっていたからな」

　一心は肩かたをすくめて答えた。

「もっとも、こっちも犯はん人にんの見当はついているが、本当の動機が分からない」

「本当の動機？　売れない芸人の逆さか恨うらみ。動機としては、それで十分じゃないかしら？」

「そうかな？　にしては凝こったことをするよな？　それも手口は次し第だいに巧こう妙みように、そして派は手でになってゆく」

「この手の連続犯はそうしたものでしょう？　自分の手て際ぎわに酔ようのよ」

　琴子は断だん言げんした。

「ともかく、犯人はこの二人のうちのひとり。九回の放火のうち、三回、現場近くで目もく撃げきされているの。それに、その誰だれかさんは、純じゆんくんの前で口にしているのよ。犯人しか知り得ない事実をね」

「あ、あの！」

　宏太が手を挙げて質しつ問もんする。

「僕ぼくたちが犯人だと思ってる人と、琴子さんが犯人だと指し摘てきした人が同じ場合、どっちの勝ちになるんです？」

「そんなの、後から同じでしたって言うことができるだろっが。俺たちの方が先に犯人を突つき止めた。こっちの勝ちだ」

　純が言い張った。

「じゃあ、こちらが先に犯人を指摘してもいい」

　と、士郎。

「おい、パティスリーをここに連れてきたのは俺たちだぞ！」

「こうしよう」

　響が提てい案あんした。

「イッシンくんが今、犯人の名前を書きとめる。琴子くんが犯人を指摘し、それが真犯人で、かつ、メモと一いつ致ちしていれば、引き分け」

「と、引き分けの場合は……」

　亨とおるの顔を見る宏太。

「それはトオルくん次第じゃないかしら？」

　琴子も同じように亨を振り返る。

「引き分けなら……」

（帰る場所はない、か……）

　沈ちん黙もくを保たもっていた亨が、響の言葉を思い出しながら口を開いた。

「……俺はプラティウムに行く」

「え～っ！」

「………まあ、それでもいいさ。お前自身が決めたことならな」

　一心は感かん情じようを押おし殺した声でそう告げると、響から渡わたされたメモにひとりの人物の名を書きとめ、二つに折って机つくえに置いた。
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　小さな炎ほのおが、十一階東側、報ほう道どう部ぶ資し料りよう室しつのキャビネットの中で生まれた。

　炎はファイルに収おさめられた資料を喰くらい、次第に成長していった。

　そして、キャビネット最さい下か段だんの資料の束を焼き尽つくすと、さらに上の段と隣となりのキャビネット内の資料を焦こがし始める。

　キャビネットを支ささえるプラスティックの部品が熱で融とけ、前方に傾かたむいたキャビネットの引き出しが開く。

　開いた引き出しから火の粉が舞まい上がり、すぐそばの机に置かれたメモ用紙に引火して、そこからメラメラと明るい炎が立ち上る。

　成長し力を増ました炎はさらにカーテンに飛び火し、数分後には壁かべ紙がみがめくれ上がりながら有毒ガスを発して燃もえ始めた。

　四方の壁がオレンジ色の炎に包まれるまで、十分とかからなかった。

　また、ほぼ同じ頃ころ。

　同じ階の西側、非ひ常じよう口ぐち前の給湯室でも、炎が四方の壁を舐なめつつ成長を続けていた。
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「クラドックとアレクセイの結びつき……パイロの背はい後ごにいるアレクセイ……だが、クラドックとパイロはどう結びつく？　放火殺人とクラドックの利害はどこで一致する？」

　安楽椅い子すに寄よりかかり、目を閉とじた玲は考えていた。

　こんな時には邪じや魔まをしない方がいいことを知っているニコルは、静かにハーブ・ティーを淹いれてそっと脇わきのテーブルに置く。

「……ここでジッとしているのもイラつくもんっスね」

　七瀬は窓まどの外の月を眺ながめながらつぶやく。

「仕方がないよ。結ゆう城きさんもいろいろと動き難にくい環かん境きようにいるようだからね」

　瞳ひとみを閉じたまま、玲は答える。

「にしても遅おそいっスよ、あのバカ上司。イッシンくんたちの謎なぞ解とき、始まってるっていうのに」

　と、その時。

「……レイ、来たわ」

　ニコルがプリンターを指さした。

　椅子をそちらの方に向け、プリンターから吐はき出される紙を手に取る。

「……何をユウキに頼たのんでいたの？」

　覗のぞき込こむニコル。
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「この数日間、クラドックが接せつ触しよくした人間の資産リスト。かなり不十分なものだが、ラショーモンに頼んでおいたリストと重ね合わせれば、そこそこ信しん憑ぴよう性せいの置けるものとなる……」

　玲はそういい、キャビネットから取り出したラショーモンのリストと見み比くらべる。

「……ようやく、全ぜん貌ぼうが明らかになってきたな」

「な、何か分かったんスか！」

　背せ中なかから抱だきつく七瀬。

「離はなれなさい！」

　ニコルが二人の間に強ごう引いんに入り込む。

「ほら、この人たちの保ほ有ゆうする株かぶの銘めい柄がらに注目して」

　と、玲。

「……これって？」

「まさか？」

　信じられない、といった顔になるニコルと七瀬。

「その通り。今までのパイロの犯はん行こうは、これから行われる最大の犯はん罪ざいへの布ふ石せきにしか過すぎなかったんだ」

　玲は立ち上がった。

「七瀬さん、車を。急がないとイッシンたちが危あぶない」
















業ごう火か










「柿かき沢ざわ憲のり弘ひろ、あなたがパイロの正体よ」

　琴こと子こは絶ぜつ対たいの確かく信しんを持って、柿沢を指さした。

「あなたは八番目の事じ件けん、首都高で芸げい能のうリポーターの車が炎えん上じようした事件で、〝ＰＹＲＯ〟のメッセージが現げん場ば近くの支し柱ちゆうに書かれていると言った。でもね、そのメッセージ、まだ警けい察さつも発見していなかったのよ」

「………」

　無言の柿沢に、みんなの視し線せんが一いつ斉せいに集まる。

「イッシンくん」

　響ひびきが言った。

「君の番だ。君がそこに書いた名前を見せてくれないか？」

「ああ」

　一いつ心しんはメモをめくり上げると、ＴＶカメラの前に突つき出した。

　と、その時。

「み、み、み、み、みなさん！」

　メイク係の女の子が、慌あわてた様子で飛び込んできた。

「ひ、避ひ難なんしてください！　火事が起きたみたいです！」

「どこだ!?」

　問い質ただす一心。

「ど、どこって、あの？」

「落ち着け！　どの階で火事なんだ!?」

「す、すぐ下の階、だと思います！　廊ろう下かに煙けむりが流れてきてて……」

「コータ、確かく認にんしろ！」

「はい！」

スタジオを飛び出した宏こう太たは、すぐに戻もどってきて報ほう告こくした。

「一番近い西側の非ひ常じよう口ぐちは、煙けむりがいっぱいで通れませんよ！」

「何で警報装そう置ちが作動してないんだ!?」

　警けい備び室しつに電話をかける士し郎ろう。

「まさか!?」

　響が柿沢の方を振ふり返る。

「これもお前の!?」

「くっ！」

　柿沢は純じゆんを突き飛ばすと、廊下に向かって駆かけ出した。

「逃にがさないで！」

　琴子の声に反はん応のうし、柿沢を取り押さえようとする警備員たち。

　だが。

「逃げろ！　このままじゃ焼け死ぬぞ！」

　谷たにが叫さけぶ。

　この声をきっかけにパニックに陥おちいったスタッフが、一斉にスタジオの出口を目指して走り始めた。

「ど、どけ！　ボクが先だ！」

　先頭を切って逃げるのは、顔を蒼そう白はくにした船ふな尾おプロデューサー。

　殺さつ到とうした人の波が、柿沢を取り押さえようとしていた警備員を弾はじき飛ばす。

「放せ！」

　柿沢は警備員を振り払はらうと、スタッフにまぎれて逃げ出した。

「待て！」

　スタッフをかき分けて柿沢を追おうとする一心。

「イッシン！」

　その腕うでを、士郎がつかんだ。

「ここからみんなを誘ゆう導どうするのが先だ！　警備室でも出火場所は確認できていない！　落ち着いて行動するんだ！」

「……ちっ！」

　一心は足を止め、転んだタイム・キーパーの女の子を助け起こした。

「はい、落ち着いて！　使えないのは西の非常階かい段だんだけですから！　安心して！」

「整列しろ！　誰だれか倒たおれてたりしてないか!?」

　宏太と亨とおるが、逃げ遅おくれたスタッフの整理に当たる。

　一方、最初にスタジオを飛び出した人々の群むれに、プラティウムと琴子は巻まき込まれていた。

「エ、エレベーターだ！」

　エレベーター・ホールに向かって走る船尾。

　みんなは船尾に従したがって、最初に来たエレベーターに雪な崩だれ込む。

「響！」

「仕方がない！　柿沢のことは下りてから考えよう！」

　スタッフに揉もみくちゃにされながら、プラティウムの二人もエレベーターに乗った。

「きゃあ！」

　閉とじかけるエレベーターの扉とびらの前で、誰かに突き飛ばされ、車くるま椅い子すから投げ出される琴子。

「くそ！」

　純は一いつ瞬しゆんためらったものの、琴子の身体からだをエレベーターの中に引き込む。

「……ふう」

　エレベーターが動き出すと、船尾がようやく安あん堵どのため息をついた。

「ああ、君たち、無事でよかった」

　プラティウムと琴子が同じエレベーターに乗ってることに気がつき、船尾は笑え顔がおを作る。

「犯はん人にんを警けい察さつに突つき出すところまではいかなかったけれど、取り敢あえず、ゲームは君たちの勝ちだな」

「ええ、これも船尾さんの協力のお陰かげですよ」

　響も偽いつわりの笑顔で答える。

　と、その時。

　ガクンッ！

　照明が消え、エレベーターが停止した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　警備室が火か災さいに気がついたのは、士郎から連れん絡らくが入ったのとほぼ同時だった。

「火災報ほう知ち機きが働いていない!?」

「どうやら防ぼう犯はんカメラも故こ障しようしているようです！」

　それまでのんびりと構かまえていた警備員たちの間に、緊きん張ちようが走る。

「館内放送で全員を避ひ難なんさせるんだ！　それと、消防署しよ！」

　ベテランの警けい備び員いんが怒ど鳴なった。

　しかし。

「……あの」

　火災時の放送のテープを流そうとしていた警備員がベテランを振ふり返る。

「どうした!?」

「館内放送が……切られています」

「……冗じよう談だんじゃない。設せつ備びの点てん検けんは怠おこたってないぞ」

　ベテラン警備員は天を仰あおぐと、警備員全員を各階に走らせた。




「こっちの非ひ常じよう階段もダメだ。もう煙けむりと火が回っている」

　東寄よりの非常階段を見に行っていた士郎が、戻もどってきて報ほう告こくした。

「エレベーターも止まってるよ！」

　と、宏太。

　これで残されたのは、南と北の非常階段だけということになる。

「エレベーターには、誰だれか乗ってんのか!?」

　一心は、残されたスタッフの方を振り返る。

「さ、さっき真っ先に乗り込こんだ連中が！」

　照明係が手を上げて言った。

「プラティウムの二人と栗くる栖す琴子さんも乗っています！」

　メイクの子が付け足す。

「……十二階！　助けに行く！」

　一心はエレベーターが停止している階を確かく認にんすると、南側の非常階段に向かって走り出した。

「あの馬ば鹿か！　トオル、コータ！　お前たちは他ほかのみんなを誘ゆう導どうしてくれ！」

　一心の後を追う士郎。

「わ、分かりました！」

　宏太はうなずくと、この階に残っている出しゆつ演えん者しややスタッフの人数の確認を始めた。
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　同じ頃ころ。

　十六階の茜あかねも出火に気がついて、非常口を探さがしていた。

　最初はエレベーターを待っていたが、どれも同じ階に停止したまま動かない。

　仕方なく、同じ階に居い合あわせた他の人たちのように、非常階段に向かうことにした。

　だが、まだ茜はこの新社屋の構こう造ぞうがよく分かっていない。

　人の流れを見て、あっちに行ったりこっちに行ったりを繰くり返しているのだ。

（うう、すぐ下の階には大だい地ちくんがいるのに～）

「女郎花おみなえしさん、非常口はたいてい廊ろう下かの突き当たりだよ」

　オロオロとうろつき回る茜を見上げて、直なお人とは言った。

「そ、その突き当たりって？」

　年上の威い厳げんもなく、直人に頼たよる茜。

「……たぶんこっち」

　直人は茜の手を引っ張ぱって歩き始める。

　そこから十メートルも離はなれていない食堂の調理室では、新たな炎ほのおが産うぶ声ごえを上げていた。




　消防署からの第一陣じんが現げん場じように到とう着ちやくしたのは、通報から六分後のことだった。

「あの高さ、か……」

　十一階の窓まどから噴ふき出す炎を見て、ベテランの消防士長は息を飲む。

　燃もえているのは、西側と東側の非常口近くの部屋のようだ。

　消防車とほぼ同時に到着したパトカーの警官が、逃にげてくる人々を誘導し、怪け我が人を救急車へと導みちびく。

　死者三十三人を出した昭和五十七年のホテル・ニュージャパンの火か災さいに匹ひつ敵てきする規き模ぼの大火災と判はん断だんした消防士長は、すぐに第二、第三出動を要よう請せいした。
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「理さと子こさん！」

「トオル……くん？」

　スタッフを誘導して屋上に向かっていた亨と宏太たちは、報道局から避難してきた理子や亜あ希き美みと階かい段だんで鉢はち合あわせした。

「「どうしてここへ？」」

　亨と理子は同時に言った。

「えと、屋上の方が近いから……」

　理子は目を伏ふせる。

「こっちも同じだ」

　うなずいた亨は、理子が脚あしを引きずっているのに気がついた。

「どうしたんだ？」

「逃げてくる時、ちょっと……」

「ほら」

　亨は理子の肩かたに手を回し、抱だきかかえるようにする。

「な、何を！」

「何を、じゃないだろ？　屋上に避ひ難なんすんだよ」

「……離しなさい」

　小声になる理子。

「嫌いやだ」

「駄だ目めよ」

「今はそんなこと言える状じよう態たいじゃないだろ？」

　亨はささやき返す。

「……ごめんなさい……本当に」

　それ以上抵てい抗こうがないのを見て、亨は理子の肩を抱いたまま階段を上り始めた。

「……なんなんでしょう、あの恥はずかしいくらいに初うい々ういしい二人は」

　吹ふき出しそうになるのを、頰ほっぺたを丸くして堪こらえる亜希美。

「……後こう輩はいのクセに、初々しいところゼロですもんね、亜希美さんの場合」

　宏太は白い目で亜希美を見る。

「人のことが言えるかああああっ！」

　ローファーのハイ・キックが、宏太の後頭部にヒットした。
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　十二階まで駆かけ下りた一心はエレベーター・ホールに出ると、分ぶ厚あつい扉とびらに手をかけた。

「くっ、開け！」

　やや遅おくれてきた士郎がそれに手を貸かす。

　二人がかりで開いた隙すき間まに一心が腕うでをこじ入れ、士郎がそばにあった消火器を挟はさんだ。

　三十センチほど低い位置で停止していたエレベーターから、黒い煙けむりが漏もれ出してくる。

「出ろ！」

　一心は足を使って大きく扉を開いた。

　中にいたスタッフたちが転がるように脱だつ出しゆつする。

「た、助かった～」

　真っ先に無様な姿すがたで這はい出してきたのは、船尾プロデューサーだ。

「おい、無事か！」

　一心は床ゆかに腰こしを下ろしている人たちの中にプラティウムの二人と琴子の姿を見つけ、声をかける。

「琴子を……」

　純は咳せき込んで後ろを指さした。

「ほら、しっかりして」

　士郎がエレベーターに飛び込み、琴子の身体からだを引き起こす。

「おい」

　響に手を差し出す一心。

「離はなせ！」

　響はその手を乱らん暴ぼうに振ふり払はらった。

「響？」

　初めて見る、響の険けわしい表ひよう情じよう。

　一心は眉まゆをひそめる。

「……僕ぼくは大だい丈じよう夫ぶだ。他ほかのみんなは？」

　響はエレベーターから出て、大きく深しん呼こ吸きゆうをしてから、いつもの温和な顔に戻もどる。

「……あ、ああ。みんな生きてるぜ。十二階でエレベーターが停止したところをみると、出火はすぐ下の十一階だな」

「とにかく、脱出しよう。ありがとう、イッシンくん」

「そうだな」

　一心は響の態たい度どに違い和わ感を覚えながらも、うなずいた。
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　地上では、管区と近きん隣りんの署しよから、数多くの消防車両が集まりつつあった。

　散水のためのポンプ車やはしご車をはじめ、夜間に現げん場じようを照らすための照明電でん源げん車しや、レスキュー車、泡あわで酸さん素そを遮しや断だんして消火する大型化学車、指し揮き車となる防ぼう災さい機動車などがすでに作業にかかっている。

「火元より上の階にいた人たちは、屋上に避難したようです」

　消防士のひとりが消防士長に報ほう告こくする。

「外階かい段だんで下りられないのか？」

「そ、それが、出火とほぼ同時に破は壊かいされたようで……」

「破壊？　どういうことだ？」

「それは……」

　訳わけが分からないといった顔をする消防士。

「こいつは厄やつ介かいなことになりそうだな」

　消防士長は、総そう指揮を執とる消防司令に知らせるため、指揮車に向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「よかった、ここはまだ煙が来ていない。地上まで下りられそうだ」

　南の非ひ常じよう階段に着いたところで、響は手すり越ごしに下の階を見下ろした。

「どうする、イッシンくん？」

「出火した十一階より下は、大丈夫として……」

「問題はこの真上の十三階と十四階だな」

　一心と士郎が顔を見合わせる。

「一いち応おう、逃にげ遅おくれた人間がいないか、確かく認にんに行くか？」

「そうだな」

「君たち、そこまでする必要はないだろう!?　救助を待とう！」

　震ふるえながら悲鳴に近い声を上げたのは、船尾プロデューサーだ。

「そうしたいって気もあるんだがな。自分で確たしかめないと気が済すまない性せい格かくなんだよ」

「あのさ、響？」

　純が響を振り返り、何か言いかけた。

　響は純の頭を抱かかえて引き寄よせ、耳元にささやく。

「このまま、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーにだけいい格かつ好こうをさせておく訳にはいかない」

「……分かった」

　純がホッとした表情でうなずくと、響は一心を振り返って言った。

「僕たちも残るよ」

「手分けして捜さがした方がよさそうだろ」

　と、純も付け足す。

「わ、私も！」

「俺おれたちも」

　その場にいたスタッフのほとんどが、一心たちとともに逃げ遅れた人を捜すために残ることを申し出た。

　しかし。

「ボ、ボクは行かないぞ！」

　船尾ひとりが、下へ逃げると言い張はった。

「そんなのは警けい備び員いんか消防署の仕事だろう！」

「じゃあ、琴子さんを連れて先に下りてくれないか？」

　一心は呆あきれながらも提てい案あんする。

「じょ、冗じよう談だんじゃない、そんな足手まといをだと！」

　船尾は鼻を鳴らし、スタッフに支ささえられている琴子に侮ぶ蔑べつの視し線せんを向けた。

「……あんた、この子でずいぶん視し聴ちよう率りつを稼かせいだじゃないか？」

「そんな娘むすめ、助けてやる義ぎ理りはない！　ちょっと見た目と頭がいいだけの役立たずを、番組で使ってやったんだ！　こっちが感かん謝しやして欲ほしいくらいだ！」

「……！」

「まあまあ」

　船尾の胸むな倉ぐらをつかもうとする一心を、士郎が下がらせる。

「船尾Ｐプロデユーサー、もう行っていただいて結けつ構こうですよ。この女じよ性せいは俺が預あずかります」

「そ、そうか！　いや、助かる！　今度、君で一本企画を考えておくよ！」

　船尾はひとり、階かい段だんを駆かけ下りて行った。

「………」

　琴子は強こわ張ばった顔でそれを見送る。

「さあ、行くか」

　士郎は肩かたをすくめると、軽々と琴子を抱だき上げた。

「え？」

　何が起きたか分からずに、啞あ然ぜんとした表ひよう情じようになる琴子。

「階段だと、この方が楽だからね」

「おい、そいつは俺たちの……！」

「任まかせて置きゃいいさ」

　止めようとする純の肩に、一心が手を置いた。

「あいつは女の子の扱あつかいに慣なれてるからな」

「ひとをまるでナンパ男みたいに……」

　傷きずついたような顔になる士郎。

「近いだろ？」

　と、一心がニッと笑い、階段を上り始めたその時。

　ドーン！

　凄すさまじい爆ばく発はつ音がしたかと思うと、一いつ瞬しゆん後ご、コンクリートの塊かたまりと捻ねじ曲がった鉄てつ骨こつが頭上から降ふり注いできた。

「きゃっ！」

　士郎の胸むねにしがみつき、悲鳴を上げる琴子。

　人間の頭ほどもあるコンクリートの欠片かけらが、階段に当たって跳はね、思わぬところに飛んでゆく。

「ちっ！」

　一心は階段を駆け上って、落下してきた巨きよ大だいな鉄骨を避よけた。

　グワアアアーン！

　背せ中なかを掠かすめた鉄骨は、すぐ背はい後ごの手すりと階段を捻じ曲げて破は壊かいし、凄まじい音が狭せまい空間に反はん響きようする。

「みんな、走れ！」

　振ふり返って叫さけぶ士郎。

　プラティウムやスタッフは、不安定に振しん動どうするスチール製せいの階段を、全速力で駆け下りた。

　階段の一部が崩くずれ出し、そのまま下に落下してゆく。

「伏ふせて！　壁かべ際ぎわに！」

　壁に張りつき、姿し勢せいを低くして落ちてくるコンクリートを避ける一心や士郎たち。

「きゃああああああーっ！」

「もう駄だ目めだーっ！」

「ひいいいいっ！」

　絶ぜつ望ぼうと恐きよう怖ふの悲鳴が、階段の瓦が解かいする音と混まじって飛び交かう。

　そして。

「ふう……」

　ようやく落下が収おさまった時。

　一心と士郎の間の、ほぼ一階分の階段が崩ほう落らくし、飛び越こえることが不ふ可か能のうな距きよ離りの空間ができていた。

「……十六階。食堂のあるところか。ガスに引火したな」

　爆発が起こったらしい方向を見上げる士郎。

「俺は上に向かう！　シロー、お前はその人たちの誘ゆう導どうを頼たのむ！」

　下にいる士郎に向かって、一心は怒ど鳴なる。

「……分かった、無理するなよ！」

　ロープさえないこの状じよう況きようでは、士郎が一心にしてやれることは何もない。

「死ぬなよ！　また後でな！」

　琴子を背負い直した士郎は、パニックに陥おちいりかける避ひ難なん者しやを何とか宥なだめながら、階段を下りてゆく。

　煙けむりと熱が、耐たえ難がたいほどひどくなってきていた。
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「遅おそかった」

　七なな瀬せのＢＭＷから飛び下りた玲れいは、燃もえ上がるＴＶ局を目まの当たりにして眉まゆをひそめた。

「携けい帯たいは？」

　七瀬はニコルを振り返る。

「……イディオットあのバカ！」

　玲に続いて車から下りたニコルは、罵ののしりの言葉を吐はく。

「さっきは本番中で、今度は他ほかの誰だれかと通話中！」

「アカネちゃんには、かけてみたっスか？」

「あの人の皮を被かぶったミツユビナマケモノは大たい抵てい、バッテリーを切らせてるけど……」

　それでも一いち応おう、かけてみるニコル。

「……ああ、やっぱり駄目」

「とにかく、Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーを探さがそう」

　玲は救助者が運び出されている方に向かった。
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「さてと、今度は自分の心配をしなくちゃな」

　屋上を目指して一心が階段を上りかけた時、携帯が振動した。

『イッシン？』

「……澤さわさん？」

　それは澤プロデューサーからのものだった。

『直人がそっちにいない!?　見つからないの！』

　いつになく不安げな声。

『アカネちゃんと一いつ緒しよにいたはずなんだけど』

「今、あんたは!?」

『下よ。ロビーにいたから、すぐに避難できて。でも、誰に聞いても、直人たちはこっちに下りてきてないって！』

「……屋上に避難したかもしれない。コータたちと連れん絡らくとってみるから、心配すんなよ」

　一心は携帯を切った。
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　屋上では、亨と理子が転落防ぼう止しのフェンス越しに地上を見下ろしていた。

「この高さだと、はしご車もとどかないわね」

「ああ、ヘリを待つしかないな」

　星の明かりを遮さえぎる黒こく煙えん。

　サイレンが響ひびき渡わたり、冷たい夜風が頰ほおに横よこ殴なぐりに吹ふきつける。

　亨は理子の肩かたに上着をかけた。

「脚あしは？」

「平気。ちょっとひねっただけ」

「あ～、いいな～理子先せん輩ぱい」

　うらやましそうに指をくわえたのは、亜希美である。

「この人、状況を理り解かいしてるのかな？」

　呆あきれる宏太。

「コータ、お前の方は？」

　亨は振り返った。

「僕ぼくは元気そのものです！」

　宏太は両手をブンブンと振ふってみせる。

「それに、いざとなったら、イッシン先輩が助けに来てくれますからね！」

「……前から思ってたんだが、なんでお前はあの馬ば鹿かをそう信じられるんだ？」

「あ～、それ、あたしも疑ぎ問もん！」

　亜希美が手を挙げる。

「……僕がＳ＆Ｓに入る前のことですけど」

　宏太はほんの少し考えてから、亨の足元にちょこんと座すわった。

「僕、小さい時から子役でＴＶに出ていたでしょ？　目立つからって、いじめられることも多かったんです」

　それは宏太の口から初めて聞く身の上話だった。

「いじめに耐たえ切れなくなると親に言って、学校を替かえさせてもらって。しょっちゅう転校を繰くり返してたんです。今の中学に入った時も、他の先輩たちから呼よび出されて殴られました。けど、そこにちょうど、イッシン先輩が通りかかって、その先輩たちを叩たたきのめしてくれて。そして……」

　宏太は空を見上げた。

「泣いてる僕に、こう言ったんです。『自分が悪くないと信じているなら、逃にげるんじゃない。言いたいことを相手にぶつけてやれ』ってね。あれ以来、何にも囚とらわれず自由に生きるイッシン先輩は、僕の憧あこがれなんです。だから、イッシン先輩が芸げい能のう界かい入りするって聞いた時に、前の事じ務む所しよを辞やめて、強ごう引いんに同じところに入れてもらったんですよ」

「ええ話や～」

　どこまで本気か、ハンカチを眼めに当てる亜希美。

「……そっか」

　亨は宏太の頭に手を置いた。

　その時。

『おい、そっちにアカネと澤さんちの男の子、行ってるか？』

　一心からの連絡が携けい帯たいに入った。

「ちょっと待て」

　亨は周囲を見み渡わたして確かく認にんする。

「……近くにはいないみたいだ。下に逃げたんじゃないのか？」

『下には行ってない』

「まさか、逃げ遅おくれた？」

『分からない！　ともかく、あいつのいそうなところを回ってみる！　そっちに姿すがたを見せたら連絡してくれ！』

「もう火が回ってる！　無む茶ちやすんな！」

　怒ど鳴なった時には、携帯はすでに切れていた。

「……言っても聞く馬鹿じゃないな。それに、俺おれがＳソーズ＆＆Ｓソーサリーをやめるって言ったことなんか、全然忘わすれてやがる」

　つぶやいた亨は、フェンスのそばに行き、理子に声をかけた。

「俺、ちょっとアカネたちを探さがしてくる」

「もう煙けむりが回ってるわ！　無茶よ！」

「それはさっき、俺がイッシンに言った台詞せりふだ」

「何を考えてるの！　あなた、消防士じゃないのよ！　煙の恐こわさを知らないでしょ！」

「不用意に吸すえば、死ぬことぐらいは知ってる」

「だったら！」

「アカネに何かあったら、あの馬鹿が悲しむからな」

「私はあなたに死んで欲ほしくないのよ！　……お願い、そばにいて！」

　理子はジャケットの襟えりをギュッとつかんだ。

「弟みたいに……なって欲しくないの！」

「ごめん」

　亨はそっと、理子を引き離はなす。

「けど、死なねえよ、俺は。まだ、理子さんと話したいこと、いろいろあるんだ」

「……好きにしなさい」

　理子は俯うつむき、肩かたを震ふるわせた。

「……死んだら、借りっ放しのゲーム・ソフト、返さないから」

「それは嫌いやだ」

　亨は一いつ瞬しゆん、理子の指に自分の指を絡からませると、背せを向ける。

　と、その時。

「……じゃあ、行きましょうか」

　階かい段だんに向かおうとする亨の前に、宏太が立った。

「お前……」

　眉まゆをひそめる亨。

「ＴＶ局内部の構こう造ぞうは、子役時代からＴＶ局が遊び場だった僕の方がよく分かってますからね。抜ぬけ道だって簡かん単たんに探せます。案内しますよ」

　宏太はぎこちなく笑う。

「けどな、死ぬかもしれないんだぞ？」

「さっき理子さんには死なないって言ったくせに」

「あれはだな……」

「イッシン先せん輩ぱいもアカネ先輩も、大切な仲間なんです。それに……、トオルくんも」

「……分かったよ」

　亨はうなずき、非ひ常じよう口ぐちへと向かいかけた。

　それに続こうとする宏太。

　しかし。

「悪いな」

　ガッ！

　突とつ然ぜん、無む警けい戒かいだった宏太の鳩みぞ尾おちに、亨のこぶしが振ふり向きざまに打ち込こまれた。

「ぐっ！」

　お腹なかを押おさえてしゃがみ込む宏太。

「……うぐぐぐぐっ！　な、何をするんですか！」

「やっぱ、ドラマと違ちがって、簡単には気き絶ぜつしないもんだな」

　床ゆかに転がる宏太の頰ほおを軽く叩たたくと、亨は亜希美を呼よんだ。

「こいつを頼たのむ。下に行こうとしたら、どっかそこらへんに縛しばりつけても構かまわないから」

「って、トオルくん！　……え、何？　これ、ど～ゆ～こと？」

　宏太を抱だき起こした亜希美は、訳わけが分からないといった顔で亨を見る。

「こいつに何かあったら、イッシンやシローに合わす顔がないんでね」

「なるほど！　コータくんを下に行かせなければいいのね！　合点承しよう知ち！」

　女子アナの入社試験の面めん接せつで技わざを披ひ露ろうしたことのある亜希美は、実は柔じゆう道どう初段。

　逃げようとする宏太を袈け裟さ固がためで押さえつける。

「ほれ、大人しくお縄なわにつけぃ！」

「く、苦しい！　死ぬぅ！」

　宏太には、別の意味で危き機きが訪おとずれていた。

「まあ、死なない程てい度どに頼む」

　亨は軽く手を振ると、非常階段を下りていった。
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　茜と直人は十五階に下りてきていた。

　だが、すでにそこには誰の姿すがたもない。

「け、煙けむい。四よ畳じよう半はんで秋さ刀ん魚ま焼いたみたい……」

　煙けむりが次し第だいに濃こくなってきているので、茜は直人の頭を押さえつけ、自分も姿し勢せいを低くした。

「……苦し」

　直人はつぶやき、足を止める。

「ほら、しっかりしなさい！」

　その手を引っ張ぱる茜。

「……もう置いていってください。僕は足手まといです」

　直人は咳せき込みながら、投げやりな態たい度どで壁かべに寄よりかかって座すわった。

「……ちょっと、休もうか」

　茜もその隣となりに腰こしを下ろす。

（あたしたち、もう助からないのかな……）

　正直なところ、どこへどう逃にげればいいのか、もう見当もつかない。

　直人がいなければ、茜はたぶん、膝ひざを抱かかえて泣いていたに違いない。

（大地くん……あと一度でいいから、大地くんに会いたいよ……大地くん……）

「そう。いつだってそうだったんです」

　茜が黙だまっていると、直人はポツリと言った。

「離り婚こんの時も、その前も。僕なんて……死んだ方がみんなにとって幸せなんです」

「……子こ供どもが死んで平気な親がいる訳ないよ」

　茜は立ち上がると、頭を振った。

「君さ、澤さんがあんたのことを心配してないなんて思ってるなら、成せい績せきはよくても大おお馬ば鹿かだよ」

「女郎花……さん？」

「世の中にはね、自分がもうすぐ死ぬって分かっていても、それをまわりに黙って、残り少ない命を削けずって、懸けん命めいにみんなのために戦っている人だっているんだよ！　諦あきらめた振ふりをするなんて、最っ低の甘あまえだよ！」

　涙なみだが零こぼれ落ちるのは、煙のせいだけではなかった。

　茜はしゃくり上げながら続ける。

「澤さんはね、君がここにいるって分かってれば、火の中に飛び込んでも君を助けようとするよ！　君がほんとに澤さんやお父さんたちのことを考えているなら、死んでもいいなんて言うな！　君は、絶対にあたしが助けるんだから！」

　茜が咳き込みながら、直人の頭をギュッと抱だきしめたその時。

「アカネちゃん？」

　誰だれかが茜の肩かたを叩いた。
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「アカネか!?」

　十三階の控ひかえ室をひとつひとつ開け、茜たちの姿を捜さがし回っていた一心は、七番目の控え室から廊ろう下かに出た時、煙の向こうで人ひと影かげが動いているのを見つけた。

「おい！　アカネ！」

　手を振って叫さけぶ一心。

　だが。

「……要救助者一名発見！」

　こちらに近づいてきたのは、オレンジの制せい服ふくを着たレスキュー隊員の一いち団だんだった。

「君、無事か！」

　若わかい長身のレスキュー隊員が一心に声をかけて、怪け我ががないかどうか確かく認にんする。

「俺は何ともない！　それより、このあたりのどっかに、高校生の女の子と小学生の男の子がいるはずなんだ！　見なかったか!?」

　一心は性せい急きゆうに尋たずねた。

「見ていないな。その子たちは我われ々われが捜そう」

　レスキュー隊員は頭かぶりを振り、仲間に合図して呼び寄よせる。

「おい、この子を下に！」

「さあ、君。あとはこっちに任まかせて」

　一心を運ぼうと、レスキュー隊員たちが集まってきて両りよう脇わきから腕うでをつかむ。

「よせ！　あいつらを見つけんのが先だ！」

　一心は彼らの手を振り解ほどこうともがいた。

「それはこっちの仕事だ！　気持ちは分かるが、これ以上邪じや魔まをするな！」

　年長の隊員が忍にん耐たい強く説得しようとする。

「あんたたちには関係ない！　あいつは……」

　一心は隊員のひとりの足を踏ふみつけると、その隊員が屈かがんだところを突つき飛ばす。

「アカネは、俺を待ってんだよ！　この建物のどっかで！」

　煙けむりの流れてくる方向に走り出す一心。

　最初に一心に話しかけた若いレスキュー隊員が、その足に飛びついて押し倒たおし、床ゆかに押さえつける。

「待て！　大人しく救助されろ、馬鹿ガキ！」

「放せ！」

　二人はもつれ合うように床を転がった。

　そのまわりを囲む他のレスキューたち。

「死にたいのか！　英えい雄ゆう気取りの素人しろうとが！」

　何とか一心を組み敷しいた若いレスキュー隊員は、耳元で怒ど鳴なる。

「火や煙っていうのはな、お前らが考えているよりずっと恐おそろしい化け物なんだ！」

「構かまうかよ！」

　なおもレスキューを押しのけようとする一心。

「アカネを助けられんなら……」

　一心は、自分よりひと回り身体からだの大きいレスキュー隊員をキッと見上げた。

「俺の、俺の命なんか、幾いくらでもくれてやるって言ってんだよ！」

「………………お前」

　若いレスキューは、一心の腕をつかむ力を緩ゆるめて立ち上がると、息を荒あらくしている仲間を振り返った。

「……おい、俺はこいつとこのあたりを見てから上に向かう。予よ備びのインパルスと呼こ吸きゆう器きを貸かせ」

「あんた？」

　一心は当とう惑わくの表ひよう情じようで立ち上がる。

「お前をほっぽってく訳わけにいかないだろが？　一いつ緒しよに捜さがしてやるよ」

　レスキュー隊員は、面めん体たいと呼ばれるマスクのついた圧あつ搾さく空気のボンベを背せ負おう呼吸器と、個こ人じん装そう備びの銃じゆう型がたをした消火装置、インパルスを一心に渡わたした。

「こいつはこの引き金を引けば、霧きり状じようの水が発はつ射しやされ、そう大きくない火なら消し止めることができる。撃うてる回数に制せい限げんがあるから、無む駄だ撃ちはするな」

　インパルスの操そう作さの仕方を教えるレスキュー隊員。

「なんで……俺に？」

「愛する女を捜すために命を張はろうなんてヤツに、手を貸さない訳にいかないだろ？」

　レスキューは笑う。

「あのな、そんなんじゃなくてな……！」

「いいから。行くぜ」

　レスキュー隊員は呼吸器のボンベを背負わせると、一心の前を歩き始めた。
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「玲さん！　よかった！」

　士郎は玲たちの姿すがたを見つけると、自分の方から駆かけ寄よってきた。

「シローくん、それ……」

　七瀬は士郎の額ひたいが切れて出血しているのを見て、ハンカチを取り出す。

「大したことないよ。落ちてきたコンクリートの欠片かけらがかすっただけで」

「シロー、傲ごう慢まんサッカー馬ば鹿かはどこ!?　一緒じゃなかったの!?」

　じれったそうに問い詰つめるニコル。

「途と中ちゆうで別れた。屋上に向かったはずだけど」

　ちょうどそこに、士郎の携けい帯たいが鳴った。

「……そうか……分かった。……じゃあ、風かざ峰みねのヘリを出して、屋上の救助に協力させる。またあとでこっちから連れん絡らくするからな」

「イッシンから!?」

　士郎が携帯を切ると、ニコルが間かん髪はつをいれずに尋ねる。

「いや、コータから。イッシンはアカネちゃんを捜さがしに行ったらしい。トオルもそっちに向かった」

「マイ・ゴッド……」

「七瀬さん」

　玲は声をかけた。

「このビルの詳くわしい図面、できれば完かん璧ぺきなブルー・プリントがいいが、単たん純じゆんな見取り図でも構わない。手に入れて欲ほしい」

「分かったっス！」

　ＴＶ局の警けい備び関係者を探しに、七瀬は走った。
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「あと捜してないのはこのあたりだけだな」

　一心たちは十四階へとやってきていた。

　この先はおそらく、小さなスタジオが並ならぶエリア。

　今まで探たん索さくしてきた場所よりも少し煙が薄うすい気がして、一心はほんの少し呼吸器を外してみる。

「ゲホッ！　ゲホッ！」

　ほんの少し空気を吸すい込こんだだけで、鼻の奥おくから喉のどが焼け付くような感覚が一心を襲おそった。

　一心は膝ひざを突ついて咳せき込む。

「面体を外すな！」

　前を進んでいたレスキュー隊員が慌あわてて戻もどってきて、強ごう引いんに呼吸器を一心の顔に押おしつける。

「見た目は煙が薄くても気を抜ぬくんじゃない！　不完全燃ねん焼しようで発生する一いつ酸さん化か炭たん素そ！　建材が燃もえる時に発生するさまざまな毒ガス！　下手すりゃ一息吸っただけで意い識しきがなくなるんだ！　そうすりゃ、俺おれはお前を運んでここを出なくちゃいけなくなる！　お前が助けたいと思ってる女も、助けられなくなるんだぞ！」

「……分かった。すまない」

　一心は立ち上がった。

「いくぞ」

　レスキュー隊員はさっきまで進んでいた道を指さす。

「こっちはダメだ。火が回ってる。別の道を探そう」
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　その頃ころ。

　ＴＶ局からそう遠くない高こう層そうホテルのスイート・ルームで、クラドックはブランデー・グラスを片かた手てにほくそ笑えんでいた。

「パイロは期待通りの仕事をしてくれたようだな？」

「ええ。株かぶ価かは半はん額がく、場合によってはそれ以下まで下落するでしょう」

　モバイルを操そう作さしながらアレクセイは答える。

「安い投とう資しでした」

「パイロと我われ々われの関係が、発覚する恐おそれはないのだろうな？」

「もちろんです」

「ふむ」

　窓まどの向こうに、炎えん上じようするＴＶ局の様子がよく見える。

「株価が暴ぼう落らくしたところで我わがクラドック・グループが全株数の半数以上を買い占しめ、筆頭株主になる。それによって役員会に我が社の役員を送り込むことが可か能のうになり、実じつ質しつ的にあの局をクラドック・グループの傘さん下かに収おさめる。素す晴ばらしいね」

「それによって、我々の組そ織しきも報ほう酬しゆうを得られる……」

　アレクセイは、ふと、尋たずねた。

「あなたは何な故ぜ、各国のメディアを支し配はい下かに置くことにこだわるんです？」

「分からないかね？　メディアはすべてを支配する。現げんに見たまえ、アメリカ政せい府ふはＴＶによる世よ論ろん操作で、あの馬鹿げた対イラク侵しん攻こうをテロリスト相手の聖せい戦せんに仕立て上げた。貿ぼう易えきセンタービルを破は壊かいしたテロリストとイラクのフセイン政せい権けんとの間には、何のつながりもないというのに」

　クラドックは笑う。

「ＴＶが悪と言えば、それは悪になる。ＴＶが流は行やるといえば、それは流行る。我々はだね、アレクセイ、罪つみを問われることなく人間を抹まつ殺さつし、人を憎にくませ、巨きよ万まんの富とみを手に入れ、戦争さえ簡かん単たんに起こして、世界を手玉に取ることが可能な玩具おもちやを手にしているのだよ」

「危き険けんな玩具、ですね」

「だから楽しいのさ」

　クラドックはグラスを掲かかげ、琥こ珀はくの液えき体たいの向こうに燃え上がるＴＶ局を見た。

「あれは……我々の成功を祝う篝かがり火びだ」
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　バーンッ！

「……今のは死ぬかと思った」

　すぐ後ろでフラッシュ・バックが起こり、危あやうく巻まき込まれかけた一心は、ゼイゼイ言いながら、壁かべを背せにして座すわり込んだ。

「死んでたまるかって。……ほれ」

　レスキュー隊員は隣となりに腰こしを下ろすと、息を整えながら防ぼう火か服の内側に手を突つっ込んで一枚まいの写真を取り出した。

　白衣の女の子と肩かたを組んで笑っている、自分の写真だ。

「へえ、きれいな子だな」

　写真を見た一心は、珍めずらしく素す直なおに言う。

「だろ？　二か月前から付き合ってるんだ。さあこれからって時に、死んでたまるかよ」

　レスキュー隊員は写真を戻もどした。

「だな」

　一心はうなずき、立ち上がる。

「行こうぜ。……にしても、ダセえ写真。今時、ハチ公前でピースサイン作って写真撮とるか？」

「放ほっとけ！」

　レスキューは笑って一心の頭を小こ突づいた。
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「谷さん！」

　自分の肩を叩たたいた人物を振ふり返った茜は、ほっと安あん堵どのため息をついた。

「君も逃にげ遅おくれたのかい？」

　谷は咳せき込みながら、あたりを見回す。

「……イッシンくんたちは？」

「それが、はぐれちゃって」

　茜は、直人と二人でここにいる事じ情じようを説明した。

「谷さんはなんでここへ？」

「僕ぼくは……」

　今度は谷の方が、パイロの正体が柿沢であることが暴あばかれたこと、その後に柿沢が逃とう走そうしたことを話す。

「僕もカッキーを追いかけてたんだけど、このあたりで見失った」

「こ、このあたり!?」

　つまり、パイロが近くに潜ひそんでいるということだ。

「ＴＶ局に放火までして……僕にはもう、あいつを止められないよ」

　谷は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「高校で知り合って、コンビを組んで……ずっとあいつを信しん頼らいしてきたのに」

「と、ともかく、ここから逃げましょ！　柿沢さん……パイロのことは逃げ出してからですよ！」

「……うん。そうだね」

　谷はうなずくと、茜の手を引っ張ぱった。

「こっちの非ひ常じよう階かい段だんはまだ使える。ついてきて」

「は、はい！」

（お笑いとしては面おも白しろくないけど、この人、結けつ構こう頼たよりになる……）

　茜はそう思いながら、谷の後について階段を下りる。

　十四階の廊ろう下かは、白い煙けむりが上部に充じゆう満まんしていた。

　低い姿し勢せいをとりながら、谷は茜と直人をスタジオの方に導みちびく。

「あまり動くと火に囲まれて身動き取れなくなるからね。まだ煙が来ていないスタジオで救助を待とう」

　谷の言うことはもっともに聞こえたので、茜はうなずく。

「さあ、こっち」

　危き険けんがないよう、茜たちより少し先を進んでいた谷は、廊下の曲がり角まで来たところで二人を呼よび寄よせようと振り返る。

　その時。

「きゃああああっ！」

　谷の立つ場所の、ほんの一メートルほど先。

　突とつ然ぜん、白い煙の中から現あらわれた影かげを見て、茜は悲鳴を上げた。

　それは、琴子にパイロだと指し摘てきされたパティスリーのもうひとり。

　柿沢憲弘の姿すがただった。

「逃げて！」

「カッキー……」

　眼がん前ぜんに現われた相方を見て、谷はつぶやく。

「谷ちゃん……」

　柿沢は、濡ぬれたハンカチで口を押さえ、肩で大きく息をしていた。

「ここにいたのか？」

「お互たがい、探さがし回ったようだな……」

　谷は笑えみを浮うかべると、茜たちのところまで後あと退ずさる。

「アカネちゃん、そいつから離はなれて！」

　柿沢は茜に向かって叫さけんだ。

「そいつは危険だ！」

「な、なに言ってるのよ！　あなたの方こそ、パイロだったくせに！」

　茜は直人の手を引いて、谷の背せに回る。

「ここの火事も、あなたの仕し業わざでしょ!?」

「だから！　違ちがうんだ！」

「じゃあ、誰だれの仕業よ!?」

「そうそう。いまさら何を言ってるんだ？　悪いヤツだなあ、カッキーは……」

　谷は直人の腕うでをねじ上げ、そのこめかみにジャケットの内ポケットから抜ぬいたトカレフの銃じゆう口こうを押しつけた。

「え？」

　茜は改めて谷の顔を見た。

　その瞳ひとみには邪じや悪あくな喜き悦えつの色が浮かんでいる。

「ま、まさか！」

「そう、そのまさかだ。って、こりゃ刑けい事じものの悪役の台詞せりふだな」

「来いよ、カッキー。こっちだ」

　茜と直人を人ひと質じちに、谷は柿沢を呼び寄せてスタジオに入った。
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「もう限げん界かいだ。エアの残量が少ない」

　レスキュー隊員は、一心の肩かたをつかんだ。

「この階も半分以上は回った！　もう行こう！」

「あと少し！　頼たのむ！　三分、いや、一分だけ俺に時間をくれ！」

「お前が死んだら、意味ないだろうが！」

「頼む！」

「……俺も馬ば鹿かだな」

　レスキュー隊員は頭を振ふって、手を離はなした。

「一分だぞ」

「分かった」

　一心は先頭になって廊下を進むと、バラエティーで使うスタジオのひとつの前に立った。

（ノブが熱くない。この中は燃もえていない）

　一心とレスキュー隊員はうなずき合うと、思い切って扉とびらを開いた。
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「あなたが……本当のパイロだったの？」

　スタジオ内の壁かべに張はりつくように立たされた茜は、谷をにらんだ。

「その通りさ」

　谷は認みとめる。

「最初は殺す気なんかなかったんだぜ。けど、七度目のマンション、あれで隣となりに住んでた女の子が死んで、俺は人殺しになっちまったんだよ。後は何人殺そうと同じだった」

「ひどい……人の命をなんだと思ってるの？」

「悪いな、アカネちゃん。ほんとはあんたとそのガキを助けてさ、マスコミに取り上げられて大ブレイクっていきたかったんだけどな」

　谷はヒステリックに笑った。

「相方の罪つみを償つぐなう英えい雄ゆう的行こう為い、ワイド・ショー向けだろ？　けどさ、俺がパイロだってことを知られたからな。あんたら三人、ここで焼け死んでもらうぜ」

「！」

　茜は谷の視し線せんの先、スタジオの資し材ざいの陰かげに、赤い液えき体たいの入ったペットボトルが置かれていることに気がついた。

　ボトルの口の部分からはリード線のようなものが延のび、時計に似にた時じ限げん装そう置ちにつながっている。

「ここも燃やす気だったの？」

「時限装置が仕し掛かけてあんだよ。あと、十三分ってとこかな？　さあさあ、あちらへ」

　パイロはポケットから携けい帯たいのような形をしたものを取り出し、黄色いボタンに指をかけた。

「これが発火装置。まるで携帯だろ？　こいつを使えば、すぐにでもあいつに火がつけられる」

「谷ちゃん、俺おれはいい。けど、この二人は助けてやって」

　パイロの方に足を踏ふみ出す柿沢。

「来るんじゃねえ！」

　パイロは、トカレフの銃じゆう把はで柿沢のこめかみを殴なぐりつける。

「ぐっ！」

　床ゆかに這はいつくばる柿沢。

「……かったるいんだよ、てめえは」

　パイロがそう言って、相方の頰ほおにつばを吐はきかけたその時。

　バンッ！

「アカネ！」

　扉が開き、一心とレスキューがスタジオに飛び込こんできた。

「寄よるな！」

　パイロこと谷は、咄とつ嗟さに茜を引き寄せ、盾たてにする。

「……やっぱ、てめえの方だったか」

　一いつ瞬しゆんのうちに状じよう況きようを悟さとった一心は、吐き捨すてるように言った。

「へえ、分かってたのか？」

　ニヤリとする谷。

「まあな」

　一心は、さきほどＴＶカメラの前に差し出したメモを広げて見せた。

　そこに書かれていたのは確たしかに、柿沢ではなく、谷道みち義よしの名前だった。

「琴子は現げん場ばで柿沢が目もく撃げきされたって言ってたけど、柿沢はお前を止めようとして近くに来ていたんだろ？」

　一心は言った。

「ほんとは止めたかったけど、止められなかった。いつも、谷ちゃんを見失ってしまって」

　うなずく柿沢。

「お前みたいに間ま抜ぬけな尾び行こう、すぐにまけるんだよ」

　谷は嘲あざけり、スイッチの表面を指で撫なでる。

「まあ、どっちにしろ、ここで焼け死ぬ人間が増ふえただけだ。お前らも動くなよ。動けば、屋上にいる奴やつらがいっぺんに焼け死ぬ」

「……なんだと？」

「屋上にも仕掛けてあるんだよ。それも、とびっきりのが。で、そいつはこっちの緑のボタンで爆ばく発はつする仕組みだ。さあてと、屋上に逃にげたバカは何人いるかな？」

　谷はスイッチを弄もてあそびながら、左手で壁かべの方を指し示しめす。

「ほら、あっちに立てよ！」

「てめえ……」

　歯を食いしばる一心は、命令に従したがう。

　レスキューも怒いかりの炎ほのおを瞳ひとみに宿しながら、壁かべ際ぎわに向かった。

　すぐ近くには発火装置がある。

　スイッチが入れば、ガソリンが四散し一心とレスキュー、それに直人が炎に包まれることになるだろう。

「どうだ？　何もできないだろう？　てめえの無む能のうを嘆なげきな」

　勝ち誇ほこった顔で、二つのスイッチに指をやる谷。

「……そうだ。いっぺんに死んでもらうかな？　上の連中とお前ら？」

「やめろ！」

　金を挟はさんだ特とく製せいピックをベルトから抜き放とうとする一心。

「遅おそいんだよぉぉぉぉっ！　みんな、死んじまえーっ！」

　谷はスイッチを高く掲かかげて哄こう笑しようした。

　だが、次の瞬間。

「させるか！」

　谷の背はい後ごの扉が突とつ然ぜん開き、亨が飛び込んできた。

「トオル！」

「トオルくん！」

「上にはコータや理子さんがいるんだ！　絶ぜつ対たいにそのボタンは押おさせねえ！」

　亨は転がっていた角材をつかむと、ビュンとそれをしならせて谷の手首を砕くだいた。

　バキッ！

　発火装そう置ちのスイッチが谷の手を離はなれて床に転がり、それに飛びついた茜が遠くに放ほうり投げる。

「あっちいけーっ！」

　と同時に。

　ガッ！

　一心の放った特製ピックが、谷の眉み間けんに命中した。

「ぐっ！」

　谷は堪たまらずに、仰のけ反ぞって倒たおれる。

「……んだよお、よってたかって邪じや魔ましやがって」

　額ひたいを朱しゆに染そめた谷はトカレフを握にぎり、起き上がる。

「諦あきらめろよ。俺とコイツ、二人同時に撃うてるもんか」

　一心は亨に視し線せんをチラリと遣やって言った。

「三人だろ？」

　直人を引き寄よせ、谷の背後に回ったのはレスキューだ。

「そっちこそ、諦めんだな」

　谷は顔を引きつらせて笑う。

「仕し掛かけた発火装置、俺がスイッチ押さなくたって、時間が来りゃあ働くようになってんだよ」

「そん時ゃ、お前も道連れだぜ？　あと何分だ？」

　一心はそう言い、地面にペタリと座すわり込んでいる茜が起き上がるのに手を貸かした。

「あ、ありがと」

「……やっと見つけた」

「へ？」

「何でもない」

　一心はキョトンとしている茜から視線をそらし、谷の前に立つ。

「……ひとつ、聞いていいか？」

　谷はトカレフを一心に向けて尋たずねた。

「俺の方がパイロだってお前は書いたが、確かく信しんがあったのか？」

「ああ」

　一心は答える。

「琴子は、柿沢が首都高下の支し柱ちゆうに書かれたメッセージのことを口にしたから、そっちが犯はん人にんだと思ったようだがな。一ひと晩ばん考えて気がついた」

「ほう？」

「考えてもみろ。車に仕掛けた時じ限げん装置だ。一体どこで火を噴ふくのか、ほとんど予想は不ふ可か能のう。ましてや、現げん場ばの真下の支柱にメッセージを残しておくことなんか、絶対に無理だ」

（え？　それってどういうこと？）

　茜は混こん乱らんする頭で一心を見る。

「実じつ際さい、車が燃もえた時、支柱の近くにも警けい察さつは集まっていたが、メッセージは発見されていない。発見したのは俺たち。それも、数日経たってからのことだ。つまり、あの〝ＰＹＲＯ〟の文字は、あの夜に書かれたものじゃない。ずっと後に、誰か別の人間によって書かれたものだ。谷、あんたが本当に残そうと思ったメッセージは、おそらく、車と一いつ緒しよに灰はいになってる」

「確たしかに、俺はメッセージを残した。あいつの車のトランクにな」

　谷はうなずく。

「どういうこと？　話がサッパリ見えないんですけど？」

　茜は降こう参さんした。

「琴子はこう言った。犯人しか知りえない情じよう報ほうを柿沢が口にした、と。だが、正確には違ちがった。あのメッセージを書いた人間しか知らない情報を、柿沢は口にしたんだ」

「……つまり、〝ＰＹＲＯ〟のメッセージを残したのは柿沢だな」

　亨が、壁かべに寄りかかって立つ柿沢に目を遣る。

「こいつ……相あい棒ぼうを庇かばおうと……自分がパイロに？」

「バカかよ、お前は！」

　吐はき捨すてる谷。

「なんでそんなことを!?」

「そんなことも分からなくなっちまったのかよ！」

　一心は叫さけんでいた。

「お前がこいつの仲間だから、大切な相方だからに決まってるだろ！　それが、絆きずなってもんだろうが！　お前は本当に、この相方を殺せんのか!?」

「大地くん……？」

「……相方を殺せるか、か。……ちっ、三億、使い道、考えたんだけどなあ」

　谷は舌した打うちし、トカレフを下ろした。

「三億、だと？」

「このクソったれの新社屋を燃やしゃ、三億くれるってヤツがいるんだよ。三回目の放火をやらかした後で、俺に接せつ触しよくしてきたヤツだ」

「アレク……いや、そいつが……時限装置や助じよ燃ねん剤ざいを？」

「ああ」

「ほんとは……谷ちゃんは人殺しなんかできる人間じゃないんだよ。優やさしいヤツなんだ」

　うつむいたまま頭かぶりを振ふる柿沢。

「ったく、つまんねえこと言うんじゃねえよ、間ま抜ぬけが」

　谷はトカレフを口にくわえる。

「……まあ、こういう結末も華はな々ばなしくていいか」

　パンッ！

　トリガーが引かれ、谷の頭がガクンと不自然な角度に反そった。

「！」

　思わず目をそらす茜。

　レスキューが、サッと直人の顔を手で覆おおった。

　谷の遺い体たいは、後ろの壁にもたれるようにして崩くずれ落ちる。

「馬ば鹿かだよ、お前……」

　柿沢はその場に膝ひざを突ついて泣いた。

「……トオル。来てくれたのか？」

　肩かたで大きく息をした一心は振り返る。

「……ま、まあな」

　そっぽを向く亨。

「てめえに死なれたら、俺の代わりにＳソーズ＆＆Ｓソーサリーボーカルやるヤツがいなくなるだろうが？」

「じゃあ、俺が死ねば残るのか？」

「まあ、それもいいな」

　二人は顔を見合わせ、ふっと笑う。

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

　バーン！

　後方のドアが吹ふき飛んで、炎ほのおがスタジオに流れ込こんできた。

「ここを出るぞ！　あっちだ！」

　レスキュー隊員が反対側のドアを指さした。

「分かった！　柿沢も来い！」

「……柿沢？」

「俺は残るよ、こいつと一緒に」

　柿沢は息いき絶たえた谷を抱だき上げた。

「なに馬鹿なこと言ってんだ！」

「パティスリーは終わりだ。もう……俺たちはおしまいだから」

「なことないだろうが！　あんたがパイロだった訳わけじゃない！　ひとりでだって、他ほかの誰だれかとコンビを組んだって、やり直せるじゃないかよ！」

「ありがとう。でも、イッシンくん、俺さ、高校の時にこいつとお笑いで天下を取るって決めたんだよ。こいつとじゃなきゃ、意味がないんだ」

　後あと退ずさる柿沢。

「やめろ！」

「じゃあね。……君たちは仲間を大事にして」

　柿沢は振り返ると、パイロこと谷を抱いたまま、炎の中に身を躍おどらせた。

「！」

　炎の中に手を伸のばそうとする一心を、レスキュー隊員が押さえる。

「もう、手て遅おくれだ」

「……大地くん」

　肩かたを震ふるわせた茜が、小さく咳せき込みながらそっと一心の袖そでを握にぎった。

「もう、ここ出よ」

「ああ」

　一心は二人の男を吞のみ込んだ紅ぐ蓮れんの炎から眼めをそらすと、茜の手を握って出口に向かった。




「……よかった、まだ煙けむりが薄うすい」

　スタジオを出て左右を見み渡わたしたところで亨が言った。

　しかし、屋上か、地上、どちらに向かうにしても、高こう密みつ度どの煙の中を通つう過かしなくてはならない。

「インパルスもあと二回撃うてるかどうか。面めん体たいはふたつ、エアの残量は約五分、人間は五人。……ギリギリだな」

　装そう備びを確たしかめたレスキュー隊員はつぶやく。

「面体は一ひと呼こ吸きゆうごとに交こう替たいで使おう。こっちの一本は俺おれと直人とアカネ、もう一本はレスキューとトオル」

　一心たちはそう決めると、北階かい段だんの方に向かって歩き出した。
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「響、車が来たよ」

　事じ務む所しよが呼よんだ車を待っていた純が、響に声をかけた。

　あたりでは、疲ひ労ろうの色濃こい消しよう防ぼう士しや救急隊員が駆かけ回っている。

　コンクリートの上にできた水みず溜たまりには、ＴＶ局を包み込もうとするオレンジ色の炎が反はん射しやしていた。

「……病院、ほんとに行かなくていいのか？」

「僕は必要ない」

　取材陣じんの眼を避さけるように木こ陰かげのベンチに座すわっていた響は、頭を振ふる。

「だけど、純は後で行った方がいいと思うよ」

「ううん。響が行かないなら、俺も行かない」

「そうか……」

　響は立ち上がると、純に告げた。

「先に乗って、待っていてくれないか？」

「けど」

「いいから」

　純が去ると、響は先ほどから自分たちと離はなれたところにポツリと座っていた琴子のところに行った。

「琴子くん」

「あ……」

　琴子は顔を上げた。

「パイロは谷だった。巽たつみ玲の情じよう報ほうでなんとかっていう警けい視しが逮たい捕ほ状じようを取ったよ。君の推すい理りは外れだ」

「手に入った証しよう拠こだけを見れば、犯はん人にんである蓋がい然ぜん性せいは柿沢の方が高かったわ」

　琴子は唇くちびるを嚙かんだ。

「理り論ろんではね。だが、現げん実じつは違ちがった」

　響はポケットから小切手を取り出すと、金きん額がくを書き入れて琴子に渡す。

「今回のギャラに、少し色をつけてある。今までご苦労様」

「……どういうこと？」

「君は推理を外したことで『ミステリー・プロファイル』のレギュラーの地位を失ったということだよ」

「私たちは……パートナーじゃなかったの？　……利用されただけ？」

「ようやく気がついたのかい？」

　響は冷たく笑った。

「だけど、それはお互たがい様。君も有名になるのに、僕らが必要だったのだから。最後のギャラは、大切に使うといい」

「！」

「追っても無む駄だだよ。……もっとも、追えないか、その脚あしじゃ」

　響はそう告げると、純の待つ車へと向かった。

「……どうして……どうして？　あんなに頑がん張ばったのに……なんで認みとめてくれないの……？　私はそんなに要いらない存そん在ざいなの？」

　琴子は顔を伏ふせ、嗚お咽えつする。

　そこに……。

「琴子さん」

　玲が士郎たちとともにやってきた。

「……私を笑いに来たの？」

　琴子の言葉に、玲は首を横に振る。

「ごめんなさい、そんな場合じゃないわよね。弟さんたちが火の中に取り残されているんだもの」

「君の力を貸かして欲ほしい」

　玲は膝ひざを落とし、真まっ直すぐに琴子を見た。

「え？」

　琴子は玲の意図が理り解かいできず、眉まゆをひそめる。

「イッシンたちは今、非ひ常じように危き険けんな状じよう態たいにある。だから、君の助けが、情報を冷静に分ぶん析せきできる君の能のう力りよくが必要なんだ」

「……本気なの？　私はパイロの正体を見み誤あやまって、ここまで事じ件けんを悪化させた人間よ」

「人の心は複ふく雑ざつで、理論通りに動いてはくれない。僕だって、読み違えたことは何度もある」

「……それでもあなたは、ネットの亡ぼう霊れいであり続けている。どうして？」

「誰かを助けたい。それが僕の望みだから」

「……そうか」

　琴子は俯うつむき、頭を振った。

「完敗。出発点から違ってたんだ。あなたはいつも、誰かの幸せを取り戻もどすために動いている。けれど、私は自分を認めて欲しいから、それだけのために……」

「君にイッシンを助けてもらえるのなら、僕はなんでもするよ」

「……説明して」

「これだ」

　玲は、七瀬から受け取ったＴＶ局のブルー・プリントを広げた。
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『イッシンくんね？　今どこ？』

「お前……琴子か？」

　携けい帯たいに出た一心は、それが琴子からのものであることに驚おどろいた。

「どうした？　無事に下りられたか？」

『……ええ』

　一心が真っ先に自分の身体からだのことを心配してくれたので、琴子はちょっと戸と惑まどう。

『今、巽さんの携帯からかけてます。現げん在ざい位置を教えてください。私が誘ゆう導どうします』

「……今は十四階のＤスタ前の廊ろう下かだ。これから北階かい段だんに向かうところだ」

『それは駄だ目め。……そこから右手の廊下を進んで、非常階段を下りて』

「そっちの階段はさっき見た。かなり煙けむりが濃こいぞ」

『大だい丈じよう夫ぶ。火は回ってないから。面体があれば通れるわ。十階まではその階段を使って、そこから下へは北階段を』

「どういうことだ？」

『パイロは十分ごとに出火するように時じ限げん装そう置ちを仕し掛かけているの。それも、消火活動の妨さまたげとなる位置に。あと数分で、北階段の十二階から上のどこかから出火するわ』

「それを避さけるためには、お前の言う道を行くしかないってことか？」

『ええ。でも、結果的に消しよう防ぼう活動が行われているところを避けることになるから、下に着くまで誰の手も借りられないけど。……それに、また私の推すい測そくが間違っている可か能のう性せいもあるわ』

「分かった、お前を信じる」

『……イッシンくん』

「何だ？」

『ありがと。信じてくれて』

「礼を言うのはこっちだろ。携帯は茜に預あずける。次からの指し示じはこいつに出してくれ」

『うん』
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「考えてみれば、あなたは大おお噓うそつきよ」

　携帯を切った琴子は、玲を振ふり返った。

「私が思いつくルートぐらい、あなたに分からないはずはないもの。プラティウムに捨すてられた私を、立ち直らせようとして任まかせたんでしょ？」

「実は、このところ僕は警けい察さつに目をつけられていてね」

　玲は肩かたをすくめる。

「目立つ行動はするなと、ニコルにキツく言われているんだ」

「そう、ワタシがキツく言ってるの。だから、この仕事、アナタが適てき役やくなのよ、コトコさん。アナタがイッシンを助ければ、レイの存在は秘ひ密みつのままにしておけるから」

　ニコルは玲の腕うでをつかむと、ニッコリと笑う。

「そう言えば、レイ。確たしか、シローにやって欲しいことがあったんじゃない？」

「そうだった」

　玲は思い出して、士郎を呼よんだ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……火点は全部で何か所なんだ？」

　現場の指し揮きにあたっていた消防司令は、五階での出火の報ほう告こくを受け、無線に怒ど鳴なり返していた。

「はしご車が足りない！　管外への応おう援えん要よう請せいは！」

「本ほん庁ちようから増ぞう強きよう特命出場指令が出ています！」

　と、消防司令補ほが答えた時。

「七階でも出火！　ＲＣレスキユーの一部が孤こ立りつしています！」

　顔を煤すすだらけにした消防士長が報告に来た。

「応援にやってくるポンプ隊を支し援えんに回せ！　排はい煙えん高発はつ泡ぽう車を西側の非ひ常じよう階段に！」

　司令は指示を出すと、炎えん上じようするＴＶ局を憎にく々にくしげに見上げた。

「馬ば鹿か者ものどもが、火のことなぞ頭の片かた隅すみにも置かずに高さを競きそいおって……」

「それにしても……」

　司令の背後で女性の声。

「まるで、消火の動きを妨害するように、火が先回りしてますねえ」

　振り返ると、そこに立っていたのは七瀬と結ゆう城きだった。

「あんたたちは？」

「捜査一課、特とく殊しゆ犯はん捜査係の結城と」

「乾いぬい七瀬っス」

　結城と七瀬は警察手帳を開いて見せた。

「なぜ刑事が……」

　そう問いかけようとして、消防司令は気がついた。

「放火か？」

「それも最悪の」

　七瀬がざっと状況を説明する。

「……それで、あと何か所に発火装置は仕掛けられている？」

　事情を聞き終わった消防司令は唸うなった。

「それが正確には不明でしてね」

　七瀬に代わって、一枚まいのＡ４用紙を見せながら結城が答える。

「もっとも、ここに、発火装置の置かれている可能性のある場所をピックアップしたリストがあるんですが？」

「リストだと？」

　消防司し令れいが手を伸のばすと、結城は差し出しかけたリストを引っ込める。

「それを見せることに何か問題でも？」

　不ふ審しんの目で結城を見る消防司令。

「このリストの出所、僕ぼくたちとあなただけの秘ひ密みつにしてもらえませんか？　実はこれ、存そん在ざいしちゃいけないものなんですよ。うちの上の方に、威い信しんとやらにやたら拘こだわる人間がいるもので」

「……リストを貸かせ」

　消防司令はもう一度手を出した。

「じゃあ？」

「我われ々われにとって一番大切なのは人間の命だ。それは刑事も消防士も一緒だろう？」

「ええ。その通りです」

　結城は玲が作ったリストを渡した。
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　同じ頃ころ。

「くそ！　このへんでうちの連中と鉢はち合あわせしてもよさそうなもんだが！」

　レスキュー隊員は舌した打うちしていた。

「さっきの出火で後こう退たいしたんだろ」

　亨が空気をひと息吸すって、レスキューに回す。

　現げん在ざい位置は、八階の非ひ常じよう扉とびらの前。

　さっきから、有毒ガスの濃のう度どを示しめすガス検けん知ち器きは鳴り続けたままだ。

「下に行くほど、ガスの濃度は下がるはずだ」

　一心はつぶやく。

「大地くん」

　携けい帯たいを耳に当てていた茜が告げた。

「琴子さんたちと、つながらなくなった」

　一心は茜の手から携帯を受け取り、かけ直してみる。

「……駄だ目めだな」

「ＴＶ局の中の中ちゆう継けい所じよが焼けたのかもな」

　亨が推すい測そくした。

「これで外と連れん絡らくは取れなくなった」

「それじゃ……」

　と、茜が聞き返そうとした時。

「危あぶない！」

　スチール製せいの扉がこちら側にわずかに膨ふくらんでいることに気がついたレスキューが飛び出し、一心の襟えり首くびをつかんで引き倒たおした。

　ほぼ同時に、八階の非常扉は爆ばく発はつ的に開き、さっきまで一心が立っていたあたりを真っ白な炎ほのおが舐なめ尽つくす。

　非常扉から噴ふき出す炎は、分ぶ厚あつい熱の壁かべとなり、一心たちの行く手を遮さえぎる形になる。

「まただ！　パイロの野や郎ろう、一体何か所に発火装そう置ちを仕し掛かけたんだ!?」

　新たに生まれた炎の障しよう壁へきを前にして、一心はこぶしを壁に叩たたきつけた。

「……戻ろうぜ。ここはもう通れない」

　亨は額ひたいから流れ落ちる汗あせを拭ぬぐう。

　非常口から凄すさまじい勢いきおいで噴き出す炎。

　これを遮しや断だんするには、炎の反対側に出て、熱で歪ゆがんだ非常扉を閉とじなければならない。

「けど、上にももう行けないんでしょ？　上下から炎に挟はさまれて、焼け死ぬのを待つの？」

　茜が声を震ふるわせる。

「助けは来る！」

　と、レスキュー。

「でも！」

「女郎花さん、落ち着いて」

　パニック寸すん前ぜんの茜を、直人が宥なだめる。

「……やれやれ」

　一心が亨とレスキューを押しのけると、踊おどり場のところまで後こう退たいした。

「確たしかに、また同じ階かい段だんを上んのも芸がないよな。となると……」

「イッシン、お前！」

　最初に一心の意図に気がついたのは亨だった。

「よせ！」

　自分をつかもうとする亨の手をすり抜けた一心は、非常口から噴出する炎を目指して真まっ直すぐに階段を駆かけ下りた。

「こんなところで！」

　助走をつけて床ゆかを蹴けった一心の身体からだが、宙ちゆうを舞まって大きな弧こを描えがく。

「死んでたまるかよっ！」

「あの馬ば鹿か！」

「撃うつぞ！」

　レスキューと亨が、慌ててインパルスを構かまえて発はつ射しやした。

　火か勢せいが弱まったところに飛び込んだ一心は、一いつ瞬しゆん後ご、そのまま炎を突つっ切って反対側に転がり出る。

　服の襟や袖そで口ぐちが、白い煙けむりを上げてくすぶっている。

「アカネ！」

　小さな炎を素す早ばやく手のひらで叩いて消した一心は反転し、背せ中なかを使って非常扉を閉めた。

「走れっ！」

　押し返そうとする爆ばく炎えんの勢いに逆さからい、開かないように支ささえながら一心は怒ど鳴なる。

「う、うん！」

　直人の手を引いた茜が扉の前を駆け抜け、亨とレスキューがその後に続く。

「もういい！　来い！」

　振ふり返って怒鳴る亨。

　一心が飛びのくと、非常扉は弾はじかれたように再ふたたび開いて、炎の塊かたまりを吐はき出した。

　ドウッ！

　凄すさまじい熱気を帯びた爆風。

　一心は階段を転がり落ち、亨に抱だきとめられる。

「てめえのアホは死んでも治らねえな！」

　亨はあえぎながら一心を突き放す。

「でも、通れたろ？」

　一心はニヤリとする。

「お前ら、いつもこんなことやってんのか？」

　呆あきれて言葉もないといった表ひよう情じようのレスキュー。

　だが、茜たちを追いかけるように、黒い煙けむりが階段を下りてきた。

「大地くん、あれ！」

「休んでる場合じゃないな」

　一心は立ち上がると、先頭になって階段を下り始める。

「煙って、上の方に上るんじゃないの？　さっき言ってたじゃない!?」

　姿し勢せいを低くしながら茜が悲鳴を上げた。

「こういう縦たてに細長い場所だと、煙えん突とつ効こう果かってヤツで、上にも下にも煙は流れるんだ」

　レスキューが説明する。

「とにかく、下りればいいんだろう？」

　残りのエアを気にしながら、亨は言った。
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「……イッシンくんたちとの連れん絡らくが取れなくなったわ」

　琴子が沈ちん痛つうな面おも持もちで玲を見上げた。

「あいつはそう簡かん単たんに死なないさ」

　と、玲。

「ゴキブリよりもしぶといのよ」

　ニコルもフンと鼻を鳴らす。

　だが、言葉の割わりには心配そうな表情だ。

「それで、どうだい？」

　玲は士郎を振ふり返って先ほどの話を続けた。

「君なら何とかできるだろう？」

「これだけ虚こ仮けにされて黙だまっているのは、風峰の家のやり方じゃないですからね」

　士郎はうなずき、携帯を取り出して実家にかけた。

「……ああ、僕、士郎です。父を頼たのみます、最さい優ゆう先せんで」

　士郎は家の人間と話す時だけ、何な故ぜだか言葉遣づかいが礼れい儀ぎ正ただしいものになる。

「お父さん？　士郎です。つかぬ事をお伺うかがいしますが、風峰の僕の持ち株、概がい算さんでいいんですが、どのくらいの額がくになってます？」

『そうか、お前、とうとう風峰を継ついでくれる気に……』

　電話の向こうで、士郎の父、風峰グループの総そう帥すいは笑う。

「違ちがいますよ。僕はまだここでやりたいことがあるんです。風峰には戻もどりません」

『お前はいつもそうやって私に逆さからう。そうそう、バイオリンをやめた時もそうだったな。ウィーンのコンクールで新人賞を取り、ジュリアード音楽院の入学が決まったところでやめると言い出し、家を飛び出して……』

「お父さん、今はそんな話をしている場合じゃないんだ」

　士郎は事情を説明した。

『……なるほど、クラドックに乗っ取られないよう、そのＴＶ局の株を買い支ささえる、と？』

「ですから、その資し金きんとして僕の株を売って欲ほしいんです」

『メディア王とも呼よばれる男が、汚きたない真ま似ねをするものだ。よかろう、買い支えよう』

「僕の個こ人じん的な資し産さんでは、足りなくなるかも知れませんが……」

『これはクラドックと風峰の喧けん嘩かだ。金は全額、私が出す』

　士郎の父は電話を切った。

「タヌキ親おや父じめ。ちゃっかり自分の儲もうけのネタにする気だ」

　士郎は舌した打うちをすると、眼めを丸くする琴子の方を見て照れ隠かくしのように微笑ほほえんだ。

「……まあ、こっちも懐ふところが痛いたまないからいいけどね」

「どうしたの？」

　ニコルが、先ほどから何か考え込んでいる様子の玲に声をかけた。

「おかしい。こちらの打つ手が簡かん単たんに進み過すぎるんだ」

　ようやく火勢の衰おとろえてきたＴＶ局を玲は見上げる。

「そうだ。……何な故ぜ、アレクセイはまるで自分の関かん与よを告白するかのように、僕に会いに来たんだ？　あの男の真の狙ねらいはなんだ？」

「……神様、アイツを助けて。アイツは大切な……家族なんです」

　ニコルは玲の手を握にぎると、誰だれにも聞こえないように小さな声で祈いのった。
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「ねえ、だんだん煙けむりが濃こくなってきたよ？」

　茜は、目の前を行く一心の袖そでを引っ張ぱった。

「分かってる。落ち着け、焦あせるとエアの消費量が増ふえる」

　一心は安心させるように茜の頭に手を乗せ、面めん体たいを渡わたす。

「うん」

　茜は息を吸すった。

　その時。

　突とつ然ぜん、直人が足をもつれさせて転んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　助け起こす一心。

「ごめんなさい。……あれ、立てない？」

「ガスの影えい響きようだ」

　一心は呼こ吸きゆう器きのバルブを調節して、面体を直人の顔に当てる。

「深呼吸しろ」

「エアが……なくなっちゃいます」

「こんなのとっといてもしょうがないだろ。吸えよ」

「ご、ごめんなさい」

「お前の半分でも、澤さんが謙けん虚きよだったらな」

　一心は笑い、直人を抱かかえ上げた。

「茜と比くらべりゃ、だいぶ軽いか」

「ううう、どうせ」

「おい、そいつは俺おれに貸かせって」

　亨が代わって、直人を抱きかかえようとする。

「こいつは俺が抱えてく。お前はインパルス抱えてんだろうが。下りてくる煙に注意してろって」

「けどな！」

「いいから」

　一心は亨を下がらせて、再ふたたび歩き始めた。

　しかし。

「もう駄だ目め、動けない」

　それから二階分も下り切らないうちに、直人に続き、茜も咳せき込こんで膝ひざを突ついた。

「大地くん、先に行って」

「……ほら」

　一心は呼吸器を自分の身体からだの前方にもってくると、茜に背せ中なかを見せてしゃがむ。

「え？」

「おぶされって言ってんだ。急げ」

「だ、駄目だよ！　大地くん、もう直人くんを抱えてるし！」

「ゴチャゴチャ言うな！　早くしないと足首引っつかんで逆さ吊づりにして運ぶぞ！」

「それはやめて」

　茜はぎこちない動作で、一心の首に手を回す。

「こ、こうかな？」

「立つぞ」

「く、くすぐったい！」

　太ふと股ももに直ちよく接せつ、一心の手が触ふれているのが、何だか恥はずかしくてこそばゆい。

「大人しくしろって。ここを出たら、プリンでも買ってやるから」

　一心は慎しん重ちように階かい段だんを進んでゆく。

　今いるのは五階。

　あとたったの四階分下りればいいだけだが、煙は濃く、やはり、消しよう防ぼう士しの姿すがたはない。

「プリンって、なめらかプリン？」

　一心にギュッとしがみついたまま、不安に胸むねを締しめつけられた茜は尋たずねる。

「ああ。買ってきてやるって。……脚あし、しっかり俺の胴どうに回しとけ」

　一心は片かた手てで面体を茜に渡した。

「抹まつ茶ちやプリンも？」

　茜は大きく数回息を吸うと、今度は直人の顔に面体を当てる。

「……ん、ありがとう」

　先ほどから極きよく端たんに口数の少なくなっている直人は小さな声でお礼をいい、息を吸う。

　左の壁の非ひ常じようドアに〝四階〟の文字。

　あと三階。

「抹茶プリンも買ってやる。……お前はどうして、抹茶にこだわるかな？」

「……抹茶、好きだから」

「そういう食い物で簡かん単たんに釣つられる性せい格かくだと、将しよう来らいロクな男に引っかからないぞ」

「別にいいもん」

（……他の男なんて）

　茜は心の中で付け足し、一心の首くび筋すじに顔を押おしつけた。

　一心は茜と直人の顔に交こう互ごに面体を押しつけながら、壁で肩かたを支えるようにして、一歩一歩下りてゆく。

「大地くん、あ、あのね？」

「………」

「大地くん？」

「………」

「大地くんったら？」

「……悪い。何だって？」

　一心の反はん応のうが鈍にぶい。

「……まさか！」

　茜はエアの残量を見た。

　一心に渡した前と後で、ほとんど量が変わっていない。

「大地くん、さっきからほとんど吸ってないじゃない！」

　一心は自分と直人に少しでも多く空気を吸わせるために、自分は極力吸わないようにしていたのだ。

　二人でエアを分け合っている後ろの亨たちが苦しそうにしてるのに、どうりで自分たちは楽なはずである。

　おそらくすでに、一心は酸さん素そ不足で意い識しきが朦もう朧ろうとしているはずだ。

「…………」

　一心は面体を茜に渡した。

「ほら、息をしろ」

「大地くん、死んじゃうよ！」

「………」

　一心からの返事がない。

「大地くん！　聞こえる!?　大地くん！」

「アカネ！　どうした!?」

　後方の煙の中から、亨の声。

「トオルくん！　大地くんがおかしいよ！」

「……何でもない！」

　一心が怒ど鳴なった。

「俺は平気だ、トオル！　おかしいのはいつものこったろ！」

「……無理すんなよ！」

「ああ！」

「大地くん、どうし……!?」

　茜の顔に面体が押しつけられた。

「……あいつに心配させんなよ」

「でも！」

「今度の一いつ件けん、あいつに責せき任にん感じさせたくないんだよ。……な？」

　一心は、今度は直人の顔に面体を持ってゆく。

　直人はもう、黙だまってエアを吸うだけだ。

「頑がん張ばれ、お前は強い。さすがは澤さんの子だ」

　一心はそんな直人に、優やさしく声をかける。

「大地くん、お願い、自分で吸ってよ！」

「ほら、出口は……あそこだ」

　一心が指さす方向に目をやると、煙でかすむ扉がうっすらと見える。

（あの向こうが……ロビー……）

　だが、一心の足取りは鉛なまりのように重かった。

「下ろして！　大地くん！　もうあたし、自分で歩けるから！」

　茜はせめて少しでも一心の負ふ担たんを軽くしようと、一心の背中を叩く。

「……大人しくしろって。……俺が背負いたくて……お前を背負ってんだよ」

　とうとう、一心の足が完全に止まった。

「おい、坊ぼう主ず！　しっかりしろ！　あと少しだ！」

　異い変へんに気がついたレスキュー隊員が、後ろから声をかける。

「忘れんな！　お前が死んだら、意味ないんだぞ！」

「……ああ」

　一心は軽く手を上げると、ふと、つぶやいた。

「こんなこと……前にもあったな……何だっけ……？」

「イッシン、しっかりしろ！　イッシン！」

　亨も怒鳴る。

「そう、あれは……」




　十年ほど前。

　東とう欧おうのある原子力発電所で大規き模ぼな事じ故こがあった。

　青い閃せん光こうを伴ともなった多量の放ほう射しや線せんが、発電所を中心とした半径数キロの範はん囲いに降ふり注いだのだ。

　そしてその時。

　幼おさない一心と玲の姿が、発電所近くの川辺にあった。

「……イッシン！」
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　閃光が走った瞬しゆん間かん、何も分からない一心を水に沈しずめたのは玲だった。

　ゴボゴボゴボッ！

（なにするんだよ、玲！）

「出るな！」

　もがく一心を、玲は強ごう引いんに水中に潜もぐらせる。

　そして……。

「……ゲホッ、ゲホッ！」

　突とつ然ぜん、自分の頭を押さえつけていた手が離はなされるのを感じた一心は、水面に顔を出して水を吐はいた。

「玲！　なんで!?」

　そう言いかけた一心の目に映うつったのは、顔面を蒼そう白はくにして突っ立っている玲の姿だった。

「よかった……無事で……」

　玲は空を見つめたまま、つぶやくように言った。

「イッシンだけは……助けられた」

「……玲？」

　一心は何だか恐こわくなり、玲の袖そでを引っ張った。

　布が簡かん単たんに裂さけて、腕うでが剝むき出しになる。

「玲！　どうしちゃったの、玲！」

「………」

　玲は今初めて一心の声に気がついたかのように、下を見て優やさしく微笑ほほえむと、そのまま川の中に倒たおれ込こんだ。

「玲！」

　小さな手で必死になって玲を川岸に引き上げた一心は、玲の身体からだが氷のように冷たくなっていることに気がつく。

「玲！　気がついてよ、玲！」

　一心は横たわる玲の胸にすがり、泣き続けた。




「……あの時の俺は……ただの足手まといだった。……だから、玲をあんな身体にしちまった。……もう二度と、あんな思いはしないからな」

　一心は唇くちびるを嚙かんで、足を踏ふみ出した。

「大地くん？」

「……俺は守る……トオルやシロー、コータを……夏なつ紀きや二ふ美み花か、美み紗さを……理子さん、亜希美さんを……社長にマネージャー……かおるのヤツに、くそったれ親おや父じ……ドミニク……星せい哉や……響……純……琴子……ニコル……玲……」

　朦もう朧ろうとする意い識しきの中で、浮うかんでは消えてゆく顔。

　大きくあえぎながら伸のばした指先がようやく、一階ロビーに至いたる扉とびらに触ふれる。

　だが、濡ぬれているせいか、ノブが滑すべってなかなか開かない。

「それに……それに……アカネを！」

「……え？」

「俺おれは……、守るんだっ！」

　一心は叫さけび、肩から扉にぶつかっていった。

　バンッ！

　茜と直人を抱いたまま、一心はロビーに転がり出た。

　レスキュー隊員と亨がこれに続く。

「く、空気ぃ！」

　顔を上げた茜は、肺はいいっぱいに新しん鮮せんな空気を吸い込む。

（よかった！　誰だれかいる！）

　自分たちの方に駆かけ寄よってくる消防士や救急隊員たちの姿を目にした途と端たん、茜の顔はクシャクシャになって涙なみだが溢あふれ出した。

「要救助者発見！　五名だ！」

　集まってきた救急隊員が、無線で外と連れん絡らくを取る。

「……そうだ！　下りてきたんだ！　八階の出火で通れなくなってるはずの非常階段から！」

「この二人を……」

　救急隊員に、茜と直人を任まかせる一心。

「ほら、落ち着いて。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　誰かが茜を抱き起こし、そのまま外に運ぶ。

　茜たちが運ばれるのを見とどけると、一心は額ひたいから床ゆかに倒れ込んだ。

　頰ほおに感じる濡れた床の感かん触しよく。

　その時。

「……ほら、しっかりして」

　一心の腕を握にぎる手があった。

「俺は後でいい……トオルたちを……」

「トオルくんは大丈夫っスよ」

　細い手が肩かたに回され、一心は抱だき起こされた。

「やっぱ、男の子は重いっスね」

「……おまえ、七瀬か？」

　一心はかすかに目を開いた。

「君を抱いてあげるような奇き特とくな女、他にいるっスか？」

　七瀬は一心を背せ負おい、外に向かう。

「……下ろせよ、格かつ好こう悪い」

「セクシーなお姉さんの背中で揺ゆられて、気持ちいいしょ？」

「お前……、太ったろ？」

「……落とすよ」




「直人！」

　茜と救急隊員に挟はさまれて酸さん素そ吸きゆう入にゆうを受けている少年を見て、澤が駆け寄ってきた。

「お母……さん？」

　ぼんやりとした顔で澤を見上げる直人。

「保ほ護ご者しやの方ですか？」

「は、はい！」

　救急隊員に声をかけられた澤はうなずくと、膝ひざを突ついて直人を抱きしめた。

「少し煙けむりを吸すったようですが、熱ねつ傷しようはほとんどありません。一いち応おう、病院に搬はん送そうしますが、一日ほど検けん査さのために入院するくらいで大丈夫ですよ」

　説明をする救急隊員。

「直人！　ああ、直人ぉっ！」

「……恥はずかしいですよ」

　直人は母親の頭をそっと撫なでる。

「イッシンさんと女郎花さんに守ってもらったから、何ともありません。ほら、洟はなをかんで……」

「……アカネちゃん」

　赤く腫はれた目で茜を振ふり返る澤。

「ホントに……ありがとう」

「あたしは何も……大地くんのおかげです」

　茜は頭を振る。

「イッシンは？」

　澤は一心の姿を探さがした。




「元気そうだな」

　毛もう布ふをかけられ、酸素を吸わされている亨のところに、士郎がやってきて声をかけた。

「心配してくれてありがとよ」

「どういたしまして」

　士郎は亨の隣となりに座すわった。

「屋上のコータからの伝言だ。覚えてろ、だとさ。屋上の人たちはヘリで救助されてる。コータや理子さんが降おりてくるまでは、もう少しかかりそうだ」

「コータのやつも言うようになったな。プラティウムの連中は？」

「どこかな？　さっきから姿すがたを見てない。琴子さんは、お前たちが助け出されるのを確かく認にんしてから病院に行ったよ」

「……そっか」

「ちなみに、うちのマネージャーは最も寄よりの警けい察さつ署しよ」

「どうした？」

「みんなを置いて逃にげた船尾Ｐプロデユーサーをボコボコにして、暴ぼう行こう罪ざいの現げん行こう犯はん逮たい捕ほ。まあ、保ほ釈しやく金は俺が出すさ」

「さすが、御おん曹ぞう司し」

「言ってくれ。……お前、これからどうする？」

「さあな。とりあえずは精せい密みつ検査だろ？　……ところで、あいつは？」

　亨は一心の姿を探した。




「かなり一いつ酸さん化か炭たん素そを吸っているようなので、至し急きゆう搬送します」

　ストレッチャーに横たわる一心のかたわらで、救急隊員の説明を受けているのは七瀬だった。

「同行します」

　七瀬はうなずく。

「この子の……保護者みたいなものっスから」

「年の離はなれたお姉さんか？」

　重じゆう症しようでも憎にくまれ口をきく一心。

「年のすご～く近いお姉さん！」

　七瀬は一心の鼻をつまんだ。

「んじゃまあ、適てき当とうに運んじゃってください」

「適当にって言うな！　……ところで、俺と一いつ緒しよにいたレスキュー、知らないか？」

　一心は自分を搬送しようとする救急隊員に尋ねる。

「さあ？　名前は？」

　と、救急隊員。

「……そういや、俺、あいつの名前も知らねえじゃん」

　一心はストレッチャーの上で身体を起こし、頭を巡めぐらせた。

　オレンジのユニフォームを着たあの男は、近くのレスキュー車のそばで簡かん単たんな手当てを受けていた。

「なあ、あんた！」

　レスキュー隊員に声をかける。

「ありがとな！」

「坊ぼう主ず、もう無理すんなよ！」

　レスキュー隊員は一心に気がつくと、白い歯を見せて敬けい礼れいした。

「ああっ！」

　敬礼を返す一心。

　そこに、ようやく一心の姿を発見した茜が駆け寄ってくる。

「大地くん！　大地くん！　大地くん！　大地くん！　大地くん！」

　茜は一心の手を握にぎり締しめ、泣きじゃくる。

「泣くな。見られた顔じゃないぜ」

　一心はそんな茜に向かって微笑ほほえむ。

「あの、あたし、友だちなんです！　一いつ緒しよについて行っていいですか!?」

「この子も家族みたいなもんっス」

　七瀬がうなずく。

「じゃあ、乗って！」

　救急隊員に促うながされ、茜は救急車に飛び込む。

　救急車の後部ドアが閉とじられると、一心はストレッチャーにそのまま倒たおれ込こみ、意い識しきを失った。

「大地くん!?」

「大だい丈じよう夫ぶ。助かるっスよ」

　七瀬に見守られ、茜に手を握られたまま、一心は病院へと搬送されていった。
















紅ぐ蓮れん










「飯はまずいわ、退たい屈くつだわ。病院ってとこは最低だな」

　入院三日目の夕方。

　一いつ心しんは、検けん温おんに来た女じよ性せい看かん護ご師しに文もん句くをつけていた。

「ほんっっっとに済すみません！　口が悪くって！」

　枕まくら元もとでリンゴを剝むいていた茜あかねが、白衣の若わかい女性看護師に向かって平ひら謝あやまりに謝る。

　集中治ち療りよう室しつに運ばれた時は意識混こん濁だく状じよう態たいで、一命を危あやぶまれた一心だったが、その後は順調に回かい復ふく。

　今では病院の待たい遇ぐうにケチをつけられるまでになっていた。

「いいのよ、もう慣なれたから」

　そう言いながらも、看護師は頰ほおを引きつらせている。

「アカネちゃんも大変ね、こんなワガママ坊ぼうやの付き人なんて」

「そ～なんです、毎日毎日この調子……って、痛いたい！」

　一心は茜の額ひたいを指で突いた。

「そういうことは、リンゴひとつ満足に剝けんヤツの言う台詞せりふじゃねえっての。見ろ、ほとんど芯しんだけになってるだろうが！」

「……あ」

　球体であるはずのリンゴが、茜が剝き終わると直方体になっているのが不思議なところだ。

「貸かせぃ！」

　見るに見かねた一心が、自分で剝き始める。

「仲がいいのね」

　目を細める看護師。

「これは仲がいいとは言わない。ひとは生きるための知ち恵えと呼よぶ」

　器用にリンゴの皮を細長く剝いてゆく一心は、看護師の顔を見て、ふと、何かを思い出したように目を大きく見開いた。

「……そうか、見覚えがあると思ったら、写真の」

「どうしたの？」

　と、茜。

「いいや……なんでも」

　一心は吹き出しそうになるのを堪こらえ、検温を終えて帰ろうとする看護師の背せ中なかに声をかけた。

「なあ、あんたの彼氏、最高だな」

「そうよ、とっても優やさし……って、どうして知ってるの？」

「秘ひ密みつ」

　一心が勝ち誇ほこったようにニッと笑うと、看護師は顔を真っ赤にし、早足で病室を出て行った。




　その頃ころ。

　玲れいとニコルは病院の前にやってきていた。

「いい、レイ。その花束はあなたが買ったのよ。決して、ワタシがイッシンのために買ったものじゃありませんからね」

「はいはい」

　玲は苦く笑しようしながらニコルの手を握にぎる。

「さあ、行こう。イッシンが退屈し始めて、看護師さんに迷めい惑わくをかける前にね」

「ふん。きっと手て遅おくれだと思うわ」

　ニコルはそう言いながらも、いそいそと病室に向かった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それから数日して。

　一心の姿すがたはＳソーズ＆＆Ｓソーサリーの事じ務む所しよにあった。

「……トカゲの尻しつ尾ぽ並なみの再さい生せい力りよく」

　呆あきれた顔で一心を見る夏なつ紀き。

「あのな！　これは回復したとは言わない！　スケジュールにこれ以上穴あな開けんなって、社長が無む理り矢や理り退たい院いんさせたんだろうが！」

「まあ、一週間もサボれば十分さ。お前がゆっくり病院で休んでいる間、俺おれと宏こう太たがどんなに……」

　士し郎ろうは笑ってそう言いかけた途と中ちゆうで、ふと、遠い目になる。

「……楽だったなあ。やっぱりイッシン、ずっと休んでていいよ」

「何おう！　シロー、てめえそれがリーダーの台詞か！　少しは名めい誉よの負ふ傷しようをしたメンバーを労いたわれよ！」

「でも、他のタレントに暴言吐はく誰だれかさんの代わりに、控ひかえ室を回って頭を下げることもなかったし」

　口を挟はさむ茜。

「ああ、遅ち刻こくする誰かさんを待って、イライラするスタッフのみんなに気を遣つかわなくても良かった」

　士郎はため息を漏もらす。

「……考えてみれば、Ｓ＆Ｓ結成以来、こんなに平和な一週間はなかったよなあ」

「そうそう、僕ぼくもイジメられませんでしたしねえ」

　という不用意な発言は宏太である。

「だ～れ～が～イジメるって～？」

　一心は宏太の頭にヘッドロックをかけた。

「痛いたいっ、痛いですよおお！　ほら、今だってぇ！」

　宏太はジタバタと暴あばれる。

「おお、立りつ派ぱなイジメ」

「ですよね？」

　士郎と茜は顔を見合わせた。

「……さてと」

　一心は宏太の頭に回していた手を離はなして、士郎を見た。

「あとはあいつだけか……」

「素す直なおに戻もどってくれるタイプじゃないですよ」

　床ゆかに座すわり込こんだ宏太が、眉み間けんを指で叩たたいて考え込む。

「まあ、あいつのことは」

　士郎は一心の肩かたをポンと叩いた。

「俺に任まかせてくれ。伊だ達てにストリートの頃から付き合っちゃいないよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「何だと!?　買ばい収しゆうに失敗した!?」

「日本の風かざ峰みねグループが、リスクを度ど外がい視しした強ごう引いんな買い支ささえに出たんです」

　アレクセイは株かぶ式しき市し況きようの資し料りようを、無む造ぞう作さにクラドックの前に投げ出した。

「あの大火か災さいにも拘かかわらず、あのＴＶ局の株価は数パーセントの下落にとどまりました。結果、風峰が株式の五十二パーセントを取得。我われ々われのシェアは二割わり弱というところで、経けい営えい陣じんにクラドック・グループの役員を入り込ませることは極きわめて難むずかしくなったと言っていいでしょう」

「貴き様さまの見み込こみが甘あまかったんだ！　許ゆるさんぞ！　レギナにはそれ相そう応おうの責せき任にんを取ってもらう！」

　クラドックはマホガニーの机つくえにこぶしを打ちつけた。

　アレクセイは長い脚あしを組んで、ソファーに座すわる。

「……悪い知らせをもうひとつ。あなたはつい一時間前、臨りん時じ役員会においてＣＥＯを解かい任にんされた。もはやクラドック・グループに、あなたの帰る席はない」

「馬ば鹿かな！　あれは私が築きずいた会社だ！　どうなっている!?」

「つまり」

　アレクセイは人差し指で眼鏡めがねをつっと押し上げた。

　レンズの奥おくの瞳ひとみが妖あやしく光る。

「あなたは嵌はめられたワケです」

「……そうか、分かったぞ！　貴様か！　貴様の仕し業わざなんだな！」

「予定通りにね。そういう計画だった、と言うことだ。これでかつてあなたのものだったクラドック・グループは、実質的に我われ々われのボス、女王レギナの息のかかった役員会の支配下に置かれる」

　アレクセイの声は冷ややかだ。

「覚かく悟ごしておいた方がいい。本国に帰れば、インサイダー取引などの商法違い反はん、さらに恐きよう喝かつ、贈ぞう収しゆう賄わい、殺人教きよう唆さなどの取り調べが待っている。メキシコの麻ま薬やく組そ織しき、ファレス・カルテルとの関係も近いうちに明らかになるだろう」

「このままでは済すまさんぞ！　すべてを明るみに出してやる！　貴様らユーロ・マフィアが関与したすべてをな！」

　激げつ昂こうしたクラドックは、アレクセイの胸むな倉ぐらをつかんだ。

「それでＦＢＩと司法取引を？　残念ながら、それはできない」

　アレクセイがパチリと指を鳴らすと、双ふた子ごが部屋に入ってきた。

　妹の方が注ちゆう射しや器きをケースから取り出すと同時に、アレクセイがクラドックの腕うでをねじ上げ、その袖そでをまくる。

　注射器を受け取った双子の兄の方が、すばやくクラドックの横に回り、針はりを刺さしてシリンダー内の液えき体たいを静脈に注入した。

「な、何を打った！」

　悲鳴に近い声を上げるクラドック。

「高濃のう度どのヘロイン。ミスター・ケヴィン・クラドック、あなたはＣＥＯ解任の報ほうに衝しよう撃げきを受け、自殺したことになる」

「自殺だと！」

「ハイになって逝ゆけるわよ。良かったわね」

　双子の妹が、床ゆかを這はうクラドックにささやく。

「……あと数分だね」

　時計を見る双子の兄。

「一言、言い忘わすれていたよ」

　双子の手を引いて部屋を出るアレクセイは、死にゆくケヴィンを冷たい目で振り返った。

「貴様たちの国の死の商人が作り出した劣れつ化かウラン弾だんが、私の故郷ふるさとを醜みにくい荒こう野やに変えた。私は傲ごう慢まん極きわまりない貴様の国、アメリカが大嫌きらいなんだ」

「……アレク……セ……」

　次し第だいに暗くなってゆくクラドックの視し野やの片かた隅すみで、扉とびらが静かに閉しめられた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「旧きゆう社屋、取り壊こわす前で助かりましたよねえ」

　屋外ステージの脇わきで、会場を埋うめ尽つくした観客を見み渡わたした亜あ希き美みは理さと子こに声をかけた。

「うん」

　理子は気のない様子で応こたえる。

　あの大だい火か災さい以来、理子たちのＴＶ局は旧社屋を使って何とか放送を続けていた。

　完全に新社屋に機き能のうが移い転てんするのが、夏からのことだったのが幸いしたのだ。

　そして、今夜は『ミュージック・サテライト』の屋外生放送。

　それも焼けた新社屋の前からの放送だ。

「技ぎ術じゆつ部の方たち、不ふ眠みん不ふ休きゆうで頑がん張ばったみたいですよ？」

「うん」

「再放送がやたら増えた、なんて苦情もありましたけど、仕方ないですよね」

「うん」

「……あ、あそこを全ぜん裸らの男だん性せいが走ってる！」

「うん」

「先せん輩ぱい！」

「えっ、何？」

　理子はやっと振り返った。

「……先輩、トオルくんがＳ＆Ｓに戻もどるかどうか、心配なんでしょ？」

「べ、別に」

「本当ですかあ～？」

「……だって信じてるもの」

「せ、先輩！　その発言は!?」

「ほら、そろそろ本番でしょ？　急ぎなさい」

　理子はクリップボードで、コツンと亜希美の頭を叩いた。




　会場の最前列には、一いつ般ぱんの観客とは少し距きよ離りを置いてゲストの席が設もうけられていた。

　出番を待つアーティストの中には、夏紀や二ふ美み花かの他に、プラティウムと亨とおるの姿すがたもあった。

　茜も、夏紀と二美花に挟はさまれて座すわっている。

「な、何でシローさん、あたしの席をこんなところに～。まわり、芸げい能のう人じんばっかで肩かた身み狭せまいよ～」

「いいじゃない、あなたは私の親友なんだし」

　そう言ってくれたのは二美花。

「Ｓ＆Ｓの番組には欠かせない罰ばつゲーム用キャラだしね」

　こちらは夏紀だ。

（こ、この女、最近大地くんに似にてきたな）

　茜は密ひそかに思う。

「……それより、あれ」

　二美花は声をひそめ、視し線せんでプラティウムたちの方を示しめした。




「今日のオープニング、三人になったあいつらがどんな曲をやるのか楽しみだぜ」

　足を前に投げ出して座る純じゆんはそうつぶやくと、チラリと響ひびきの肩越しに亨を見る。

「……今さら戻もどれねえ、よな？」

「ゲームの結果は別としてだけど」

　響は今後のことを亨に話していた。

「うちの事務所では、最高の待たい遇ぐうで君を迎むかえる用意があるよ。プラティウムの一員としてでなくてもいいんだ。ソロでも構かまわないと社長は言っている」

「少し、考えさせてくれ」

　亨はステージ上に視線を向ける。

　その手には、さっき茜が渡したＳソーズ＆＆Ｓソーサリーの新曲のスコアが握にぎられていた。




　一方。

「あなたが琴こと子こちゃんね？」

　客席の後方に車くるま椅い子すの少女の姿すがたを見つけた澤さわは、そばまでやってきて声をかけた。

「イッシンの招しよう待たい？　あいつも気が利きかないねこんな後ろの席で」

「あの、前の席を用意してもらったんですけど、私が替かえてもらったんです。……車椅子だと迷めい惑わくだと思って」

　知らない女じよ性せいに尋たずねられ、首を傾かしげながらも琴子は答える。

「そんなこと、気にするんじゃないの。この番組はね、みんなのものなんだから」

　澤は笑って手を差し出した。

「初対面だよね？　あたしは澤和かず枝え」

「あの……退たい職しよくした船ふな尾おさんの代わりの？」

　実のところ船尾は、タレントやスタッフを置いて真っ先に現げん場ばを逃にげ出したことが社長の逆げき鱗りんに触ふれ、解かい雇こされたのである。

「そっ、『ミステリー・プロファイル』の新プロデューサー」

　澤は胸むねを張はった。

「……あの、お子さんは？」

　琴子は、澤が一心たちの助けた子こ供どもの母親であることを思い出す。

「ああ、直なお人とね。たぶん、もう元気。一いつ緒しよに暮くらしてないから、細かいことは分かんないけどね」

　ほんの少し、淋さびしそうな色が澤の顔に浮かぶ。

「あなたももう元気そうだし、今度の収しゆう録ろくから、また頑がん張ばってもらうわよ。それから、次回からはモニター越ごしじゃなく、スタジオで直ちよく接せつ、推すい理りしてもらうから」

「あの、私、クビになったはずですけど？　間ま違ちがった推理をしたから……」

「それは響か船尾が言ったことでしょ？　あたしがクビって言わなきゃ、クビにはできないの」

「でも……もう私、自分の推理に自信が持てないんです」

「あんたの自信なんてどうでもいいのよ。だけど、あんたが車椅子でＴＶに出ることで、同じような境きよう遇ぐうの子を勇気づけることができるかもしれないでしょ？」

「私が……誰かを勇気づける？」

　琴子はつぶやく。

「本当に私なんかが？」

「他に誰だれがいるのよ？」

　澤は琴子の肩かたを叩たたいた。

　琴子はしゃくり上げ、大おお粒つぶの涙なみだをこぼす。

「それからね」

　澤は耳元でささやいた。

「……何があったか知らないけど、これからも毎回プラティウムの響とは顔を合わせることになるから」

「でも……」

「笑え顔がおで挨あい拶さつすりゃあいいんだよ。あいつにはたぶん、それが一番応こたえる」

「はい！」

　琴子は涙を拭ぬぐった。




　屋外ステージに眩まばゆいばかりのライトが当たり、三人のＳ＆Ｓの姿が新社屋の焼け跡あとを背はい景けいに浮き上がった。

「新曲を聴きいてください、『フレンズ』！」

　士郎は一言、マイクにささやきかけると、キーボードを奏かなで始めた。

　一心のギターと宏太のドラムスがそれに加わり、歌が始まる。





　　君はひとり

　　………

　　翼つばさ求めて……

　　………

　　灰はい色いろの街……

　　………






　それは、妙みような構こう成せいの新曲だった。

　キーボードはベースの抜ぬけた低音部をフォローすることなく、一心もサブのパートの歌か詞しだけを唄うたい続ける。





　　君はひとり

　　………

　　疲つかれた足を……

　　………

　　夕日の中……

　　………






「……なんだか、変」

「歌詞も途と切ぎれ途切れだし……」

　顔を見合わせるＳ＆Ｓファンたち。

　観客席が次し第だいにざわつき始める。

（何これ!?　駄だ目め駄目じゃない！　これが本当にシローさんが作った新曲なの！）

　茜も戸と惑まどい、左右の夏紀と二美花に尋ねた。

「これ、音おん響きようさんのミスじゃないよね!?」

　だが、二美花と夏紀は、顔を見合わせると、ニッコリと笑う。

「なるほどね」

「さすがシローくん」

「あ～、訳わけ分かんない！」

　茜は頭を抱かかえた。




　同じ頃ころ、ステージの裏うらでは……。

「これって……どういうことでしょう？」

　亜希美は隣となりに立つ理子を見た。

「メイン・ボーカルのパートが、そっくりそのまま抜けてるのよ」

　理子は微び笑しようを浮かべて答える。

「そう、あいつの……パートがね」




　客席のざわめきは、次第に亨の名を呼よぶ声に変わりはじめていた。

　地方から来た高校生のグループ。

　私し鉄てつ沿えん線せんから来た三人組の中学生。

　妹の付き添そいで来たＯＬ。

　宏太目当ての主しゆ婦ふ。

　そして、ステージ脇わきに立っている理子……。

　その場にいるみんなが、亨を呼んでいた。

　ファンたちの声はやがて、一心たちの演えん奏そうとひとつになり、巨きよ大だいなうねりと化してゆく。

　トオル！

　トオルッ！

　ト・オ・ル！

「……俺おれ、やっぱ戻るぜ」

　亨は立ち上がった。

「トオルくん!?」

「トオル、てめえ！」

「お前ら、好きになれねえや。……特に響、お前がな」

「この！」

「……よせ」
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　つかみかかろうとする純を、響が制する。

「いったん抜けると言っておいて戻るなんて、とんだ醜しゆう態たいだとは思わないかい？」

「まあな。けど、俺のプライドなんて小さなものはどうでもいいんだ、あの声に比くらべりゃな」

　亨はファンの方を振ふり返った。

　その名を呼ぶ声が、さらに大きくなる。

「……それに、一緒でも叶かなえられる夢ゆめが見つかるかも知れないしな」

「好きにするんだね。どうせゲームは琴子くんの推理が外れていたことで、僕ぼくらの判はん定てい負けだったんだから」

　響は肩をすくめた。

「ああ。じゃあな！」

　ステージ上に飛び出した亨は、スタンドのベースを握にぎった。

　客席が興こう奮ふんでうねり、歓かん声せいが二倍三倍と高まってゆく。

　センターに立つ一心がうなずき、自分の隣に招まねき寄よせた。

　亨はマイクを握り、空白になっていたパートを唄い始める。





　　君はひとり

　　翔とび立つための

　　翼つばさ求めて

　　彷徨さまよっている

　　灰はい色いろの街

　　喧けん騒そうの中

　　僕らの声はとどかない




　　君はひとり

　　あがき続けて

　　疲つかれた足を

　　止めてたたずむ

　　夕日の中

　　うつむく目に

　　僕らの姿すがたは映うつらない






　一心と亨はギターとベースを放ほうり投げて交こう換かんすると、背せ中なか合わせに立って、それぞれ相手のパートを演奏する。

　激はげしいビートを刻きざむ一心のベース。

　思いの込こめられた曲想を奏かなでる亨のギター。

　そこに、宏太のドラムスと士郎のキーボードが加わり、完かん璧ぺきな音を紡つむいでゆく。





　　でも本当は

　　この大空を翔ぶために

　　必要なものなんて何もない

　　そう僕らに

　　教えてくれたのは君だろう？

　　差し伸のべられた

　　手を握って

　　一歩踏ふみ出すだけでいい






「……これが……四人の力がひとつになった時の……Ｓソーズ＆＆Ｓソーサリーのサウンド？」

　茜は息を吞のむ。





　　絆きずななんて

　　大げさなものじゃない




　　けど本当に

　　君と僕らの間には

　　見えない何かがきっとある

　　そう最初に

　　気づいていたのは君だろう？

　　怯おびえを捨すてて

　　手を握って

　　一歩踏み出すだけでいい






「俺があってのＳ＆Ｓだろ？」

「よく言うぜ！」

　お互たがいの表情を見て、笑う一心と亨。

　二人は茜たちがいる方に向かってこぶしを突つき出し、ウインクする。





　　僕らは翔べる

　　信じ合える限かぎり

　　どこまでも高く

　　どこまでも遠く

　　刻ときを超こえて

　　いつまでも




　　僕らは翔べる

　　信じ合える限り

　　どこまでも高く

　　どこまでも遠く

　　星を超えて

　　いつまでも






「やっぱり、Ｓ＆Ｓは四人でなくっちゃ！」

　茜はステージの一心たちに応こたえるように、思いっ切り手を振った。







　らいなあのおと







　お久ひさしぶりです＆ごめんなさい。

　前の巻かんからずいぶん間が開いてしまいました。

　ホントは去年のうちにあと一冊さつは出しときたかったんだけど、まあ、『くまうた』とか『グローランサーⅣ』とかも出たし（って、ゲームのせいか！）

　………。

　で、今回の事件は、と言うと。

　火事と喧けん嘩かは江戸の華はな。

　てなわけで、連続放火。

　もちろん、裏で暗あん躍やくするのはあの人。

　さらに、プラティウムもいよいよ一心たちに牙きばを剝むき始めます。

　何のかんの言っても『ハード・デイズ・ナイツ』もそろそろラスト・スパート。

　作者も頑がん張ばるから、みんな、最後まで付き合ってね！

　……いや、今度こそ心を入れ替えて頑張ります。




　付記

『ハード・デイズ・ナイツ』ドラマＣＤ発売！　豪ごう華か声せい優ゆう陣じんに55分の大ボリューム！　さらに、『ＳＯＭＥＤＡＹ』を二番まで収録！

　ということで。

　アフレコなど、三日にわたってＣＤ製作現場の見学に行ってきました。

　いやあ、茜あかね役の高たか橋はし美み佳か子こさん、すっごい可愛かわいかったです。（特にＮＧ出した時）

　一いつ心しん役の鈴すず村むら健けん一いちさんは好感度高いし、玲れいの千ち葉ば進歩すすむさんはクール。

　ニコルの小こ林ばやし沙さ苗なえさんやドミニクの半はん場ば友とも恵えさん、星せい哉やの福ふく山やま潤じゆんさんも、この人しかないって感じで。

　あと、主題歌を歌ってくれているＭｉｃｈｉｚｏｅミチゾエさん。絵にも描かけないような美青年です。定期的に路上ライブなんかもやってるみたいなんで、みんなで応おう援えんしてあげてね。

　Ｍｉｃｈｉｚｏｅさんのファンに『ハード・デイズ・ナイツ』を応援して欲しい。

　とにもかくにも、ドラマＣＤ絶賛（？）発売中。近くのＣＤショップにない時は取り寄せて買ってね。
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